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    東雲芽吹（しののめ・めぶき）


    バカ。女の子にフられ続ける運命を背負っている。


    



    天王洲（てんのうず）


    東雲の回収者。基本的に無表情な神様。


    



    ナナシ


    新手の回収者。天の国から遣わされたロリな神様。


    



    十条　友（じゅうじょう・とも）


    消極的なミツ。近づく者に不幸を降りかからせてしまう。


    



    木場　真（きば・まこと）


    十条の回収者。芸人を目指す、ちょっと変わった神様。


    



    恵比寿会長（えびすかいちょう）


    最上級神。私立隣会学園で生徒会長をしている。
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    プロローグ


    



    「どうなっているんだ、これはッ!!」


    　ここは、この世でもあの世でもない神々の住む世界、天の国。


    　そのどこかにある、豪華な装飾の施ほどこされたとある部屋に、男の怒声が響いた。


    「なぜ、こんなになるまで気づかなかったのだッ!!」


    　七人掛けのテーブルについているのは、六柱ばしらの神。


    　それぞれ異なるデザインの椅い子すに座った神々は、先ほどから怒声を発している神が指差した先にあるスクリーンへと視線を向ける。


    　そこには、眼鏡めがねをかけた高校生くらいの少年の顔写真と、『金色の霞かすみの回収量』と書かれたグラフが映し出されている。


    　そのグラフは、明らかな減少を示していた。


    「担当の回収者がサボっているとしか思えんッ!!　今すぐ、恵え比び寿すに抗議して回収者を代えるべきだッ!!」


    「恵比寿に抗議って簡単に言ってくれるけど、そんなことできるヤツがここにいるのかよ？」


    　短髪の女神がやる気のなさそうな声を出しながら、自分以外の五柱の神をぐるりと見回す。だが、その視線が誰だれかとぶつかることはなかった。一柱に至っては、興味なさげに椅子の背もたれに寄りかかって寝てしまっている。


    「だってさ。どうすんだよ、おやっさん」


    「ぐぅ。頼りのない奴やつらめ……」


    　怒声の神が苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやく。


    「仕方ないじゃろ、恵比寿は規格外なのじゃから。同格の最上級神である我われ々われとて、相手にならないじゃろうて」


    　老人の神が長い顎あご鬚ひげをいじりながら「ふぉっふぉっふぉ」と笑った。


    「笑っている場合かッ！　だったら、どうするというんだッ!!」


    「少し落ち着きましょうか。論点がずれ始めているようですし」


    　眼鏡をかけた神が落ち着いた口調で、怒声の神を諫いさめる。


    「問題は、恵比寿さんに文句を言うことではなく、代わりの回収者を誰にするか。そうではありませんか？」


    　眼鏡の神の言葉に、怒声の神は「む、むぅ……」と口を閉ざす。


    「でもさ、このミツに付いてる回収者って、恵比寿のお気に入りの天才回収者だよね。彼女に代わる回収者なんているのかな？」


    　目ま深ぶかにフードを被かぶった神が他ほかの神たちに疑問を投げるが、それに応こたえる者は誰もいなかった。


    「アタシなら、できるんですけどねー」


    　突然聞こえた声に、テーブルについていた神々が一斉に視線を向ける。


    　そこにいたのは、小さな少女だった。


    　長い黒髪を頭の左右で纏まとめ、下へと流している。その髪に付けた大きな鈴たちが、少女が動く度にがらんがらんと音を立てる。


    「誰だれだ、お前？　どうやってここに入ってきた？」


    「質問は一つずつにしてくれると嬉うれしいんですけど」


    　少女がニッコリと笑えみを浮かべる。


    「ここが最上級神しか入れない、重要な会議の場だと知っての狼ろう藉ぜきだろうなッ!!」


    　怒声の神が怒りに任せてテーブルを叩たたく。その勢いでテーブルがひしゃげ、床へとめり込んだ。


    「まず、『ここにどうやって入ってきたか？』ですけど、普通に歩いて入ってこられましたよ。敵がいないからって、もう少し警備をしっかりとした方がいいと思いますよ。次に、『重要な会議だと知っているか？』ということですが、もちろん知っています。知っているからこそ、ここに来たのですから」


    　三本立てた指を一つずつ折り曲げながら少女が答えていく。


    「そして、『誰だ？』という質問ですがそれには答えられません。なぜなら、アタシには名前がありませんから」


    「ふぉっふぉ。名前がないということは、お前さん回収者か」


    　老人の神が口元に笑みを浮かべる。だが、その[image: ]わずかに開かれた瞼まぶたから覗のぞく瞳ひとみには怒りが色濃く出ている。


    「ふわぁぁ。最近、やたらと金色の霞かすみを集めてる生意気な回収者がいるって[image: ]うわさは聞いてたけど。もしかして、キミのことかな」


    　今まで寝ていてろくに会議に参加していなかった神が、眠そうに目をこすりながら回収者へと語りかける。


    「なんでも、そこに映ってるミツの子の回収をしてる回収者と同じくらいの実力を持ってるんだろ。いやいや、たいしたもんだ。ふわぁ」


    　それだけ言うと、眠そうにしていた神は再び眠りについてしまう。


    「そんなことは、どうでもいい。さっさと出ていけッ!!」


    　怒声の神のさらなる一撃で、テーブルは完全に原型を失ってしまった。


    「まぁまぁ、何か策があるようですし、とりあえず話だけでも聞いてみようではありませんか。現状、会議は何も進んでいないのですから」


    　眼鏡めがねの神の言葉に、回収者は嬉しそうな笑みを浮かべる。


    「話を聞いてくれて、ありがとうございます」


    「勘違いしないで下さい。僕だって他ほかの方と同じように怒っているのですよ。下げ賤せんな回収者風情ふぜいが、選ばれた神ものしか入れないこの部屋へと入ってきたのですから。もし、下らない話をしたら、その時はどうなるか分かっていますよね？」


    　眼鏡めがねの神の脅しにも回収者はさしたリアクションも見せず、巫み女このような服の袂たもとから七色の液体が入った小瓶を取り出す。


    「確かに、恵え比び寿す様は強大で強力です。でも、あのミツの回収者が使えないと分かれば、変更せざるを得ないはずです」


    「つまり、天才回収者より自分の方が優れている自信があると？」


    　眼鏡の神の言葉に、回収者は口元に邪悪な笑えみを浮かべながら頷うなずいてみせる。


    「アタシには、これがありますから」


    　回収者が顔の横で振った小瓶が、七色の不気味な光を放っていた。
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    第一話　　ナナシ、騙す


    



    『僕は死にません！　笹ささ塚づか麻ま由ゆさん、あなたのことが好きだから！』


    　僕は一晩考えに考え抜いたそのセリフを言うことなく、トラックに思い切り撥はね飛ばされた。


    　どうやら、トラックの前へと飛び出すタイミングを間違えたようだ。


    　本来ならば、トラックが僕の目の前数センチの距離で急停止。そこで、すかさず冒頭の言葉を愛いとしの笹塚さんに捧げ、感動した彼女は僕の告白を了承してくれるという完璧な作戦だったのだが……。


    　撥ねられはしたが、幸いにもトラックと接触する直前、咄とつ嗟さにフロント部分を殴った衝撃で自みずから後ろに飛んだおかげで、ダメージはほぼゼロだ。


    　初夏の匂においをまとった青空を眺めながら、空中で僕は思う。


    　これなら、着地してからすぐにまた女神に告白をすることができる。


    　僕は空中で体勢を整えると、そのまま地面へと着地──することができなかった。


    　着地する直前、向かい側から来た車に撥ねられたからだ。


    　空中で車に撥ねられるコンボを決めるとか、奇跡的すぎるだろ!!


    　これではさすがに受け身をとるのもダメージを減らすこともできない。無抵抗なまま宙を飛んだ僕は、道路脇わきに建つ雑居ビルの二階、『超絶安心金融』と大きく書かれた窓ガラスへと頭から突っ込んだ。


    「くそ、首が死ぬほど痛いぞ……」


    　首を押さえながら、ひとり呟つぶやく。


    　車の分際で、僕の告白を台無しにしてくれるとは。次から、見かけた車を片っ端から走れないようにひっくり返してやろうか。


    「誰だれだテメエ、ゴルァ!!」


    　頭の悪そうな怒鳴り声に、僕は周囲を見渡す。すると、いつの間にか強こわ面もてでやたらと柄がらの悪そうな十数人の男たちに囲まれてしまっているではないか。


    「誰だって聞いてんだよ!!　どこの組のもんだ？　あぁん!?」


    　人にものを訊たずねるのに、この威圧的な態度。どうやら、礼儀を知らない連中のようだ。


    　だが、ガラスを割ってしまった負い目がある以上、自己紹介くらいはしてやろうではないか。


    　僕は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「二年Ｂ組。東しの雲のめ芽め吹ぶきだ。以後、よろしく」


    「なめてんのか、テメェ……」


    　そうだ、こんなところで油を売っている場合ではなかった。告白の続きをするために、一刻も早く女神のもとに戻らねば。


    「では、そういうことで！」


    「待てコラ！」


    　この場を立ち去ろうとした僕をパンチパーマの男が呼び止める。


    「ただで帰れると思うなよ？」


    「なに、それは困る!?　今、持ち合わせが全然ないんだ……。ガラスの修理代はあとにしてくれないだろうか？」


    「完全にナメてやがんな、テメェ……」


    　パンチパーマが全身を震ふるわせている。どうやら怒っているようだ。


    　確かに窓ガラスを割られて怒りたくなる気持ちも分かる。しかし、本当に持ち合わせがないのだから仕方がないではないか。


    「申し訳ないが、本当にお金を持っていないんだ。この通り謝るので、明日まで待ってくれないだろうか？」


    「やっちまえッ!!」


    　僕を囲んでいた男たちが一斉に襲いかかってくる。


    　なぜだ、謝っているのに!?


    　ゴルフクラブを手にした男の一撃を躱かわし、その手からゴルフクラブを奪い取る。


    「待ってくれ、なぜ攻撃をしてくるんだ？　そんなに大事な窓ガラスだったのか!?」


    　話をしている最中だというのに、僕の背後から男が掴つかみかかろうとしてくる。


    　だが、生あい憎にくと僕には男に抱きつかれて喜ぶ趣味はない。体勢を低くして避よけると、足を掴んで転がす。もちろん、怪け我がをしないように細心の注意を払いながらだ。


    　その隙すきを狙ねらったのか、左右から二人同時に男が殴りかかってくる。もちろん、殴られて喜ぶ趣味もないので、殴りかかってきた男たちの腕の方向を変え、互いで互いを殴り合ってもらう。


    「何だ、コイツ。やたらと強つええぞ……」


    　僕を囲んでいた男たちがじりじりと離れ、遠巻きに眺める。


    「分かった、僕が頭を下げていないのが悪かったのだな。確かに人の物を壊して、頭を下げないというのは礼儀に欠けていた」


    　言って、僕のことを囲んでいる男たちに頭を下げる。


    「ごめんなさい」


    「なに、わけの分かんねーこと言ってんだッ」


    　なぜ、分からないんだ!?


    　もしかして、言葉が通じていないのだろうか？　外国人の方々か？


    　叫んだ男が、木刀を振り下ろしてくる。だが、そんな攻撃が僕に当たるわけもなく、男の手を叩たたいて木刀を奪い取ると、背中を押して男たちの輪の中へと戻す。そして、反対側から襲いかかってくる五分刈り頭の男に向けて木刀を投とう擲てきした。


    　狙い通り、五分刈り頭の真横を通り過ぎ、背後の壁に突き刺さる木刀──って、しまった。壁に穴を開けてしまった!!


    　くそう、また怒られるぞ……。


    「何なんだ……。何なんだテメェは!!」


    「だから、東しの雲のめ芽め吹ぶきだと言っている」


    「名前を聞いてんじゃねぇんだよッ!!」


    　パンチパーマの絶叫に僕は首を傾かしげる。


    　日本語は通じている様子なのだが、なぜか会話が成立していない。やはり、窓ガラス代を払わないとダメだということか。


    「テメェがナメた真ま似ねしたのが悪いんだからな……」


    　パンチパーマがぶつぶつと呟つぶやき、懐ふところから黒光りするものを取り出す。


    　拳けん銃じゆうだ。


    「さすがにヤバくないッスか、兄貴!?」


    　僕を囲んでいた男の一人が止めようと手を伸ばすが、パンチパーマはヒステリックにその手を払いのけた。


    「うるせぇッ。ナメられたままじゃ、こっちのメンツが立たねぇだろうがッ!!」


    「ですが、さすがにチャカは」


    「うるせぇ、引っ込んでろッッ」


    　パンチパーマは恫どう喝かつして手下を黙らせると、震ふるえる手で僕の顔に拳銃の照準を合わせる。


    　拳銃とやり合うのは初体験だ。


    　対拳銃の場合、射線上に入らなければ問題ないと聞いた覚えがあるが、はたして射線から逃れることができるかどうか。


    　というか、弁償をすると言っているのに、どうしてこんなことになってしまったのだろうか。


    「くたばりやがれッ!!」


    　怒声とともにパンチパーマが引き金にかけた指に力を込める。


    　その瞬間、真横に飛んだ僕は、壁を蹴けり、パンチパーマとの間合いを一気に詰める。アドレナリンが大量に分泌されているのか、目の前の光景がスローに見える。


    　パンチパーマの目が驚きに見開かれていた。


    　周囲にいた男たちも皆一様に目を丸くしている。


    　だが、彼らの驚きの対象は僕ではない。


    　パンチパーマの男の前に、僕と同じ学校の制服を着たおかっぱ頭の少女が現れ、拳銃を持った男の腕を天井へと持ち上げていたのだ。


    「天てん王のう洲ず君!?」


    　銃声が鳴り響き、天井に弾丸が突き刺さる。


    　そして、おかっぱ頭の少女──天王洲君はパンチパーマの腕から手を離すと、くるりと反転。パンチパーマに飛びかかろうとしていた僕を拳こぶしで叩たたき落とした。


    　その衝撃で、僕の体が床をバウンドする。


    　呆あつ気けに取られる男たちを無視した天てん王のう洲ず君は、死んだ蛙かえるみたいに床に[image: ]はいつくばる僕に無感情な視線を向ける。


    「何をしているのですか、ノノメメさん」


    「この人たちが誤解をしているようなので、誤解を解こうと必死にだな」


    　僕の言葉に天王洲君は、室内をぐるりと見回した。


    「なるほど。誤解を解こうとして、この人たちに暴力を振るったと、そういうわけですね？」


    　何人か倒れている男もいる。見ようによっては僕が一方的に暴力を振るったように見えるだろう。だが、こうなったのも誤解を解こうとしたことが……。


    「言い訳は必要ないです。この人たちに謝って下さい。あなたは、自分と常人との力の差をしっかり弁わきまえるべきです」


    「天王洲君は僕の思考が読めるんだから、僕が言ってることが噓うそじゃないことくらい分かるだろ!?　だったら……」


    「言い訳はいらないと言ったはずですよ。ノノメメさん」


    　無表情から繰り出される絶対零度の言葉に、僕は口を閉ざした。


    　天王洲君がこうなったら、どんな弁解も無意味だ。


    　諦あきらめた僕は、男たちに向かって深々と頭を下げる。


    「……本当に、すみませんでした」
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    　室内に気まずい沈黙が流れる。


    　頭を上げようとすると、天てん王のう洲ず君が「誰だれが頭を上げてもいいと言いましたか？」と視線で語りかけてくるので、さらに深々と頭を下げる。


    　再び訪れた気まずい沈黙を破ったのは、パンチパーマの咳せき払ばらいだった。


    「まぁ、なんだ。次から気をつけろよ」


    　そう言ったパンチパーマにも、天王洲君の冷たい視線が突き刺さる。


    「パンチパーマの知らない方、誰が許してくれと言いましたか？」


    「あ？」


    「分かりやすく言い直しましょう。あなたはなぜ、頭を下げないのですか？」


    　場の空気が音を立てて固まった。


    「こいつが突然、事務所にカチ込んできたんだろうが！　何で、俺たちが謝らなきゃいけねぇんだッ!!」


    「つまり、相手が謝罪しようとしているのにもかかわらず、一方的に暴力を振るい、拳けん銃じゆうで撃たれたとしても、それは勝手に入ってきたノノメメさんが悪いのであって、あなた方には一分の落ち度もない。そういうことですね？」


    「いや、そこまで言ってるわけじゃ……」


    　パンチパーマの声が段々と小さくなっていく。


    　天王洲君の視線攻撃を喰くらったのでは、こうなることも仕方がないだろう。だが、頑張れパンチパーマ！


    「言ってるわけではないのなら、どうするのですか？」


    　底冷えするような天王洲君の声と視線に、僕は自分の脚がいつの間にか震ふるえているのに気づいた。それは、パンチパーマたちも同じだったようで、彼らもまた青ざめた顔でガタガタと全身を震わせている。


    「す、すいませんでしたッ!!」


    　強こわ面もての男たちが、姿勢正しく一斉に天王洲君へと頭を下げる。


    　パンチパーマ、完全敗北の瞬間である。


    　天王洲君は男たちの姿を見て満足したように頷うなずくと、僕の襟えり首くびを引っ張る。


    「それでは、うちのノノメメさんがご迷惑をおかけしてすみませんでした」


    　天王洲君はそれだけ言うと、頭を下げたままのパンチパーマたちを残して事務所をあとにした。


    



    　雑居ビルから出ても、僕は相変わらず襟首を天王洲君に引っ張られたままなので、前傾姿勢にならざるを得ず、非常に歩きにくい。


    「ちょっと待て。待つんだ、天王洲君。大事なことを忘れていたぞ!!」


    　愛いとしの女神、笹ささ塚づか麻ま由ゆさんを待ちぼうけさせてしまっているではないか。


    「笹塚さんなら、『付き合うのは無理だから、そう伝えといて』と言こと伝づてを残して去っていきましたよ」


    　あまりのショックに、僕はその場に膝ひざから崩れ落ちる。


    　それと同時に、周囲に甘ったるい香りが広がり、僕の体から金色の霞かすみが立ち昇り始めた。


    　早く戻って告白の続きをしようとしていた僕の想おもいは一体何だったのか!!


    「完全に独り相撲ずもうですね」


    「人の思考を勝手に読むなと言ってるだろうが」


    「すみません。ノノメメさんの回収者なので、読みたくなくても勝手に聞こえてきてしまうもので」


    　天てん王のう洲ず君はそう言いながら、どこからともなく掃除機のようなものを取り出す。


    「天王洲君、なんか怒ってないか？」


    　地べたに大の字になる僕の言葉を無視して、天王洲君は金色の霞を掃除機のようなもので吸い取っていく。


    「なぁ、天王洲君……、聞いているのか？」


    　ひたすらに無視。


    　これは、完全に怒っているようだ。


    「天王洲君、無視は良くないと思うぞ。そういう行為がイジメの温床としてだな──」


    「少し黙っていてもらえますか。今、回収者としての仕事をしている最中ですので」


    「すいませんでした……」


    　こえー。今の天王洲君の眼め、マジでこえー。


    　いつもと変わらない無感情な瞳ひとみのようだが、中に「殺」という文字が浮かんでいた。


    　やばいぞ、これは。絶対的にやばい。


    　間違いなく僕が何かをやらかしたのだろうが、何をやらかしたのかまるで分からない。これでは、天王洲君に謝ることもできないではないか。


    「自分が何をしでかしたのか、本当に分からないのですか？」


    　天王洲君が、掃除機型の回収機で金色の霞を吸い取り終わると、周囲から甘ったるい香りも同時に消えていく。


    「本当にバカですね、ノノメメさんは」


    　天王洲君が呆あきれたように溜ため息いきをつきながら、回収機の背中を軽く一ひと撫なでする。すると、それは幼稚園児くらいの大きさの蜂はちへと姿を変え、天高く空を昇っていく。


    　僕はその光景を眺めながら溜息をついた。フラれた日の晩ご飯は決まって天王洲君がカレーを作ってくれるのだが、天王洲君シエフがこの調子ではそれも叶かないそうにない。


    　仕方がない、どこかでカレーを食べて帰るかと体を起こしかけると、ひとりの男性が機敏な動きでこちらに向かって駆けてくるのが見えた。


    　青い水色のパーカーのようなものを着たその男性は、アスファルトの上で大の字になった僕を一いち瞥べつすると、天てん王のう洲ず君に話しかける。


    「先ほど、トラックに高校生が撥はねられたと通報があったのですが、この人で間違いありませんか？」


    「そうですが」と天王洲君が曖あい昧まいに答えると、男性は「ここにいたぞ!!」と声を張り上げる。すると間もなく、同じ格好をした男性二人がストレッチャーを運んできた。どうやら、救急隊員のようだ。


    「大丈夫ですよ、すぐに病院に搬送しますからね」


    「いや、僕は怪け我がをしているわけでは……」


    「はい、動かないで。頭を打ってると危ないからね」


    　救急隊員たちのテキパキとした動きに、抵抗する暇ひまもなく救急車へと乗せられた。


    



    　運び込まれた病院で一通りの検査を受け、処置室を出ると、廊下に設置されたベンチに天王洲君が腰掛けて待っていた。


    「どこも異常ないってさ。だから、僕は大丈夫だと言ったのにな。ははは……」


    　廊下に僕の乾いた笑いが響く。


    「危険なことはしないと、私と約束しましたよね？」


    　唐突に天王洲君に言われ、僕は記憶の中を探ってみる。だが、そんな約束をした覚えは僕にはない。


    　いや待て。よく思い出すんだ、東しの雲のめ芽め吹ぶき。


    　ここで回答を間違えば、さらに悲惨な状況になるのは目に見えているぞ。


    「……そういう約束は、していないような気がするのだが？」


    　天王洲君の瞳ひとみが細くなる。


    　どうやら回答を間違えたらしい。


    「ノノメメさんは、約束一つまともに覚えていられない屑くずのような人間だったのですね。私が買いかぶりすぎていたようです。すみませんでした」


    「ちょっと待て。頭を下げるんじゃない！　天王洲君がそう言うのだから、たぶん約束したのだろう。だとしてもだ、危険なことなど僕は何一つしていない。つまり、僕は約束を破っていないということだ！」


    　どうだ、これならば文句あるまい。と思ったのだが、天王洲君には文句があるらしく、露骨に舌打ちをしてくる。


    「分かっているのですか、ノノメメさん。拳けん銃じゆうで撃たれかけたのですよ？」


    　確かにそうだ。だが、あくまで撃たれかけただけで、実際には撃たれていないではないか。なのに、何をそんなに怒る必要があるのだ。


    「ミツの特性のおかげで身体能力が常人の数倍に上がっているせいで、スーパーヒーロー気取りなのかもしれませんが、銃じゆうで撃たれたら普通に死にますからね？　それに、トラックの件だってそうです。大昔のテレビドラマの再放送に影響されて真ま似ねするなんて、子供ですか？　ああいう無茶をしていたら、いつか必ず危険な状況に陥おちいる。そうなってからでは遅いと、なぜ分からないのですか」


    「だが、今まで一度だって危険になったことなど、ないではないか」


    　僕の言葉に天てん王のう洲ず君は盛大な溜ため息いきをついた。


    「もういいです。今日という今日は堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れました。これからは、ノノメメさんの勝手にしたらいいと思います」


    　天王洲君の言い方に、僕の脳内のどこかがブチリと音を立てる。


    　なぜ、してもいない約束のことで、こんなにも責められなくてはいけないのだ。


    「ほう。ならば、勝手にさせてもらおうか。元々、一人でも十分だったしな」


    　僕だって一生懸命やっているというのに、なぜ相棒の天王洲君が認めてくれないのだ。


    　いや──。


    「もう相棒ではないな。今日限りで、解決屋コンビは解散だ！」


    「ノノメメさんとコンビになった覚えは、これまで欠片かけらもありませんでしたけどね」


    　言い合って、お互いに顔を背そむける。


    　まったく、なんという分からず屋なのだ、天王洲君は。


    　いつも僕の方から折れているのだから、たまにはそっちが折れてもいいではないか。


    「折れている？　ノノメメさん、一度辞書で『折れる』という言葉を引いてみた方がいいのではないですか？」


    　嫌いやみったらしい天王洲君の言い方に、舌打ちが出る。もし、東しの雲のめ芽め吹ぶきをイラつかせる大会というのがあったとしたら、天王洲君が優勝するに違いない。


    「おーい、芽吹君、天王洲ちゃんー！」


    　声のほうへ顔を向けると、熊くまのように恰かつ幅ぷくのいい中年男性が手を振りながら、病院の廊下をこちらに向かって猛ダッシュしてくる。といっても、体型のせいでかなり遅いのだが。


    　その熊のような男性は、僕のオジサンだ。


    「叔お父じさん」でも、「伯お父じさん」でもない。血縁上、僕とどういう関係にあるのかよく分からない。血の繫つながりがあるのかないのか分からないほど、遠い遠い親しん戚せきになるはずだ。


    　にもかかわらず、オジサンは、僕を引き取り育ててくれた。


    　今から十年前、両親に捨てられ、親戚中をたらい回しにされていた当時六歳の僕を、家族として迎え入れてくれたのだ──。


    　息を荒らげながらベンチへと[image: ]たどり着いたオジサンが、僕の両肩をがっしりと掴つかむ。


    「芽め吹ぶき君が車に撥はねられたっていうから、急いで来たんだよ。大丈夫なのかい。どこも怪け我がはしてないの!?」


    　オジサンのあまりにも真剣な様子に圧おされ、僕はたじろいでしまう。


    「この通り、どこにも怪我は……」


    「よかったぁ」


    　オジサンは僕の両肩から手を放すと、涙を流しながら僕のことを抱きしめてくる。


    「本当によかったぁ。芽吹君が死んじゃったら、オジサン……」


    　オジサンが、嗚お咽えつ交じりの理解できない[image: ]なぞの言語を発し始める。まるで泣きじゃくる子供のようだ。


    「で、私まで抱きつかれているのはなぜなのでしょうか？」


    　そう、天てん王のう洲ず君も僕と一緒にオジサンの腕の中にいた。


    「天王洲ちゃんも、よかった。よかったよぉ」


    　何がよかったのかは分からないが、よかったらしい。


    　オジサンの腕の中で僕と天王洲君の視線がぶつかり、すぐさま視線を反対方向へと向ける。


    　そんなことには気づきもせず、オジサンの嗚咽はいつまでも病院の廊下に響き渡っていた。


    



    　　　■　■　■


    



    　翌日。


    　我わが学び舎や、私立隣りん会かい学園に登校しても僕と天王洲君の戦いは収まる気配を見せなかった。


    　それは、昼休みになったこの時間も継続中なのである。


    「天王洲君、これは一体何なんだ？」


    　僕は自分の弁当箱の中身を見て、小刻みに震ふるえながら質問する。


    「おかしいだろ、この弁当」


    「どこがおかしいのですか？」


    　トボケて聞き返してくる天王洲君に、僕は自分の弁当箱を突きつける。


    「二段目の中身が海の苔り。一段目の中身も海苔。海苔しか入ってないじゃないか!!」


    　そう、この弁当箱には味海苔がたくさん入っているだけで、オカズはおろかご飯すら入っていないのである。


    　果たしてこれを弁当と言えるのだろうか。いや、言えない！


    「海苔弁じゃないですか」


    「海苔弁じゃないだろ！　海苔しか入ってない弁当だろうが!!」


    　僕の文句もどこ吹く風で、天王洲君がやれやれと首を振る。


    「文句があるなら自分で作って下さいよ」


    　ぐぬぬ、それを言われては何も返す言葉がない。


    　冷戦中のはずなのに、なぜ僕のお弁当を作ってくれているのかと思っていたら、こういうことだったのか……。手間のかかる嫌いやがらせをしやがって。


    　僕は怒りに震ふるえながら、味あじ海の苔りをバリバリと食べる。


    　味海苔うめー!!


    　空腹から貪むさぼるように味海苔を食べていると、教室内のスピーカーから校内放送を知らせるチャイムが流れてくる。


    『東しの雲のめ君と天てん王のう洲ずちゃん、大至急生徒会室まで来て下さいー。繰り返します──』


    　隣りん会かい学園生徒会の会長である、恵え比び寿す会長の気の抜けるような緩ゆるい声が教室内に響いた。


    　恵比寿会長から直接の呼び出しがかかるとは珍しいこともあるものだ。


    　いつもなら、神経質そうな眼鏡めがねの男子生徒、名前は何といったか……、とにかく副会長が怒鳴り込んでくるところなのに。


    　どちらにせよ、恵比寿会長から呼び出されたということは、また面倒事を頼まれるのだろう。しかも、直接呼び出してきたのだ。面倒事レベルがかなり高いに違いない。


    　ちらりと天王洲君に視線を投げれば、彼女も溜ため息いきをついている。どうやら、同じ気持ちのようだ。


    「味海苔だけを美お味いしそうに食べるとは。ゴムでも入れておけばよかったですかね」


    「何をがっかりしてんだよ!?　そもそも、ゴムは食い物じゃないし!!」


    　僕の弁当箱に何を仕込もうとしているのだ。


    　そのうち、弁当箱を開けたら爆発するなどということにならないだろうな……。


    　と、そんな下らない考えごとをしている場合ではなかった。


    　どうせ面倒事を頼まれると分かっていても、生徒会室まで出向かねばなるまい。なぜなら、行かなければ延々と恵比寿会長から恨み言を言われた挙句に、生徒会長権限を使ってペナルティを課すという暴挙に出てくるからだ


    　まったく、面倒なことというのは何で次から次へと起こるのだろうか。


    



    「なんか、東雲君と天王洲ちゃんの距離遠くない？」


    　生徒会室。生徒会長席に座りながら、恵比寿会長が首を傾かしげている。


    　柔らかそうなふわっふわのウェーブヘアーに、品の良さを感じさせる笑顔。常におっとりとしていて、焦りとは無縁そうな態度から、見る者に「きっと、どこぞの財閥のお嬢様なんだろうな」というイメージを与えている。


    　実際には、お嬢様というようなレベルの相手ではないのだが……。


    「いいえ。別に遠くはありません、最適な距離です」


    　天王洲君の言葉に恵比寿会長だけでなく、僕も首を傾げずにはいられない。


    　生徒会室の中央あたりに立っている僕に対して、天てん王のう洲ず君は少しでも距離をとりたいのか、壁に張り付くようにして立っていた。


    「二人はケンカでもしてるのかな？」


    「ケンカなどしていません。私は純粋にノノメメさんと一緒に居たくないだけです。ノノメメさんが吐き出す邪悪な二酸化炭素によって空気が汚染されている可能性がありますので」


    「どんな設定だ、それは。僕は魔族か何かか!?」


    「魔族なんてノノメメさんには格好良すぎます。ノノメメさんはあれです。あの……えーと、ゴミ？」


    「ゴミって、うおぃ!!　天王洲君と一緒にいるのなんて、こっちから願い下げだ!!」


    　ほらみろ、天王洲君が下らないことを言っているせいで、恵え比び寿す会長が腕組みをして悩んでしまっているではないか。


    　それにしても、恵比寿会長ほど立派に育った胸があると、腕組みがしにくいのではなかろうか。組んだ腕で胸が押し上げられ、今にもブレザーのボタンがはじけ飛んでしまいそうだ。


    「会長、ノノメメさんが会長のことをいやらしい目で見ていますよ」


    「そこは無視しておけよ!!」


    　僕のクリーンなイメージを汚して、一体何がしたいというのだ、コイツは！


    「そろそろ、本題に入ってもいいかなー？　できれば私も、こうやって君たちと他愛たわいもないお話をずっとしていたいんだけどねぇ」


    　恵比寿会長が困ったような表情を浮かべる。


    「じつは、東しの雲のめ君と天王洲ちゃんに会わせたいヒトがいるんだよね」


    「会わせたい、ヒト？」


    　恵比寿会長の言葉に、僕は『ヒト』という部分を強調して呟つぶやく。


    　恵比寿会長がヒトに会ってほしいと言った場合、僕の経験上ロクなことになったためしがない。生徒会室に来る前に予想した通り、面倒なことになりそうな気配をひしひしと感じる。


    「面倒事を押し付けられるのなら、今すぐに帰らせてもらおうか。僕は、天王洲君とのケンカの件で手一杯なのでな」


    「残念ですが、ノノメメさんの意見に私も同感です。これから厄介な人物を私の思いつく最悪な方法で痛めつけなくてはなりませんので」


    「その厄介な人物って、僕のことだよね!?」


    　天王洲君は精神どころか、直接的に僕のことを痛めつけてくるつもりなのか。


    　怒りすぎにも程があるだろうが。


    「それなら帰っていいよ、って言いたいところなんだけど、もう、そこにいるんだよねぇ」


    　恵比寿会長がそう言い終わるや否いなや、僕の隣でがらんと神社の鈴が鳴るような音がした。


    「初めまして、芽め吹ぶきお兄ちゃん」


    　舌っ足らずな、可愛かわいらしい少女の声が聞こえるが、僕にとってそんなことなどどうでもよかった。問題は、この僕が、横に立つ人物の気配を微み塵じんも感じられなかったということだ。明らかにただ者ではない。


    　恐る恐る首を右横に向けると、僕の脇わき腹ばらのあたりに声の主の頭頂部が見えた。


    　僕の視線に気づいたのか、声の主が僕へと顔を上げてニッコリと微笑ほほえむ。


    　それは、小柄な少女だった。


    　小学校低学年くらいに見えるその少女は、長い髪を左右で二つに束たばね、髪飾りとしていくつか大きな鈴を付けている。少女が頭を揺らす度に、その鈴が、がらんがらんと音を立てる。


    　そんな少女が着ているのは、巫み女このような服であった。


    　僕はその衣装をずっと昔見たことがある。


    　これは、天の国から来た神が着ているものだ。


    「何者なんだ、キミは……」


    　少女の異様さに、僕の口から自然と言葉がこぼれ落ちる。


    「名前のことを聞いているんだったらごめんね。答えられないんだ。名前がないから」


    「……回収者」


    　少女の言葉に、天てん王のう洲ず君がポツリと呟つぶやいた。


    「名前を呼ぶのに不便なら、ナナシって呼んでよ。ただし、『ちゃん』は付けてね」


    　少女──ナナシちゃんは保護欲を掻かき立てるような子供らしい笑顔を浮かべる。


    「会長、なぜここに回収者がいるのですか？」


    「それがねぇ……」


    　天王洲君の言葉に、恵え比び寿す会長が困ったような表情を浮かべる。


    「恵比寿様、天王洲お姉ちゃんにはアタシが説明しますので！」


    　ナナシちゃんの言葉に、天王洲君が眉まゆ毛げをピクリと動した。


    「お姉ちゃん？　私には、姉妹などいませんが」


    「気にしないで。ほら、アタシって見た目ロリじゃない？　だから、お姉ちゃんとか、お兄ちゃんって呼んだ方が、妹キャラっぽくて可愛らしく見えると思うんだ」


    　ナナシちゃんは笑顔を浮かべながら言うと、「それじゃあ、説明するね」と言葉を続ける。


    「ここ最近、芽め吹ぶきお兄ちゃんの金色の霞かすみの回収量の低下が、最上級神様たちのあいだで問題になってるんだ」


    「私が職務放棄しているとでも言うつもりですか？」


    　ナナシちゃんの言葉に、天王洲君が[image: ]わずかに語気を強めた。


    「アタシに文句を言ったって知らないよ。アタシは、言われたままに地上へ降りてきただけなんだからさ」


    「要点を言って下さい」


    　拗すねたような口調でナナシちゃんがはぐらかすと、天てん王のう洲ず君はすかさず詰めていく。


    　二人の会話は、僕の存在など完全に置いてきぼりにしていた。


    　ナナシちゃんはおもむろに袂たもとから一枚の紙を取り出すと、天王洲君に渡す。


    　天王洲君はそれを流し読みしてから、ナナシちゃんへと視線を向ける。


    「何ですか、これは？」


    「そこにちゃんと書いてあるでしょ。アタシが芽め吹ぶきお兄ちゃんの回収者になったことを認めるための承認証だよ」


    　今、回収者がナナシちゃんになったと言わなかったか？


    　一体何がどうなっているんだ。


    「そういうわけだから、天王洲お姉ちゃんお疲れさまでした。あとはアタシに任せてね」


    「ちょっと、待って下さい」


    　天王洲君が承認証をナナシちゃんに向ける。


    「この書類によると、承認印は七つ必要なようですが、ここには六つしかありませんよ」


    　言いながら、天王洲君は承認証の下部にある七つの捺なつ印いん欄らんを指差す。確かに印は六つしか押されていない。


    　ナナシちゃんが鈴を鳴らしながら、自みずからの手で髪を梳すきつつそれに答える。


    「そこに押されているのは、最上級神様たちの印だってことは分かるよね。それが六つしかない理由も分かるかな？」


    「七柱ばしらの最上級神のうちの一人である恵え比び寿す会長が、地こ上こにいるからですよね」


    　天王洲君の答えにナナシちゃんは首しゆ肯こうする。


    「そうだよ。最後の七つ目の印を恵比寿様からもらうんだ。さて、それでは恵比寿様、これからアタシの実力を見ていただくために、芽吹お兄ちゃんを借りていきますけど、よろしいですよね？」


    「ダメ、とは言えないよねぇ」


    　恵比寿会長の困ったような声に、ナナシちゃんは鈴をがらんと鳴らしながらその場でクルリと回転すると、天王洲君から離れて僕の手を掴つかんでくる。


    「行こう、芽吹お兄ちゃん」


    「行くってどこに？」


    　突然、行こうと言われてもどこに行くのか皆目見当もつかない。


    　そんな僕に、ナナシちゃんはニッコリと笑いかけてくる。


    「告白をしにだよ」


    



    　　　■　■　■


    



    　昼休みが終わり、五時間目の授業が既に始まっている。


    　だというのに、授業中の校内をこうして歩いているというのは、なんだか不思議な感じだ。


    「さっきから気になっていたのだが、ナナシちゃんのような奇妙な格好をした子供が学園内にいたら、騒ぎになるのではないだろうか？」


    「それなら、大丈夫だよ。恵え比び寿す様が改変してくれてるからね」


    　僕は、「かいへん？」とアホのように聞き返してしまう。


    「え、芽め吹ぶきお兄ちゃん、本当に知らないの？」


    「いや、そう言われると、聞いたような気がしなくもないような気がするかもしれない……」


    　ナナシちゃんは驚いたように目を丸くすると、天てん王のう洲ず君へと視線を向ける。


    「私はちゃんと説明しましたよ」


    　天王洲君は説明する気がなさそうなので、ナナシちゃんへと視線をやる。


    「改変っていうのは、恵比寿様みたいな最上級神が使える特殊能力で、世界を都合の良いように書き換える力のことだよ。それを使えば、回収者をミツの家の家族だと認識させたり、お兄ちゃんが金色の霞かすみを放出しても誰だれも気にしなくすることができるの。で、今はその力でもって、アタシがこの姿で学校の中を歩き回っても誰も疑問に思わなくしてもらってるってわけ」


    　ナナシちゃんに言われて、なるほどそうかと納得する。


    　神である天王洲君が、普通に僕のオジサンの家で暮らしているのも改変の力によるものだったのか。僕と天王洲君との出会いは今から十年前のことになるのだが、以来、天王洲君の容姿はまるで変わっていない。そのことについてオジサンが一切ツッコミを入れないのもやはり、改変によるものなのだろう。


    　ともあれ、改変とは人の意識を書き換えるとんでもない能力だということは理解した。


    　やはり、恵比寿会長は怖いヒトだという僕の認識は間違っていなかったようだ。


    「で、天王洲お姉ちゃんは何でアタシたちについてきてるの？」


    「会長から、ナナシさんが無茶をしないように見張っておけと頼まれたので、仕方なくです」


    「アタシって信用ないなぁ」


    　言いながら、ナナシちゃんが生徒名簿をパラパラとめくる。って、それは部外者どころか生徒すら閲覧してはいけない、バストやら視力やら利き手など生徒の詳細な個人データが書かれた重要書類ではないか!?


    「ナナシちゃん、その生徒名簿をどうやって手に入れたのだ……？」


    「普通に、ちょいちょいとだよ？」


    　いやいや、恵比寿会長が管理しているのだ。ちょいちょいで持ち出せるはずがないだろうが。恵比寿会長が、ナナシちゃんに貸してる様子もなかったし、やはりこの子タダ者ではない。


    「ねぇ、芽吹お兄ちゃん。今、気になってる女の子とかいないの？」


    　唐突なナナシちゃんの質問に、僕は足を止めて遠くを見つめる。


    「昨日きのうまではいたのだがな。今は、もういない……」


    　ヤバい、自分で言って泣きそうになってきた。車に撥はねられなければ、いけたと思うんだけどなぁ……。


    「昨日まで好きだった人って、だれだれ!?」


    　なんで食いついてきたの、この子!?


    　話の流れから、僕がフラれたのだと分かるだろうに……。


    「教えてよー、芽め吹ぶきお兄ちゃん」


    「断る！」


    　僕は、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げながらはっきりとそう言った。


    「えー、何で断るの!?」


    「そんなもの、決まっているだろうが。僕に何のメリットもないからだ！」


    　フラれた相手の名前を教えろとか、新手の嫌いやがらせか。泣くぞ、マジで！


    「メリットならあると思うけど……」


    　ナナシちゃんのふてくされたような呟つぶやきに、僕は「ほぅ？」と聞き返す。


    「生徒会室での天てん王のう洲ずお姉ちゃんとのやり取り、見てたよ。芽吹お兄ちゃんは、天王洲お姉ちゃんと一緒にいたくないんでしょ？　私がここで実力を見せられれば、担当入れ替えで天王洲お姉ちゃんと離れられるじゃん」


    　ん？　僕の好きな人を教えたらナナシちゃんが実力を見せられるということは、僕がフラれることが確定してるってことじゃないのか？　え、気のせいだよね？


    「天王洲お姉ちゃんだって、芽吹お兄ちゃんと一緒にいたくないんでしょ？」


    「その通りです」


    　即答しやがったぞ！


    　なるほど、天王洲君の気持ちはよく分かった。そこまで、僕と一緒にいたくないのか。


    「天王洲お姉ちゃん、それってほんとにほんと？」


    「もういい加減こんな人の面倒は見きれないと常々思っていたのです。ですが、ナナシさん。ノノメメさんの回収者になったら、とても苦労することになると思いますよ」


    「大丈夫。アタシ、芽吹お兄ちゃんとなら上う手まくやれるような気がするんだ！」


    　ナナシちゃんが、いかにも子供らしい笑顔になる。


    「そういうことだから、芽吹お兄ちゃん、告白しに行こうよ！」


    「ねぇ、僕の話、聞いてた!?　フラれたの昨日。もう、告白する相手なんていないんだよ!!」


    　言い終わると同時にナナシちゃんから思い切りビンタを喰くらう。頭が首から取れたかと錯覚するほどの強烈なビンタだった。


    「芽吹お兄ちゃんのいくじなし!!」


    「なんで叩たたかれたの、今!?」


    「そんなんだから、女の子にフラれちゃうんだよ！　このブサイク!!」


    「ブサイクとか言うな！　酷ひどくないか!?」


    　準備をするっていうだけで、なんでそんなに罵ば倒とうされないといけないのだ。てか、え……、僕ってブサイクだったのか。だから、フラれていたのだろうか。


    　なんでそんなショッキングな事実を、告白する直前の今、僕に伝えたのだろうか……。


    「なんで、一度フラれたくらいで諦あきらめちゃうの？」


    「男なら一回勝負が当たり前。フラれたのに付きまとうなど、男らしくないだろうが」


    「そんなの、ただの言い訳じゃん。自分が傷つきたくないから、カッコイイこと言って逃げてるだけでしょ。本当に好きなんだったら、二回でも三回でも告白するべきだよ！　この顔面スプラッター」


    　最後の言葉が非常に気になるが、ナナシちゃんの言葉に僕はハッとなった。


    　言われてみれば、確かに僕は逃げていただけなのかもしれない。一回しか告白してはいけないなどというルールはどこにもないのだ。ならば、何度でも挑戦すべきではないだろうか。


    　僕はナナシちゃんへと視線を投げる。すると、ナナシちゃんは僕に「大丈夫」とでも言うように、力強く頷うなずいてくれる。


    「失敗なんて恐れずに、ゴーゴーだよ！」


    「よし！　行くぞ、ナナシちゃん！」


    「ノノメメさん、今が授業中だということを忘れていませんか」


    「それがどうした。僕は挑戦すると決めたのだ！」


    「いや、わけわかんねーし」


    



    　愛いとしの女神、笹ささ塚づか麻ま由ゆさんが在籍する、三階の三年生の教室前に[image: ]たどり着く。


    　僕はノックもせずに教室前方の扉を開け、堂々と中へ入っていく。そして、黒板に数式を書き込んでいる女性教師を無視して、教卓の前へと進み出た。


    「あの、今授業中なんですけど？」


    　気の弱そうな女性教師の言葉を僕は手を上げて制止する。


    「大丈夫です。すぐに終わりますから」


    「いえ、そういう問題では……」


    　教卓からは、唖あ然ぜんとしながら僕のことを見ている生徒たちを一望することができる。


    　さて、愛しの女神はどこに座っているのだろうか、と思ったが、捜すまでもなく笹塚さんの姿が僕の視界の中へと入ってくる。


    　と、僕が告白するよりも早く、彼女から僕に話しかけてくれる。


    「昨日きのう、救急車呼んだあと面倒臭くなって帰っちゃったけど、どうやら無事みたいでよかったよ。私の目の前で死んじゃうとか寝覚めが悪いからね」


    　なんと、笹ささ塚づかさんが救急車を呼んでくれていたのか！


    　どこまで優しい人なのだろうか。昨日きのう以上に惚ほれてしまった……。


    　だが、ここで焦るべきではない。まずは深呼吸だ。


    　昂たかぶる気持ちを落ち着かせ、純粋な僕の想おもいを笹塚さんにぶつけるのだ。


    「笹塚麻ま由ゆさん。僕と付き合って下さい」


    　静かな口調で、シンプルに想いを伝える。


    　これほど、心穏やかに告白をしたのは初めてかもしれない。ナナシちゃんの言う通りにして本当によかった。


    　僕の告白に、笹塚さんが疑問符を顔に浮かべながら、返答してくる。


    「昨日、東しの雲のめ君とは付き合えないって伝えておいてって、天てん王のう洲ずさんに頼んどいたんだけど聞いてないのかな？」


    「ええ、聞きました。ですが、あなたのことを諦あきらめきれないのです。僕と付き合ってください」


    「無理です」


    　笹塚さんはもの凄すごくいい笑顔で、僕を一刀のもとに斬り捨てた。


    　糸の切れた操り人形のように、僕は脱力しきって床へと突っ伏す。


    　なるほど、まったく脈がなかったということか。


    「大丈夫ですか、東雲君!?」


    　女性教師の心配そうな声が頭上から降ってくる。


    　授業を妨害したというのに、僕を心配してくるとは良い人だな。出会い方が違っていれば、あなたに惚れていたかもしれない……。


    「気持ちわりーこと考えていないで、さっさと行きますよ。授業中お騒がせしました」


    　天王洲君はペコリと頭を下げると、金色の霞かすみを放出し始めた僕の足を引っ張って、三年生の教室をあとにした。


    



    　三年生の教室前の廊下に、甘ったるい匂においが充満していく。廊下に大の字になった僕の体から金色の霞が放出されているせいだ。


    　同じ人からフラれても、金色の霞は放出されるのか。今まで、一度しか告白したことがなかったので全然気づかなかった。どうでもいいけどね!!


    　そんな僕の想いなど無視をして、天王洲君がいつものようにどこからともなく掃除機型の回収機を取り出す。そして、金色の霞を吸い取ろうとするが、その直前、ナナシちゃんによって止められる。


    「だめだよ、天王洲お姉ちゃん。これはアタシの仕事なんだから。てか、ここまで芽め吹ぶきお兄ちゃんを連れてくるまでの分、結構無駄にしちゃったんだけど」


    　拗すねたように言いながら、ナナシちゃんは巫み女このような服の袂たもとからハンドクリーナーに似た型状の回収機を取り出し、僕が発生させている金色の霞かすみを器用に吸い取り始める。


    「天てん王のう洲ずお姉ちゃんってもしかして、いつもこんな適当な吸い取り方してるの？」


    　そんなナナシちゃんの姿を見て、天王洲君は驚いたように目を少し大きくした。天王洲君が驚きの表情を浮かべるとは珍しいこともあるものだ。


    　僕には天王洲君が何を驚いているのか、まったく分からないが。


    　ナナシちゃんはあっという間に金色の霞を吸い取り終わり、ハンドクリーナーに似た回収機をそっと一ひと撫なでする。


    　すると、回収機は巨大な蜂はちへと姿を変え、開いている廊下の窓から空高く飛んでいく。


    「どうだった、天王洲お姉ちゃん？」


    「正直、ここまでできるとは思っていませんでした」


    　僕の声に、ナナシちゃんと天王洲君が同時に僕のことを見下ろす。


    「金色の霞というのは、すぐに霧散してしまうので吸い取るのが難しいのですよ。それも、ノノメメさんのように大量ともなれば難易度は跳ね上がります。取りこぼすと、金色の霞が放出したミツの体内に逆流し、それが詰まりを引き起こした結果、十じゆう条じようさんの時のような暴走を引き起こすきっかけにもなりますしね」


    　それを、ナナシちゃんは今のように少しも取りこぼさずに吸い取ることができたので、凄すごいというわけか。


    「あーあ、さっき誰だれかさんがもたもたしていたせいで取りこぼしちゃった霞、もったいなかったなあ」


    　ナナシちゃんの言葉に天王洲君が厳しい視線を向けるが、当のナナシちゃんはまったく気にした様子も見せず、生徒名簿をパラパラとめくり始める。


    「次は、どの子にしようか。芽め吹ぶきお兄ちゃん」


    「いや待て、ナナシちゃん。この僕の状態を見て、告白ができるように思えるか？」


    「うん」


    「思えるの!?」


    　やる気のない感じで廊下に転がっちゃってるよ、僕。どこからどう見ても、これから告白できる感じじゃないでしょ。


    「ノノメメさんは心が脆ぜい弱じやくなので、再び告白させるのは無理ですよ。今のところ告白するほど好きな相手もいないようですしね。ひとまず金色の霞を回収できたのですし、今日のところは諦あきらめた方がよいかと」


    　天王洲君を一いち瞥べつすると、ナナシちゃんが倒れている僕の耳元に口を寄せる。


    「あんなこと言われてるけど、芽吹お兄ちゃん悔しくないの？」


    「悔しいに決まっている。だが、この傷心具合で再び戦うのは無理だ……」


    「戦いって、ただの告白じゃないですか」


    　天てん王のう洲ず君が何か言っているが、無視をしておこう。


    「ってことは、元気になれば今からでも告白をするつもりはあるってことだよね？」


    　ナナシちゃんの問いに、僕は「もちろんだ」と返す。とはいえ、天王洲君の言った通り、告白したい相手などいないのだが……。今フラれたばかりだしね！


    「待って下さい。ナナシさんの実力は十分に見せてもらったと言ったはずですが」


    「まだまだ足りないよ。アタシの実力はこんなものじゃないもん」


    　何だろう、ナナシちゃんが実力を見せるために僕にフラれろと言っているように感じられるのだが、たぶん思い過ごしであろう。いかんな、ヒトを疑うなんて。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、アタシに任せておいて」


    　そう言って、ナナシちゃんが袂たもとからペットボトルを取り出す。


    「これ飲んだら、すぐに元気になれるから！」


    　ナナシちゃんがニッコリと笑えみを浮かべる。


    　飲めと言われたペットボトルの中身は、紫色の液体で満たされており、なぜか表面が沸ふつ騰とうしているかのように泡立っている。


    　え、これって飲み物なの？


    「どうしたの、芽吹お兄ちゃん。元気になりたくないの？」


    「元気になりたい気持ちはあるのだが、これは本当に飲んでも大丈夫な代しろ物ものなのだろうか？」

  


  [image: ]



  
    　僕の言葉に、ナナシちゃんが目の端に涙を浮かべる。


    　あ、あれ……。僕、何かマズいことを言っただろうか？


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、アタシのこと信用してくれないんだ。芽吹お兄ちゃんのためにこんなに頑張ってるのに……」


    　ナナシちゃんの瞳ひとみに溜たまる涙の量が徐々に増え、今にも決壊してしまいそうになる。


    　ナナシちゃんは僕のためにこんなに頑張っているというが、まだ何も頑張っていないような気がしなくもない。だが、泣き出しそうになっているのを放置できるはずもない。


    「待て、僕が悪かった！　飲む、今すぐ飲むから、泣くのはやめてくれ！」


    　ナナシちゃんが「本当に？」と、視線を送ってくる。


    　僕は素早く立ち上がるとナナシちゃんの手からペットボトルを奪い取り、勢いのままにキャップを開いた。


    　その瞬間、ペットボトルの中からもの凄すごい異臭が解き放たれる。


    　名状し難がたいという言葉はこういう時に使うのだろう。もし、臭においに色がついているとしたら、中身と同じ紫色をしているに違いない。


    「やっぱり、飲んでくれないんだ……。芽吹お兄ちゃんの噓うそつき！」


    　ナナシちゃんが恨めしそうな視線で僕を見上げてくる。


    　確かに飲むって言ったけど、これ完全にヤバいやつじゃん。ほら、天てん王のう洲ず君なんて、廊下の遥はるか彼方かなた、突き当たりの壁まで逃げちゃってるし。


    　僕は重い溜ため息いきをつく。


    　言い訳をしても仕方がない。飲むと言った以上は飲む。男、東しの雲のめ芽吹に二言はないのだ！


    　自分の鼻を摘つまむと、一息にペットボトルの中身をあおった。


    　あ、あれ。予想外になんとも────ッ!?


    「ヒマリアッ」


    　予想を遥かに超えた最悪な味に、自分の口から聞いたこともない単語が飛び出す。


    　こんな飲み物が、この世に存在してもいいのだろうか。


    　紫色の液体がドロリと絡からみつくように喉のどの奥を[image: ]はいずっていく。せり上がってくる吐き気をなんとか堪こらえようとするが、口の中に広がる異臭はそれを許してはくれない。


    「どう、元気になってきたでしょ？」


    　これを飲んでどうやったら元気になるんだ!!　と叫びたかったが、いま口を開いたら色々なモノを戻してしまいそうで何も言えない。


    「まだ足りなかったかな。もう一本、いってみる？」


    　僕のことを殺す気か!!


    　とその瞬間、心臓がドクリと大きく脈打つ。


    　視界が揺れて、頭の中が、霞かすみがかかったようにぼぅっとしてくる。自分の体の急激な変化に、僕の頭がついていけない。何がどうなってしまったのだろうか。


    「が……ッ、がああああああッ!!」


    　喉のどの奥から叫び声が[image: ]あふれ出る。


    　それは、苦痛からではない。体の奥底から湧わき上がってくる力を制御しきれないからだ。


    　自分の体のどこに眠っていたのだというような、圧倒的な力。少年マンガだったら、髪の毛が逆立ち、金色のオーラを体の周りに纏まとっていることだろう。


    「よかった。芽め吹ぶきお兄ちゃん、すっかり元気になったみたいだね」


    　寒くもないのに、僕の吐いた息が白く色づいている。


    「さて、次はどの子に告白しようか。いっぱいいるから迷っちゃうよね」


    　ナナシちゃんが楽しそうに、僕へと語りかけてくる。


    「とりあえず、あそこにいる先生に告白してみようか」


    　髪に付いた鈴を鳴らしながら、ナナシちゃんが僕の背中に飛び乗ってくる。


    　廊下の数メートル前方を、先ほど侵入した三年生の教室で授業をしていた女性教師が歩いているではないか。


    　だが、告白しろと言われても僕はあの女性教師のことを好きなのだろうか？　あれ、なんだか好きなような気がしてきたぞ……。気がしてきたというか、たぶん好きだなこれは。いや、好きに違いない、そうだそうに決まっている!!


    　僕は、女性教師に向かって全速力で駆け出す。


    　体が羽根のように軽く、自分の限界を超えた速度で走ることができる。気づけば、女性教師が僕の背後に立っていた。


    「ちょっと、芽吹お兄ちゃん！　先生の横、通り過ぎちゃってるじゃん!!」


    　ナナシちゃんに言われるまでもなく、そんなことは分かっている。だが、体を上う手まくコントロールできないのだ。足でブレーキを掛けるがまったく間に合わず、行き止まりの壁に激突。コンクリートを砕いて、三階から落下してしまう。


    　このまま落下したところで、大したダメージはないだろう。だが、今は告白すべき時である。腕を伸ばし、二階の窓の桟さんを摑つかんで落下を防ぐと、壁をよじ登り、再び三階の廊下へと戻った。


    　すると、目の前で女性教師が唖あ然ぜんとした表情のまま固まっているではないか。


    「芽吹お兄ちゃん、チャンスだよ」


    　言って、ナナシちゃんが僕の背中から飛び降りる。


    　僕は降りるのを確認すると思い切り息を吸い込み、言葉とともに息を吐き出す。


    「僕と付き合って下さい───ッッ!!」


    　声が廊下内の空気を震ふるわせ、窓ガラスが僕に近い方から順に砕け散っていく。


    　僕の告白に[image: ]あおられていた女性教師は、風が収まると腰が抜けたのか廊下にペタリと座り込んでしまう。


    　しばらく待ってみるが、何も答えが返ってこない。どうやら、聞こえていなかったようだ。


    　僕はもう一度息を吸い込み、女性教師に向かって一言一言を強調するように言い放つ。


    「僕と付き合ってくださいッ!!」


    　再び僕の言葉が廊下を震動させ、窓枠に残っていたガラス片が綺き麗れいになくなった。


    　魂が抜けたような表情で僕を見上げていた女性教師が、気を取り直したのか、喉のどを小さく鳴らすとヨロヨロとした動きで立ち上がった。


    「せ、先生は、東しの雲のめ君とは、つ、付き合えません……」


    「それは、なぜですか？」


    　僕の質問に女性教師は「えっ？」と狼狽うろたえたような声を発すると、視線を宙にさまよわせた。


    「ひ、非常に言いにくいのですけど、東雲君のことを、す、好きではないので……」


    　なるほど、僕のことが好きではないのか。では、付き合えなくても仕方がないな。


    「げふッ!!」


    　口から大量の金色の霞かすみを吐き出しながら、廊下に膝ひざをつく。パワーが上がれば告白も上う手まくいくと思っていたのだが、どうやら僕の勘違いだったようだ。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、一回断られたからって諦あきらめちゃダメだよ。まだ、チャンスはあるんだから！」


    　ナナシちゃんの言う通り、一回断られたから何だというのだ。僕は今まで百回以上フラれているのだぞ！


    　回収機で僕が放出する金色の霞を吸い取っているナナシちゃんの言葉に背中を押され、僕は床についた膝を再び上げた。


    「僕と付き合って下さい!!」


    「いや、ですから、東雲君とは付き合えないと……」


    「げぶらッ!!」


    　体中の穴という穴から金色の霞が吹き出し、廊下へ卒倒しそうになる。


    「芽吹お兄ちゃん、失敗を恐れずゴーゴーだよ！」


    　だが、僕はまだ負けたわけではない。ここから、僕の逆転劇が始まるのだ！


    「そんなことを言わずに、僕と付き合って下さい！」


    「何度言われても、お付き合いはできません」


    　もはや、声すら出ない。代わりに金色の霞が際限なく出てくるが……。


    　これ以上、告白を続けても意味がないのではないかという考えが頭の中を占めてくる。


    　いくら力が湧わき出てくるとはいえ、僕の体が、それ以前に僕の心が限界である。


    　もう十分ではないか。よく頑張ったぞ、東雲芽吹。


    　今はゆっくりと休もう。そう思い、僕は体から力を抜いた。


    「芽吹お兄ちゃんのこと、アタシ信じてるから」


    　ナナシちゃんの声が僕の弱りきった心に直接響く。


    　彼女の言う通り、僕はただ失敗を恐れているだけではないか。またフラれるのは嫌いやだ、と。


    　そんなことでどうする。何事も諦あきらめない。それが僕の最大の力ではないか。


    「ぬうおおおおおおおッ!!」


    　弛し緩かんしきった心と体に気合いを入れる。


    　ナナシちゃんは僕のことを応援してくれた上に、[image: ]あふれ出まくっている金色の霞かすみまで忙しそうに吸い取ってくれているのだ。なのに、当の本人である僕がこんなに弱気でどうするのだ。


    　僕はすぐ横にある柱に、思い切り頭突きをする。


    　コンクリートが砕けるほどの衝撃に、校舎が[image: ]わずかに揺れる。よし、頭の中がすっきりとした。


    　僕は再び女性教師へと向き直ると、頭突きの衝撃でズレた眼鏡めがねの位置を直す。


    「愛しています。僕と結婚して──」


    「いい加減にしなさい！　しつこいですよ！」


    　心と体が完全に折れ、僕はバタリと床に倒れる。その横を女性教師が小走りに駆けていった。僕の心配すらしないとは、微み塵じんも好きではなかったということか。


    「惜しかったね、芽め吹ぶきお兄ちゃん。もうちょっとだったのに」


    　本当にもうちょっとだったのか？


    　最初から掠かすりもしてなかったような気がするのだが。最終的にめっちゃキレられたし……。


    　ナナシちゃんが金色の霞を吸い取り終わると同時に、今まで満ち[image: ]れていた力が僕の体の中から消えていく。


    「ノノメメさんに何を飲ませたのですか」


    　廊下の突き当たりまで逃げていたはずの天てん王のう洲ず君の声に、僕は視線だけを向ける。


    「やだなー、天王洲お姉ちゃん。そんな怖い声出しちゃってさ。アタシはただの栄養ドリンクを飲ませただけだよ」


    「ただの栄養ドリンクにしては、ノノメメさんが随分とおかしなことになっていたようですが」


    「アタシの特製ブレンドだからね。地上こっちのよりは多少強いかも」


    　ナナシちゃんの言葉に、天王洲君は「多少、ですか」と呟つぶやいた。


    「あまり目に余るような行動をされると、会長に報告をせざるを得ないのですが」


    「報告するのはいいけど、どうやって説明するつもり？　アタシは変なものなんて一つも入れてないし、ドリンクは芽吹お兄ちゃんが自分で飲んだんだよ？」


    　確かにナナシちゃんの言うように、ドリンクは自分から進んで飲んだが、変なものが入っていないというのは完全に噓うそだろう。


    　入ってなかったら、あんなおかしな味がするわけがない！


    「実力はもう十分に見せていただきました。そろそろ生徒会室に戻りましょう」


    「天てん王のう洲ずお姉ちゃんが昨日きのう、芽め吹ぶきお兄ちゃんから回収した金色の霞かすみの量って一回分だよね」


    「そうですが、それが何か？」


    「アタシは四回とちょっとか。確かに実力を見てもらうには十分かもね」


    　短い腕を一生懸命に組みながら何かを考えていたナナシちゃんだが、結論が出たのかニッコリと笑えみを浮かべた。


    「でも、アタシの実力はまだまだこんなものじゃないもん。もっともっと、恵え比び寿す様に評価していただかないと」


    「これ以上、ノノメメさんを酷使するのは不可能に見えますが」


    「そんなことないよ、まだこれがあるからね」


    　ナナシちゃんが着物の袂たもとから再び、紫色の液体が満たされた自称栄養ドリンクを取り出す。


    　どうなっているのだ、あの袂は。ハンドクリーナーに似た回収機もあそこから取り出していたし、物理法則を完全に無視しているではないか！


    　このままでは、無限に自称栄養ドリンクを出されかねないぞ……。


    「もしかして、天王洲お姉ちゃん。アタシの邪魔するつもりじゃないよね。そんなことしたら回収者規定の『他ほかの回収者の邪魔をするべからず』に引っかかって、罰せられちゃうよ」


    「ナナシさんがやっていることは、回収者規定の『人間を傷つけるべからず』に抵触しているように思えますが」


    　何だ、回収者規定とは。突然知らない単語が出てきたぞ。


    　というか、天王洲君だって今までかなり無茶してるよね。それは回収者規定とやらに引っかからないのだろうか……。


    　僕のそんな心配をよそに、ナナシちゃんが髪に付いた鈴を揺らしながら笑い始める。


    「そんなに面白いことを言いましたでしょうか？」


    「うん、すっごく面白かったよ。だって、アタシは誰だれも傷つけてなんかいないじゃん」


    　ナナシちゃんの言葉に、天王洲君の周囲の温度が急激に下がっていく。ナナシちゃんはそれに気づいているのだろうが、気にする素振りも見せない。


    　床に転がる僕へと、天王洲君が振り返った。


    「ノノメメさん、もう無茶はしないと、私に約束しましたよね」


    　だから、そんな約束をした覚えはないと、昨日も言ったではないか。


    「天王洲お姉ちゃんは、芽吹お兄ちゃんのこと嫌いなんだよね？　なのに、何でそんなに心配してるの？」


    「それは、私がノノメメさんの回収者だからです」


    　天王洲君の言葉をナナシちゃんは首を振って否定する。


    「それなら、心配しなくてもいいよ。アタシがちゃんと芽吹お兄ちゃんのことを管理するから。それとも、嫌いだって言ったのは噓うそで、本当は芽吹お兄ちゃんのこと好きなの？」


    　天てん王のう洲ず君が倒れている僕をじっと見つめてくる。


    　僕は、天王洲君が何と返すのかが聞きたくて、答えるのをじっと待った。


    「噓うそではありません。私はノノメメさんのことが嫌いですから」


    「だってさ、芽め吹ぶきお兄ちゃん。それじゃ、どんどん告白しに行こうか」


    　その前にと、ナナシちゃんが僕に栄養ドリンクの入ったペットボトルを振ってみせる。


    　僕はもうこのドリンクを飲みたくない。それ以上に告白などしたくない。


    　だが、ナナシちゃんはニヤリと笑えみを浮かべると、僕が抵抗できないのをいいことに紫色の栄養ドリンクを無理矢理に口に突っ込んでくる。


    　口の中に広がる悪臭に、頭の中が真っ白に塗りつぶされていく。何もかもがもう、どうでもよくなってきた。


    



    　　　■　■　■


    



    「僕と付き合って下さい!!」


    　廊下を走る女子生徒を追いかけながら、僕はそう叫んだ。


    「いや──ッ!!」


    　悲鳴を上げながら女子生徒が逃げていく。


    　なかなかの逃げ足である。陸上部にでも入って練習をすれば、かなりいい記録が叩たたき出せそうだ。だが、僕から逃げきるには千年早かったようだ。


    　体の周りから金色の霞かすみを放出しながら、走り去る女子生徒を追い抜き、前へと回り込む。そして、大きく両腕を広げた。


    「僕の胸に飛び込んでこいッ!!」


    「ヒィッ」


    　進退窮きわまった女子生徒が、急ブレーキをかけながら涙目で呟つぶやく。


    「す、すいません。許して下さい……」


    　おかしなことを言う人だ。


    　許すも何も、僕は最初から彼女のことを怒ってなどいないのに。


    「僕と付き合って下さい。お願いします!!」


    「無理です、ごめんなさい……」


    　怯おびえていながらも、はっきりとした拒絶。きっと、芯しんの強い女性だったのであろう。


    　少女は悲鳴を上げながら、どこかへと走り去っていった。


    「残念だったね、芽吹お兄ちゃん。あと一押しって感じだったのに」


    　一押しどころか、あと十押しくらい必要だった気がするのだが……。


    「どこから現れたんだ、一体」


    「気配を消すのは、アタシの得意技なんだよねー」


    　ナナシちゃんは自慢げに言うと、着物の袂たもとから回収機を取り出す。そして、僕が放出している金色の霞かすみを器用に吸い取っていく。


    「これで、十二回分か。芽め吹ぶきお兄ちゃんならまだいけるよね？」


    「さすがにもう無理ではないだろうか……」


    　栄養ドリンクを飲むと、その瞬間だけは誰だれ彼かれ構わず告白したくなるのだが、効果が切れて冷静になってくると「自分は何をしていたのだろうか」と思い切り凹へこむのだ。


    　そして、今がまさに凹み期であった。


    　告白の仕方とか凄すごく適当だし、フラれているのにしつこく付きまとってしまうし……。


    　タイムスリップして数分前の自分をぶっ飛ばしてやりたい。ナナシちゃんよ、その何でも入ってそうな袂から、タイムマシンを出してくれないだろうか。


    「芽吹お兄ちゃんの根性なし!!」


    　ブルドーザーに体当たりをされたような衝撃を腹部に受け、僕の体がコンクリートの壁にめり込む。ナナシちゃんが、腰の入った正せい拳けん突きを放ってきたようだ。


    　いや、ぶっ飛ばしたいのは、今の僕ではなく、数分前の僕なのだが……。


    「芽吹お兄ちゃんの弱気なところ、アタシ見たくないよ！」


    「ナナシちゃんよ。気づいてないかもしれないから一応言っておくが、普通の人間だったら死ぬぞ」


    「普通じゃないんだから、いいでしょ！」


    「普通じゃないけど、よくないからな!!」


    　僕のことをナナシちゃんは、サンドバッグか何かと勘違いしているのではないだろうか。


    　苦労してコンクリートの壁から抜け出すと、力なく床へと腰を下ろす。


    「まったく、天てん王のう洲ず君といい、ナナシちゃんといい、神の力はどうなっているんだ……」


    「そりゃ、神様だもん人間より強いに決まってるじゃん。じゃなかったら、芽吹お兄ちゃんみたいな特性を持ったミツが暴れだした時に誰が止めるの？」


    　言われてみれば確かにそうかもしれないが、それは暴れた時に使ってくれないだろうか。力がうんぬんというより、キミたちが暴力的なことの方がよほど問題のような気がするのだが。


    　疲れがどっと体に圧のし掛かってくる。今日はもう、家に帰って休むことにしよう。


    　調べ物をしてくると僕に告げて、どこかへ行ってしまった天王洲君のことはどうするか。まぁ、子供でもないし自分でウチまで帰ってこられるだろう。


    「それじゃあ、芽吹お兄ちゃん、次いこうか」


    「僕の話を聞いていたのか？」


    「……話って？　もしかして、思考を読むことを言ってるの。アタシにはまだ無理だよ。芽吹お兄ちゃんの正式な回収者じゃないもん」


    　天てん王のう洲ず君がいつも僕の思考を読んでいるせいで勘違いするが、回収者なら誰でもミツの思考を読めるわけではないのだったか。


    「早く、芽め吹ぶきお兄ちゃんの正式な回収者になって、思考が読めるようになるといいな！」


    「いや、僕は読まれたくないのだが……」


    「それじゃ、次いこうか」


    「話繫つながってないよね!?　全然、脈絡ないよね!?」


    　僕の話を無視して、ナナシちゃんが袂たもとからペットボトルを取り出す。それを、目の前に出されて僕は短く呻うめいた。


    　圧倒的な異臭が僕の顔面へと絡からみついてくるが、疲れきった体は動くことを拒否している。


    「これ飲んで、早く元気になろうね？」


    「それは、断固拒否する。飲んだあと、なんだか凄すごく嫌いやな気分になるからな！」


    「お願い、芽吹お兄ちゃん」


    「ダメなものはダメだ」


    「絶対にダメ？」


    「絶対にダメだ」


    　ナナシちゃんは拗すねたように両頬ほほを膨ふくらませると、小石でも蹴けるように僕の臑すねを蹴り飛ばしてくる。


    「ッ!?」


    　声にならない悲鳴を上げながら、臑を押さえて床を転げ回る。


    　この少女、暴力的すぎるだろ!!


    「芽吹お兄ちゃんのために頑張ってるのに、それでもダメなの？」


    「上目遣いで見られても、先に臑を蹴られたせいで全然可愛かわいく見えないからな！」


    「ほんとに？」


    　聞きながら、ナナシちゃんが顔を近づけてくる。僕はたじろいで体を離した。


    「ほんとにダメなの？」


    　ナナシちゃんの髪に付いた鈴ががらんと音を立てる。


    　何だ、この断りにくい状況は。


    　あの紫色のドリンクは、どう考えてもヤバい代しろ物ものだ。体にいいものであるわけがない。だから、断ったところで何もおかしくないはずなのに……。


    「分かった。じゃあ、飲んでもらうのやめるね」


    　このまま無理矢理に飲ませられるのかと思っていたが、僕の予想に反してナナシちゃんはあっさりと引く。そして、ペットボトルを自分の着物の袂の中へとしまった。


    　あまりの呆あつ気けなさに、肩透かしをくらった気分になる。


    「芽吹お兄ちゃんが嫌がることは、したくないもん」


    「コンクリートにめり込まされたり、臑すねを思い切り蹴けられたような気がするのだが……」


    「天てん王のう洲ずお姉ちゃんが言った通り、十分に実力を見せたもんね」


    　華麗なまでの無視であった。


    　だが、これ以上栄養ドリンクもどきを飲まなくていいというのは非常にありがたい。これで、ようやく家に帰ってゆっくりと休むことができる。


    「これ、口直しにどうぞ」


    　ナナシちゃんが袂たもとから、藍あい色いろをした飲み物を取り出した。


    「まさか、これを飲めと言うんじゃないだろうな？」


    「そうだよ。口の中スッキリさせたいでしょ？」


    　こんな露骨な罠わながあってもいいのだろうか。


    　こんな藍色をした飲み物、どう考えてもおかしくないわけがない。


    　僕が半眼で藍色の飲み物を見つめていると、ナナシちゃんが大げさに息を吐く。


    「信用されてないなぁ、アタシ。こんなに頑張ってるのに」


    　ナナシちゃんはペットボトルのキャップを開くと、三分の一ほどの量を一気に飲んでしまう。


    「ぷはー。美お味いしいのになぁ」


    　ゴクリと僕の喉のどが鳴った。


    　ナナシちゃんの言うように、栄養ドリンクもどきにやられた僕の喉は、先ほどからずっと水分を欲していた。しかも、ナナシちゃんが飲んだペットボトルからは何とも美味しそうな柑かん橘きつ系の匂においが漂ってくるではないか。


    　袂にペットボトルをしまっていたナナシちゃんが、僕の視線に気づいたのか首を傾かしげた。


    「飲みたいの？」


    「いや、飲みたいというわけではないのだが、ナナシちゃんがどうしてもと言うのなら、飲んでやらなくも……」


    「そうなんだ、じゃあ捨てちゃうね？」


    　ナナシちゃんがペットボトルのキャップを開き、中身を床に捨てようとする。


    「すいません、飲ませて下さい!!」


    　ナナシちゃんの掌てのひらの上で踊らされているという自覚はある。だが、これも紫色のドリンクでダメージを受けた喉を癒いやすためなので仕方がないのだ。


    　喉をダメにしたら、告白ができなくなってしまうからな。


    「最初から素直にそう言えばいいのに。ほら、飲ませてあげるからおいで」


    「いや、自分で飲めるので大丈夫だ」


    「アタシが飲ませられないんだったら、あげないよ？」


    　考えろ、考えるんだ、東しの雲のめ芽め吹ぶき。


    　女児に飲まされるという屈辱を受けてもいいものか否いなかを！


    　いや、冷静に考えてみようではないか。


    　そもそも人に何かを飲ませてもらうということは恥なのだろうか。いや、そんなことはない。そして、女児は人である。ということは、屈辱でも何でもないではないか！


    「では、飲ませてもらおうか」


    「飲ませてもらう人の態度には全然見えないんだけど……。まぁ、いいか。届かないからちょっとしゃがんで」


    　言われて、僕は腰を落とす。


    「目も瞑つぶってよ」


    「何で閉じる必要があるのだ？」


    「だって、恥ずかしいじゃん」


    　恥ずかしいのならば、飲ませなければいいではないか。そう思ったが、言って飲めなくなると困るので黙って目を閉じることにする。


    　ナナシちゃんの「あーん」という言葉に、僕は口を開く。藍あい色いろの液体が喉のどを潤し、柑かん橘きつ系の香りが口内に広がる──ことはなく、異臭とドロリとした感触が僕の食道を蹂じゆう躙りんしていく。


    「ッ!?」


    　先ほどとまったく変わらない風味に、慌てて瞼まぶたを開く。すると、そこにあるのは藍色の飲み物ではなく、紫色の液体が入ったペットボトルではないか。


    「謀はかったな、ナナシちゃん！　って、何でナナシちゃんまで目を閉じているんだ!?」


    　僕の叫び声にナナシちゃんは目を開き、自分の手に持っているペットボトルと僕の顔を交互に見つめる。そして、ぺろりと舌を出した。


    「ごめんね、目を閉じてたから間違えちゃったみたい」


    「だから、何で目を閉じていたんだ!?」


    「だって仕方ないじゃん、恥ずかしかったんだから!!」


    　自分で飲ませておいて恥ずかしいって、どういうことなの!?


    　ドリンクのせいか心臓が早鐘を打ち、呼吸が荒くなってくる。


    　体が内側から裏返っていくような不思議な感覚に、嘔おう吐と感が込み上げてくる。


    「まだまだいけるよね、芽め吹ぶきお兄ちゃん」


    　いけるかいけないかで言えば、答えはいけないだ。だが、体はナナシちゃんの期待に応こたえようとしているように力を[image: ]あふれさせる。


    「また同じ人に何回も告白するのも芸がないしさ。次から、いろんな人に告白してみようよ」


    　ナナシちゃんが生徒名簿をパラパラとめくった。


    「次は誰だれがいいかなぁ」


    



    「うおおおおおッ、僕と付き合って下さいー!!」


    　夕暮れ時の体育館の中に僕の告白が響く。


    　バスケットボールを片手にセンターラインからジャンプ。三回転半に捻ひねりを加えながらダンクシュートを華麗に決める。


    　この美技に告白相手である女子バスケット部の生徒は、瞳ひとみの中にハートマークを浮かべているに違いない！


    　そんな期待を抱いだきながら。ところが、気づくとナナシちゃん以外誰だれもいなくなっていた。


    「なんで、だーッ!!」


    　あまりにも衝撃的な光景に、三メートルほど垂直に飛び上がって床に大の字になる。


    「なんか、『東しの雲のめが来たー!!』ってみんな逃げちゃってたよ？」


    　そっかー、逃げちゃったのかー。


    　そういう時は、先に言ってくれると嬉うれしいんだけどな。一人でカッコつけてダンクを決めるなどという間抜けなこともしないで済むし。


    「放課後になると、人が減っちゃうんだねー。これは、捜すのにちょっと苦労しそうだな」


    　生徒名簿のデータ欄とにらめっこをしていたナナシちゃんが、何かに気づいたように僕の顔を見つめる。


    「あれ？　もう効果が切れちゃってるの？」


    「効果って何だ？」


    「短期間に使いすぎて耐性ができちゃったのかな。やっぱり、ミツ相手にレベル１の栄養ドリンクじゃダメか」


    　何やらブツブツと呟つぶやいていたナナシちゃんが、袂たもとから藍あい色いろの栄養ドリンクを取り出しながら僕へと近づいてくる。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、口直しにどうぞ」


    「さすがにもう[image: ]だまされないぞ!!」


    「[image: ]すなんてヒドい。間違えちゃっただけなのに!!」


    「故意だ、わざとだ！」


    　ナナシちゃんは落ち込んだように肩を落とすと、大の字に寝ている僕の顔の横へとペットボトルを置いて離れていく。


    　確かに、これではすり替えることはできなさそうだ。だが、そう簡単に[image: ]される僕ではない。


    　身を起こすと、慎重にペットボトルのキャップを外はずし、匂においを嗅かいでみる。


    　柑かん橘きつ系の爽さわやかな香りが僕の鼻孔をくすぐる。すり替えられる前にナナシちゃんが飲んでいたものと同じ飲み物だろう。


    「本当に飲んでも大丈夫なのだろうな？」


    「怪しいと思うなら飲まなきゃいいじゃん」


    　ナナシちゃんの言う通りである。


    　だが、喉のどが渇きまくっていることも事実。この究極の選択、果たしてどちらを選ぶのが正解なのか。


    「信用してくれないなんて、寂しすぎるよ……」


    　ナナシちゃんがポツリと漏もらした。


    　僕はナナシちゃんが[image: ]だましたと思い込んでいたが、もしかすると本当に間違えただけなのかもしれない。ナナシちゃんの落ち込んだ表情を見ていると、そう思えてくる。


    　間違いは誰だれにでもある。それをいつまでも責め続けるのはどうなのだろうか。


    　僕は意を決すると、ペットボトルに口をつける。


    　一気に飲まなければいいのだ。一口だけ飲んで、マズければ吐き出せばいい。


    「美う味まい、美味いぞ!!」


    　爽さわやかな香りと、さっぱりとした口当たり。自称栄養ドリンクの反動もあってか、体がもっと飲めもっと飲めと要求してくる。


    「よかった、芽め吹ぶきお兄ちゃんが気に入ってくれて」


    　あっという間にペットボトルの中身を飲み干し、僕は息をつく。


    　ナナシちゃんを疑っていた僕は、なんというバカなのだ。これならもっと早く飲んでいれば──ッ!?


    「レベル２の栄養ドリンクは口当たり最高でしょ？　でも、効果はレベル１の二倍もあるんだよ。これで、もっと元気になれるからね。芽吹お兄ちゃん」


    　麻ま痺ひしてしまったかのように体が動かなくなり、体温が急激に上昇していく。


    　何が自分の体に起こっているのか分からず、ナナシちゃんに説明を求めようと視線を向けるが、視界が歪ゆがんで前がよく見えない。


    「今度は何を飲ませたのですか。ナナシさん」


    　この声は天てん王のう洲ず君か。


    　耳鳴りが酷ひどくて、音がよく聞こえない。


    「今までどこに行ってたの、天王洲お姉ちゃん？」


    「栄養ドリンクの中身を調べさせてもらっていました」


    「ふーん。アタシはてっきり、芽吹お兄ちゃんに合わせる顔がなくて逃げ出したのかと思ってたんだけど」


    　徐々に平衡感覚が失われていく。自分がどういう格好でいるのかも分からない。


    「で、何が分かったの？」


    「このドリンクの中に、天の国で生成される興奮剤を混ぜましたね？」


    「うん、混ぜたよ。でも、そんなもの向こうじゃ普通に飲んだりしてるでしょ？」


    　ひんやりとした感触が頬ほおに伝わる。どうやら僕は体育館の床に倒れているらしい。


    　くそう、どうなっているのだ一体。


    「あれは神用に作られたものです。それを人間のノノメメさんに飲ませるなど、危険すぎます」


    　ナナシちゃんが天てん王のう洲ず君を鼻で笑う。


    「安心しなよ、芽め吹ぶきお兄ちゃんは頑丈だから、この程度じゃ死なないよ。それに、七段階ある中のレベル２だよ。このくらい、全然大丈夫だって」


    「……ナナシさんは、昔の私に似ていますね」


    　天王洲君の言葉に、ナナシちゃんが口元に嘲あざけるような笑えみを浮かべた。


    「どこが？　全然似てるようには思えないんだけど」


    「金色の霞かすみを回収することしか考えていないところです。あなたはノノメメさんを使って何をしようとしているのですか？」


    「別に芽吹お兄ちゃんを使って何かをしたいってわけじゃないんだけどね」


    　頭の中で火花が散った。


    　その瞬間、さっき飲んだ栄養ドリンクとは比べ物にならないほどの力が漲みなぎってくる。


    「ようやく効いてきたみたいだね。それじゃあ、アタシたちそろそろ行くから」


    「待って下さい、ナナシさん。話はまだ終わっていませんよ」


    「話はもう終わってるんだよ、天王洲お姉ちゃん」


    　体調は最悪なはずなのに、なぜだか力が際限なしに[image: ]あふれ出てくる。早くどこかに力を発散しなければ、体内で爆発を起こしてしまいそうだ。そんな感覚に陥おちいる。


    「天王洲お姉ちゃんは、アタシが芽吹お兄ちゃんの回収者になるって言い出しても、余裕を持ってたでしょ。どうせ、芽吹お兄ちゃんはフラれたら立ち直るまでの間告白できないんだから、回収者としての実力差を見せつけることは困難だって思ってさ。それが、失敗だったよね」


    　抑えつけることのできない力が、喉のどを張り裂かんばかりの叫び声に変換される。


    　体育館全体を揺らす声の暴風。


    　一体、こんな力が僕のどこに眠っていたというのだ。


    「でも、アタシは止めるチャンスを天王洲お姉ちゃんにあげたんだよ？　だけど、天王洲お姉ちゃんは、芽吹お兄ちゃんと『一緒にいたくない』って言っちゃったよね。そこで、勝敗は決しちゃってたんだよ」


    「私は……」


    「あとは、アタシの実力をたっぷりと堪たん能のうしていってよ。絶対に飽きさせないから」


    「ひゃっほうぅぅぅぅッ!!」


    　今の僕ならば、宇宙から飛来した隕石でも受け止められるような気がするぞ!!


    「ありゃりゃ、効き目が強すぎたみたいだね。まぁいいか」


    　トテトテと近づいてきたナナシちゃんが、僕の制服の裾すそを引っ張る。


    　何だ、僕と戦うつもりなのか？


    　いいぞ、いつでも相手になってやる!!


    「そろそろ、告白しに行こうよ」


    「何だ、戦うつもりではないのか。折角、超必殺・東しの雲のめダイナマイトチョップを見せてやろうと思っていたのに。きえぇぇぇぇいッ!!」


    「何か、すごくウザい感じになっちゃったね、芽め吹ぶきお兄ちゃん」


    　ははは、ウザいかこの僕が。それは傑作だ!!


    「次はどの子がいいかなー」


    「そんなの決まってるだろ。次に会った女性に告白をする！」


    「いいね、どんどん行っちゃおうよ!!」


    　僕に飛びついてきたナナシちゃんをお姫様抱っこすると、僕は体育館の出入り口へとウサギ跳びで向かう。


    　これで、告白をしながら足腰も鍛きたえられるという寸法だ！


    「ノノメメさん」


    　と、天てん王のう洲ず君の鋭い声に僕は動きを止めた。


    　どうしたのだ、そんな真ま面じ目めな顔をして。いつもの無表情は、どこにいったのだろうか？


    「ノノメメさん、しっかりして下さい。あなたは、そんな人ではないはずです」


    　天王洲君の言葉に僕は首を傾かしげる。

  


  [image: ]



  
    　天てん王のう洲ず君は何を言っているのだろうか。ナナシちゃんに答えを求めようと見下ろしてみるが、ナナシちゃんはクスクスと笑っているばかりで何も答えてはくれない。


    「あなたがやるべきことを思い出して下さい」


    　僕がやるべきこと……。なるほど、天王洲君はそういうことが言いたかったのか。


    　僕は天王洲君へと力強く頷うなずく。そんな僕の姿に、天王洲君が無表情を[image: ]わずかに崩したような気がする。


    「僕がするべきことは、告白だ！　天王洲君に背中を押された今、この東しの雲のめ芽め吹ぶき、全力で告白しまくってやるぜ！」


    「いや、そうではなく」


    　ありがとう、天王洲君。僕のやるべきことを思い出させてくれて。


    　相棒が応援してくれているのだ、これで勇気二千倍だぜ!!


    「天王洲お姉ちゃん、さっきアタシに、何をしようとしているのかって聞いたよね？」


    　僕は全ての力を足へと込める。


    　放課後となった今、学校内にどれほどの生徒が残っているのか分からない。だが、残っている女子生徒全員に告白してみせるぜ!!


    「アタシはね、復ふく讐しゆうしたいんだよ。アタシを裏切ったミツたちにね」


    「いやっは─────!!」


    　体育館の床板を踏み抜きつつ、一気に加速する。


    　天王洲君の姿はもう見えなくなっていた。


    



    「僕と付き合って下さい、いやっほー!!」


    「むりむりむりー!!」


    　無理と連呼しながら、女の子が中庭から逃げていく。


    　ふむ、無理ならば仕方がないな！


    「芽吹お兄ちゃん。今ので、十五人目を達成だよ！」


    「なに!?　それはめでたいな!!」


    　回収機で金色の霞かすみを吸い取っているナナシちゃんに、僕はテンション高くそう応こたえた。


    　フラれすぎた反動か、生まれたての子こ鹿じかのように足が震ふるえてしまっている。だが、心はまだまだ元気一杯だ。いける、これならいけるぞ!!


    　金色の霞を吸い取り終え、天に向かって飛んでいく巨大な蜂はちを見送っているナナシちゃんを抱かかえると、転がるようにして中庭から飛び出す。さて、次はどこに行くか。


    　部室棟は告白しながら駆け抜けた結果、誰だれもいなくなってしまった。となると、校舎に戻るべきだろうか。


    　あぁ、もう考えるのめんどくせぇ！　校舎でいいな、校舎で!!


    　フルスピードで校舎へと到着すると、手当たり次第に教室の扉を開いていく。だが、無人の教室ばかりで、女子生徒どころか男子生徒すらいない。


    　まだ十七時だというのに、みんなどこに行ってしまったのだ。うお──ッ!!


    「おっかしいなぁ、何で人がいないんだろ？」


    「まったくだ。いつからこの学校の生徒たちはこんなに真ま面じ目めになったのだ！」


    　一階、二階と見て回り、三階も踏破するがやはり誰だれもいない。これは大宇宙の大いなる意思的なモノが僕に告白させないようにしているとしか思えない！


    　くそう、大宇宙の大いなる意思的なモノめ！　会う機会があったら、ぶっ飛ばしてやる。


    　四階へと[image: ]たどり着き、先ほどまでと同じように片っ端から扉を開いていく。すると、いくつめかの教室の中でサイドテールの小柄な女の子が帰りの支度をしているではないか！


    　突然教室に入ってきたことに驚いたのか、僕の姿を見て目を丸くしている。


    　僕は、躊躇ためらうことなく女子生徒へと告白をする。


    「僕と付き合ってくれ、ジュテーム!!」


    「えぇ!?　どうしたんですか、東しの雲のめ先輩……」


    　驚きながら、女子生徒が僕の名前を呼ぶ。


    　なぜ、僕の名前を知っているのだろうか。というか見覚えがあるような気がするのだが、頭の中がモヤモヤとしていて思い出すことができない。


    「天てん王のう洲ず先輩はどうしたんですか？」


    「なぜ、天王洲君のことを知ってるんだ!?」


    「何でって言われても……」


    　女子生徒は頭の上にハテナを浮かべている。


    　何だろう、この会話の噛かみ合わない感じは。


    「東雲先輩、具合でも悪いんですか？」


    「タイムッ!!」


    　両手でＴの字を作ると、ナナシちゃんとともに教室の隅へと離れる。


    「どうなっているのだ、これは？」


    「芽め吹ぶきお兄ちゃんの知り合いなんじゃないの？」


    　学園内では超有名人の僕だ。こっちは認識していなくても、向こうが一方的に認識しているということは十分にあり得る。


    　こっちで調べたほうが早いと、ナナシちゃんが生徒名簿をめくる。


    「十じゆう条じよう友とも。この子の名前だけど、聞き覚えはない？」


    　聞き覚えがあるようなないような……。


    　と、よく考えたらそんなことは、どうでもいいではないか。大事なのは、告白をすることだ！


    「十じゆう条じよう友とも、僕と付き合ってくれ!!」


    　振り返って、間髪容れずに告白をかます。


    「あの、本当に具合が悪いんじゃないですか。保健室に行きます？」


    「具合など悪くない。むしろ、絶好調だ！　さぁ、僕に答えを聞かせてくれ!!」


    　言いながら、僕は十条友の両肩を掴つかむ。


    　僕の頭の中を映像が走り抜けた。


    　自分に近づく人間に不幸を与えてしまうことを運命づけられた少女、十条友。


    　そうだ。僕は十条ちゃんのことが好きになり、彼女が不幸ではないことを証明するために戦ったのだった。


    　だが、それはそれだ。むしろ、好きになった人に告白するのは自然なことではないか!!　ひゃっほー!!


    　十条ちゃんの目が驚きに見開かれる。


    　その瞬間、床が大きく震動し亀き裂れつが走り始める。


    　何だ、これは!?　これが、手抜き工事というものなのか!!


    　だが、この程度の手抜きなど、スーパー東しの雲のめ芽め吹ぶきの敵ではない。僕は十条ちゃんの手を掴むと、教室の前方へと飛び跳ねる。一拍遅れて、崩れ落ちていく床。


    　くくく、見たか崩れ落ちた床め！


    「芽吹お兄ちゃん、危ない!!」


    　教室前方に取り付けられた放送用のスピーカーが、僕をめがけて一直線に飛んでくる。


    　どうなっているのだ、この教室は!?


    　僕は十条ちゃんを自分の背に隠すと、襲いくるスピーカーを蹴けり飛ばす。


    　ぶわりと広がる、甘い香り。だが、僕はまだフラれていない。


    「ミツだったの、この子……？」


    　ナナシちゃんの言葉に振り返ると、十条ちゃんの体の周りから金色の霞かすみが立ち昇っていた。


    「どうしちゃったんですか、東雲先輩？」


    　十条ちゃんが泣きそうな表情を浮かべている。


    　きっと、怖かったのだろう。大丈夫だ、僕が守ってみせるから。


    「十条ちゃん、僕と結婚してくれ!!」


    　言いながら十条ちゃんを抱きしめようとするが、手が届くよりも前に離れられてしまう。


    「こんな、東雲先輩。私、嫌いです」


    　十条ちゃんが教室から走り去っていくのと同時に、教室の床の中心から蜘く蛛もの巣状に亀裂が走っていく。


    「……僕は、今、何をしていたんだ……？」


    　靄もやがかかっていたかのような頭の中が、すっきりと晴れ渡っていく。それと共に、後悔の念が襲い掛かってきた。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、早くここから逃げ出さないと！　教室が崩れかかってる！」


    　近づく者を不幸にするという自みずからの特性のせいで他人を傷つけまいと、人々から距離をとっている十じゆう条じようちゃんに、どうして僕は抱きつこうなどというマネをしてしまったのだろうか。


    「芽吹お兄ちゃん聞いてるの？　……しまった、栄養ドリンクの効果が切れちゃったか」


    　ナナシちゃんは教室の外へと飛び出すが、僕は強い脱力感にその場を一歩も動けない。


    　大切な人を傷つけてしまった。僕の大切な友達を。


    「マズいよ、芽吹きお兄ちゃん！」


    　ナナシちゃんの声を聞きながら、僕は床と一緒に階下へと落下していった。


    



    　　　■　■　■


    



    「お疲れさまーって、本当に疲れきっちゃってるみたいだね。真っ白に燃え尽きちゃってるし」


    　生徒会室の椅い子すに腰掛けながら、僕はだらりと脱力していた。


    　恵え比び寿す会長の言葉に反応する元気すらない。


    「これ以上はさすがに無理かな。ありがとうね、芽吹お兄ちゃん！」


    　ナナシちゃんの言葉に、僕は軽く手を上げて再び脱力状態へと戻る。


    「アタシの活躍を見ててくれた？　天てん王のう洲ずお姉ちゃん」


    「私は、ナナシさんのやり方はやりすぎだと思います」


    　天王洲君の言葉に、ナナシちゃんは鈴を鳴らしながらクスクスと笑う。


    「まだ、そんなこと言ってるんだ。じゃあ、恵比寿様に判断してもらおうよ。それなら、文句ないでしょ？」


    　話を振られた恵比寿会長は、困ったように眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。


    「私も、ナナシちゃんのやり方には正直賛成できないんだけど、違反かって言われたらそうじゃないとしか言いようがないんだよねぇ」


    「ノノメメさんは、こんな状態になっているのですよ。それでも、問題がないと言うのですか！」


    　天王洲君が珍しく声を荒らげた。


    「言っちゃうんだよね。別に東しの雲のめ君は怪け我がをしているわけでも、金色の霞かすみを回収できない状態になってるわけでもないでしょ。明日になれば元通りになるだろうし、だから問題ないんだよねぇ。規定上では」


    　恵比寿会長の言葉に、天王洲君が悔しそうに押し黙った。


    　何でもいいので、早くウチに帰らせてくれないだろうか……。


    「恵比寿様。これだけ回収したんですから、アタシの実力は十分に示せましたよね？」


    「天てん王のう洲ずちゃんのひと月分くらいの回収量をたった一日で集めたんだもんねぇ。認めるしかないかなぁ」


    　ナナシちゃんの得意げな表情に、恵え比び寿す会長は大きく息をつく。


    「らしくないです」


    　天王洲君がぽつりと呟つぶやいた言葉に、恵比寿会長とナナシちゃんの視線が集まる。


    「こんなの、ノノメメさんらしくないです……」


    　そんなこと、天王洲君に言われなくても分かっている。


    　あんな告白の仕方、普段の僕ならするはずがない。それに十じゆう条じようちゃんに対しても……。何をやっていたのだ、今日の僕は。


    「ねぇ、天王洲お姉ちゃん。らしくないって何？　天王洲お姉ちゃんは、芽め吹ぶきお兄ちゃんの何を知ってるの？」


    　ナナシちゃんが髪に付けられた鈴を鳴らしながら、生徒会室内を歩きはじめる。


    「芽吹お兄ちゃんの夢は、『幸せな家庭を築くこと』だよね。だったら、どんどん告白して相手を探した方がいいじゃん」


    「好きでもない人と結ばれて、幸せな家庭が築けるとは思えません」


    「本当にそうかな？」


    　がらんと鈴を大きく鳴らして、ナナシちゃんは足を止めた。


    「好きな人と結婚をしたからって、幸せになれるとは限らないよね。それに、お見合いで結婚した人って最初から好きってわけじゃないと思うけど、そういう人たちは幸せになれないってことなのかな？」


    「そういうわけでは……」


    「アタシ思うんだけどさ、芽吹お兄ちゃんが誰だれかと付き合うのが嫌いやで、天王洲お姉ちゃんは告白を邪魔してるんじゃないの？」


    　それは、ナナシちゃんの完全なる誤解だ。


    　天王洲君が僕の告白の邪魔をしたことなど一回もない。……手伝ってくれたことも数回しかないのだが。


    　誤解なのだから天王洲君よ、反論してやるといい！


    　だが、天王洲君は何も言おうとしない。


    「嫌いだって言ってたけど、本当は芽吹お兄ちゃんのこと好きなんでしょ？　だったら、告白を邪魔したくなる気持ちも分かるけど、職務放棄はどうかなって思うよ」


    「私は……そんなこと……」


    「はいはい、そこまでー」


    　恵比寿会長の緩ゆるい声と手を叩たたく音で、ナナシちゃんと天王洲君の会話が止まる。


    「とにかく、ナナシちゃんを正式な回収者と認めるしかないみたいだね。ごめんね、天王洲ちゃん」


    「いえ、仕方のないことです……」


    　ナナシちゃんが着物の袂たもとから承認証を取り出し、恵え比び寿す会長の机へと置く。


    　恵比寿会長はしばらく承認証を眺めていたが、諦あきらめたように息をつくと空欄に判を押した。


    　ナナシちゃんはそれを嬉うれしそうに受け取ると、自慢げに天てん王のう洲ず君へと見せびらかす。


    「じゃあね、天王洲お姉ちゃん。天の国に帰っても元気でね！」


    　ナナシちゃんの言葉に、僕は顔を上げた。


    「どういうことだ。なぜ、天王洲君が天の国に帰るという話になっているんだ？」


    「回収者じゃなくなったら、天の国に帰るに決まってるでしょ」


    　ナナシちゃんのさも当然という言葉に、恵比寿会長が承認証の真ん中辺りを指さす。


    「ほら、ここに書いてあるでしょ。『前任の回収者は、速すみやかに天の国へと戻るべし』って」


    　いやいや、そんなこと聞いていないぞ、僕は。


    　回収者じゃなくなっても相棒として変わらないと思っていたから。


    「おい、相棒が勝手にどこかに行っていいと思っているのか？」


    「言ったはずですよ。私はノノメメさんの相棒ではないと」


    「ッ!?」


    　何だ、何がどうなっているんだ。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、諦めなって。天王洲お姉ちゃんは一緒にいたくないんだってさ」


    　諦める？


    　諦めるって何だ。


    「僕は絶対に、そんなこと認めないぞ!!」


    　まだ、ケンカの決着だってついていないのだ。言いたいことを一方的に言って、僕の前から消えるつもりなのか。


    　認めてたまるか。天王洲君がいなくなるなんて──。

  


  [image: ]



  
    第二話　　天王洲、想う


    



    「東しの雲のめだ、東雲芽め吹ぶきが出たぞッ!!」


    　私立隣りん会かい学園の食堂に男子生徒の声が響く。その声に、昼休みで混雑していた食堂は一瞬でパニック状態に陥おちいった。


    「えーい！　うるさい!!　こんなに騒がしくてはきちんと告白できないではないか!!」


    　有名人の登場に騒ぎたくなる気持ちも分からなくないが、これから大事な告白をしなくてはならないのだ。少しは気を遣って静かにしてくれてもいいではないか。


    「待ちなさい、東雲芽吹！　それ以上の凶行は私が許しません!!」


    　騒然とする食堂の中に、凜りんとした声が響く。風紀委員長だ。


    　仁王立ちで学食のソバを食べている姿も素敵だ。


    「最近、手当たり次第に女生徒に告白し、学園内の風紀を乱しまくっているらしいですね。今日という今日はしっかりと反省してもらいます！」


    「くっくっく……。飛んで火にいる夏の虫とは、まさにこのこと！　僕の次なる告白のターゲットは、風紀委員長、あなただ！」


    「なっ!?」


    「さあ、大人しく、僕の告白を受けてもらおうか」


    「なるほど。隣会学園の正義の象徴である私を馬ば鹿かにして、楽しんでいるわけですね。あなたの態度はよく分かりました。ならば、正義の鉄てつ[image: ]ついを喰くらいなさい、東雲芽吹!!」


    　バトル漫画のようなセリフを吐きながら、風紀委員長が突進してくる。


    　なんという情熱的な人なのだろうか。割わり[image: ]ばしで僕の両目を狙ねらってくるとは!!


    　僕は首を傾けて割り[image: ]を躱かわす。どうやら、躱すことは読まれていたようで、すかさず風紀委員長の鋭い蹴けりが放たれる。頸けい椎ついを粉砕しようと迫ってくる風紀委員長の引き締まった脚を手で押さえ、後ろへと飛び跳ねる。


    「私の蹴り技を防いだのは、東雲芽吹、あなたが初めてです」


    「あんな蹴り、これまで躱せなかった奴やつらって死んでるんじゃ……」


    　風紀委員長が蹴り抜いたまま上げていた脚をすっと下ろし、近くのテーブルに食べかけのソバの器を置いた。


    　そして、体勢を低くし、風紀委員長が忍者のような走り方で迫ってくる。あの低さから、僕の腹部に向かって一撃を放ってくるつもりか。


    　その予想通り、風紀委員長は上体を起き上がらせると同時に、速度の乗った一撃を僕の腹部へと叩たたき込んでくる。だが、読めていればどうということはない。両腕と右脚を使って腹部を完全にガードする。その瞬間、風紀委員長が笑えみを浮かべた。


    　風紀委員長が高速の足払いを放ってくる。僕の左脚をへし折るつもりだ。僕は咄とつ嗟さに飛び跳ねると、なんとか風紀委員長の攻撃を躱した。


    　的確に相手の体を壊そうとする風紀委員長の技に、まったく告白をする隙すきがない。


    　くそ、こんな時に、あの栄養ドリンクがあれば……。


    　すると、僕の思いに応こたえるように、僕と風紀委員長を取り囲んでいたギャラリーの中から、青色の液体が入ったペットボトルが飛んでくる。


    　僕は、風紀委員長の攻撃を避よけながらペットボトルをキャッチすると、どぎつい青色の液体に少し躊躇ためらってから一気に飲み干した。


    「何ですか、その怪しい液体は？」


    　風紀委員長が怪け[image: ]げんそうに訊たずねてくるが、それに答える余裕はない。なぜなら、体の中で栄養ドリンクが暴れ回っているからだ。


    　吐き気がこみ上げ、視界が明滅を繰り返す。体温は水風呂にでも入ったかのように急激に下がり始め、手足の先が小刻みに震ふるえる。


    「それについても詳しく聞かせてもらいます！」


    　床から跳ね上がった風紀委員長が、開脚をしながら空中でさらに回転。後頭部を狙ねらって蹴けりを繰り出してくる。だが、既に栄養ドリンクの回りきった僕の相手ではなかった。


    　振り下ろしてきた風紀委員長の脚を掴つかむと、その格好のままバレエのように頭上でクルクルと回す。そして、そこからタンゴへと移行。華麗なステップで風紀委員長をリードした僕は、彼女の上半身を大きく反そらしてダンスを締めくくった。


    　おおーっと周囲から歓声が沸わく。


    「キミのことが好きだ。僕と結婚してくれないだろうか？」


    　上半身を仰のけ反らしたままの風紀委員長に、僕は渾こん身しんの力を込めて告白をする。


    　唐突すぎて僕の言っていることが分からなかったのか、目を丸くしていた風紀委員長だが、やがて意味を理解したのか、顔を見る見る紅潮させていく。


    「な、な、な、な……」


    「愛している」


    　口を鯉こいのようにパクパクと動かしていた風紀委員長が、僕の股こ間かんを思い切り蹴り抜く。


    　内股になりながら、僕は声にならない絶叫を上げた。周囲の男子生徒たちも、僕と同じような苦く悶もんの表情を浮かべて両手で自みずからの股間を押さえている。


    　その隙すきに、風紀委員長は僕の腕の中から脱出していた。


    「この屈辱の借り、必ず返させてもらいますからね！」


    「ぐ……。せ、せめて告白の答えを……」


    「ばか──!!」


    　風紀委員長がソバの器を持って、食堂から逃げ出してしまう。


    　器は持っていっちゃダメだと思うのだが。


    「残念だったね、芽め吹ぶきお兄ちゃん。あともうちょいって感じだったのに」


    　がらんという鈴の音に顔を上げると、相棒であるナナシちゃんがハンドクリーナー型の回収機を取り出しているところであった。


    　しかし、いつ見ても隣りん会かい学園の制服が似合わないな、この子は。黄色い帽子と赤いランドセルでも背負っていた方がよほど似合いそうだ。


    「頭の中は、芽め吹ぶきお兄ちゃんの方がよっぽど小学生っぽいけどね」


    　僕が放出している金色の霞かすみを吸い取りながら、ナナシちゃんがジト目で見下ろしてくる。


    「人の思考を勝手に読むな」


    　ナナシちゃんは、回収者の能力とやらで、僕の思考を読むことができる。


    「まったく、いらない能力だな」


    「そのおかげで、さっきは芽吹お兄ちゃんのこと助けられたじゃん」


    　金色の霞を吸い終えたナナシちゃんが、空になったペットボトルを振ってみせる。


    「まぁ、そんなものなくても余裕だったのだが、一応礼は言っておこう」


    「まったく、素直じゃないんだから」


    「静かにしなさいッ!!」


    　突如、鋭い声が響き、阿あ鼻び叫きよう喚かんと化していた食堂内がぴたりと静まる。


    　この声は、間違いなく奴やつだ。


    　モーゼの十戒のように割れていく人垣。そこから現れたのは、神経質そうな眼鏡めがねの男子生徒──名前は何だったか……、とにかく生徒会副会長である。


    「また、東しの雲のめ芽吹とナナシさんでしたか」


    「どうした？　今日はまた随分と疲れているように見えるが？」


    「疲れているのは、毎日毎日毎日毎日……、あなたたちが暴れ回ってくれているおかげですよ」


    「礼を言われるほどのことはしていないぞ」


    「礼など言っていません！　今日という今日は、堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れましたよ。徹底的に絞りますからね！」


    　僕がナナシちゃんに目配せすると、ナナシちゃんは小さく頷うなずく。


    「では、逃げさせてもらうとしようか」


    　ナナシちゃんが僕の背中に飛び乗るのと同時に、窓ガラスを突き破り校舎の外へと脱出。そのまま、校舎を周回するように走り始める。


    「窓ガラスを割るんじゃありません!!」


    　食堂が一階だったことが災いした。副会長が食堂の窓から外に出て、僕たちを追いかけてくるではないか。どうやら、今日の彼は本気のようだ。捕まったら、一時間や二時間の説教では済みそうにない。


    「芽吹お兄ちゃん、告白まだいけるよね？」


    「もちろんだ！」


    「じゃあ、このまま次いってみよう！」


    　はしゃぐナナシちゃんと、副会長の叫びを背中に受けながら、僕は走る速度をさらに上げた。


    



    　　　■　■　■


    



    「東しの雲のめ君たち、また暴れてるみたいだねぇ」


    　恵え比び寿す会長の声に、生徒会室の窓から外を見下ろすと、ナナシさんを背負ったノノメメさんが走っていた。


    「東雲君の暴れっぷりは、ナナシちゃんに替わってからさらにヒドくなっちゃったねぇ」


    「すみません、私のせいで」


    「別に天てん王のう洲ずちゃんのことを責めてるわけじゃないんだよ？」


    　会長は本当に私を責めているわけではないのだろうが、私にはその責任が自分にあるように思えてならない。そう思ったところで、私にはどうしようもないのだが。


    　会長が溜ため息いきをついた。それに合わせるように、生徒会室の扉がノックされた。


    「恵比寿会長失礼します、野球部の予算のことなんですけど──」


    　声と同時に扉が開き、活発そうな印象を与えるジャージ姿の女の子──大おお崎さき円まどかさんが室内へと入ってくる。


    「すみません、来客中でしたか」


    「ごめんね、円ちゃん。またあとで、出直してくれるかな？」


    　大崎さんは元気よく「はい！」と答えると、会長と私に礼儀正しく挨あい拶さつをして、生徒会室から去っていく。


    「大崎さんのあの様子を見ると、改変はうまくいっているようですね」


    　私を見る大崎さんの目は完全に赤の他人を見るそれだった。


    「みんなの記憶の中にあった天王洲ちゃんとの思い出は、全部ナナシちゃんのものに上書きしちゃったからね」


    　ノノメメさんとナナシさんが出会ったのはつい昨日きのうのことなのだが、会長の行った改変により、ナナシさんはずっと以前からノノメメさんと一緒にいるものだと、学園中、いや、ノノメメさんに関かかわる全ての人たちに認識されている。


    　この世界にはもう、私の居場所は残されていないのだ。


    　窓の外のノノメメさんたちが、副会長さんを挑発しながら校門の外へと走り去っていく。


    「ノノメメさんは、大丈夫なのでしょうか」


    　昨日、ナナシさんが使用していたドリンクは七段階のレベル２だった。ノノメメさんのミツの特性を考えればドリンクに対する免疫ができるのは非常に早いだろう。となれば、ナナシさんは容赦なくドリンクのレベルを上げていくような気がしてならない。


    　何も起こらなければ、よいのだが。


    「大丈夫だよ、天てん王のう洲ずちゃん。いざとなったら、私が何とかするから。あ、そうだ。帰りの渡わたし守もりの手配をすませておいたから。彼らがこっちに到着するのは、四日後だって」


    「何から何まで、ありがとうございます」


    「四日間どうするの？　行くとこはあるの？」


    「ご心配なく。ひとまず、私の家だった場所に行って荷物をまとめてきます。学園にはもう来ないつもりです」


    「東しの雲のめ君に挨あい拶さつしていかないでいいの？」


    　心配そうな表情をしてくれる会長に、私は首を横に振って答えた。


    「どうせ、私のことは覚えてはいませんから」


    　会長に挨拶をすませ、私は生徒会室をあとにした。


    



    　大きくもなく小さくもない木造平屋建ての家屋。


    　地上に降りてから、約十年間私が暮らした家だ。


    　私は[image: ]かばんの中から鍵かぎを取り出そうとして、やめる。もうこの家の住人ではないのだから。


    　私は来客者がするように、玄関脇わきのチャイムを鳴らした。


    　しばらくすると玄関の扉が開き、隙すき間まから熊くまを連想させる中年の男性が顔を覗のぞかせる。


    　家主である、ノノメメさんのオジサンだ。


    「はいー、どちら様ですか？」


    　私を見たオジサンは、頭を掻かきながら目をパチクリさせている。


    「私、東雲さんと同じクラスの天王洲と申します。以前、こちらにお邪魔した時に忘れ物をしてしまったのですが、中に入れていただいてもよろしいでしょうか？」


    　私の言葉に、オジサンは頭を掻いていた手を止める。


    「ナナシちゃんの友達かな？」


    「いいえ」


    　私の否定に、オジサンは目を大きくする。


    「まさか、芽め吹ぶき君の彼女とか？」


    「いえ、違います」


    「なんだ、よかったー。芽吹君がオジサンより先に彼女作っちゃったのかと心配したよ」


    　安あん[image: ]どの息をつきながら、オジサンが人好きのする笑えみを浮かべる。


    「どうぞ、汚いところだけど上がって下さい」


    　私は靴くつを[image: ]そろえて家に上がると、オジサンのあとについていく。


    　自分の家同然に過ごしていた場所を案内されるというのは、少し不思議な気分だ。


    　案内されるままに歩き、私は昨日きのうまで自分が使っていた部屋の前で足を止める。


    「ここに忘れ物をしたのかい？　この部屋は長い間、使ってないはずなんだけどな」


    　私の部屋は、現在、ナナシさんが使っているものと思っていたのだが、違うようだ。


    「ナナシさんはどこの部屋を使っているのですか？」


    「え、芽め吹ぶき君と一緒の部屋だけど？」


    　なぜ、そんな質問をするのだろうかという表情を浮かべながら、オジサンが答えてくれる。


    　そうか、ナナシさんはノノメメさんと同じ部屋を使っているのか……。


    「それじゃあ、居間にいるから何かあったら呼んでね」


    　去っていこうとするオジサンの背中に、私は「あの」と語りかける。


    「私を一人にしたりして、心配じゃないのですか」


    「どういうことだい？」


    「例えば、物を盗まれるとか」


    　私の言葉に、オジサンは目を大きく見開いた。


    「盗むのかい？」


    「いえ、例え話であって本当に盗んだりはしませんが」


    「そっか、なら安心だ。そもそも、盗まれるようなものなんてこの家にはないんだけどね」


    　オジサンが外見通りの豪快な笑い声を上げた。


    「なんか、キミは悪い人には見えないんだよなぁ。僕の人を見る目は確かだから、間違いないと思うよ。どうかな？」


    　どうかなと問われたところで、私がもし悪い人間だったとしても、自分で「悪い人間です」とは言わないだろう。


    「そういうわけだから、何も心配してないよ」


    　オジサンは全てを言い終わったとばかりに、居間へと向かう。


    　改変が行われても、オジサンは相変わらずだ。ノノメメさんとは血の繫つながりがあるのかないのか怪しいくらいの親しん戚せき関係らしいが、そういう楽観的なところは本当によく似ている。まるで、本当の親子のように。


    　廊下を歩いていくオジサンを見送って、私は部屋の中へと入った。


    　折り畳み式の座卓と簞たん笥す。それと、必要最低限のものだけが置かれた、素っ気ない部屋。


    　オジサンは私にいろいろと買い与えようとしてくれたのだが、私が部屋にあまり物を置きたくない主義のためこういう部屋になってしまった。


    　自分の荷物をまとめるための[image: ]かばんを二つ用意したのだが、どうやら一つで十分だったようだ。


    　[image: ]の中に服や小物を入れていく。といっても大して物を置いていないような部屋だ。すぐに片付け終わってしまう。


    　これで、私がこの部屋で過ごしていた痕こん跡せきが本当に何もなくなってしまった。


    　この家から私の存在が消えてしまうようで、寂しさが込み上げてくる。いや、まだもう一つ残っていた。


    　私は押入れの天袋を開くと、奥から一ひと抱かかえほどの大きさの箱を取り出した。


    　蓋ふたを開ける。中に入っていたのは、私が地上に降りてきた時に着ていた神の衣ころも。天の国での一般的な女性の服だ。


    　天の国に隣りん会かい学園の制服を着て帰るわけにもいかない。だが、今すぐ神の衣に着替えようという気分にもなれなかった。


    　とりあえず、どこかに綻ほころびでもないか確認しようと服を広げると、ひらりと一枚の紙片が落ちてくる。私は、床に落ちたそれを拾い上げる。


    　それは、幼い日のノノメメさんと交わした約束の書かれた誓約書だった。


    「ここにあったのですね……」


    　独りごちる私の頭に、ノノメメさんと初めて会った日の記憶が鮮明に蘇よみがえってくる。


    　そう。あれは、十年前のとある暑い日のことだった──。
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    　この世でもあの世でもない狭間はざまの世界、天の国。


    　最上級神だけが立ち入りを許された建物の一画に、私は呼び出されていた。


    　白を基調とした部屋が多い中で、この部屋だけは四面の壁を薄い青色に染めている。


    　何だか、妙に落ち着かない部屋だ。


    「初めまして。今日からあなたの上司になった、恵え比び寿すです。あなたのお名前は？」


    「名前はありません。ただの回収者ですので」


    　執務用のテーブルに着く、最上級神──恵比寿様を私はまじまじと見つめた。


    　普通ならば、一介の回収者でしかない私は話をするどころか、お目にかかることすらできないような方である。


    　七柱ばしらいる最上級神の中でも極めて優秀だという話を聞いていたので、もっと堅い雰囲気の女性をイメージしていたのだが、目の前にいる恵比寿様はおっとりとした雰囲気の、優しそうな女性であった。


    「私があなたの上司になる以上、いろいろとサポートするから気兼ねなく言ってねー」


    「いえ、結構です。今までも自分で何とかやってきましたから」


    　私の言葉に、恵比寿様は文字通り目を丸くした。


    「それって、サポートを受けてなかったってことだよね。上級神たちみんな、仕事サボってるな。あとで、ちゃんと[image: ]しかっておいてあげるからね」


    　その言葉に、今度は私が目を丸くする番だった。


    　回収者など、天の国では最も位の低い存在だ。そんな私たちに、自分たちは面倒だからと金色の霞かすみの回収を押しつけ、サポートとは名ばかりの完全放置。


    　もし、回収量が少なければ「何をしているんだ！」と怒鳴るのが、回収者の管理者たる上級神たちのやり方だったが、最上級神である恵え比び寿す様はどうやら違うらしい。


    「必要な物なんかあったら、すぐに言ってねー。超特急で対応するから」


    　今までそんな手厚いサポートをされたことがない私には、「はぁ」と曖あい昧まいな返事をすることしかできない。


    　そんな私の前に、恵比寿様が書類の束たばを渡してくれる。


    「既に聞いているとは思うけど、あなたにはこれから地上に降りて、この写真の少年を担当して貰もらいます」


    　言われて、書類に貼はられている写真の少年に目をやる。


    　千年一度と言われる、ミツの逸材だ。この少年が発見された時、「これでしばらくの間は、オヤツに困ることはない」と天の国では歓喜に沸わいたものだ。


    　少年の名は、東しの雲のめ芽め吹ぶき。両親に捨てられて以来、親しん戚せき中をたらい回しにされ、六歳となる現在は叔お母ばの家に預けられている。


    「回収期間はいつもと同様、ミツの寿命が尽きるまで。それで、問題ないかな？」


    「問題ありません」


    「じゃあ、東雲君の叔母さんという人物と接触した段階で私に連絡をちょうだい。改変で、あなたのことを家人だと認識するようにしちゃうから」


    　恵比寿様がウィンクをしながら親指を立てるのを見て、私は無言で頷うなずいた。


    「……今、ちょっと引いた？」


    「何がですか？」


    　私が首を傾かしげると、恵比寿様がなぜか盛大に溜ため息いきをつく。


    「何であなたはそんな感じなのかなー。ユーモアも少しは必要だと思うんだけど？」


    　言いながら、恵比寿様が眉まゆを顰ひそめた。


    「すみません、こういう性格なもので」


    「そんなんじゃ、東雲君も怖がっちゃうと思うけどなぁ」


    「怖がられようがどうしようが、私には関係ありません。この少年から、金色の霞を回収するのが私の仕事ですから」


    　恵比寿様はどうも納得いってない様子だが、私には何が納得できないのかまるで分からない。


    　回収者はミツから回収するのが仕事であって、ミツに好かれる必要などないはずなのだが。


    「この仕事に就いてて楽しい？　やり甲が斐いを感じてる？」


    「そういうものは、私には必要ありませんので」


    　恵比寿様が低く唸うなる。どうやら、恵比寿様と私は分かり合えないようだ。


    「私は東しの雲のめ君にいろいろと期待してるんだよね。なんか面白そうじゃない、彼。今回の仕事で、あなたが少しは変わってくれるといいんだけどねー」


    「それは、あり得ません」


    　私の言葉に恵え比び寿す様が疑問符を浮かべる。


    「私は、変わってこうなったのですから」


    



    　私が回収者になってからどれくらいの時が過ぎただろうか。


    　思い出せないくらいに長い時間が流れ、私は心に鍵かぎをかける方法を会え得とくしていた。


    　ミツは特殊な力を持つとはいえ、ただの人間だ。当然寿命があり、百年も保もたずに死んでしまう。だが、私たち回収者は死ぬことがない。ミツが死ねば回収者は天の国へと戻り、次のミツの担当が決まると、また地上に送られる。


    　そんな私たちが余計なことを考えていれば、体は無事でもすぐに心の方が摩耗してしまう。


    　地上への転送機の役割を持つ巨大な鳥居が見えたところで、私は思考を中断する。


    　その鳥居の足元に、同じ姿形をした全身白尽くめの三人の案内人、渡わたし守もりが待っていた。


    　私が鳥居へ着くと、渡し守は[image: ]そろって頭を下げる。


    「お待ちしておりました、回収者殿」


    　渡し守の顔を覆う複雑な模様の刻まれた札が、ゆらりと揺れた。


    　彼らに伴ともなわれ、空間の歪ゆがむ鳥居の中心を抜けると、風景はただ一面の白色へと変わる。


    　前方で私を案内してくれる三人の渡し守がいなかったら、すぐに迷子になってしまうことだろう。目印のないここでは、平衡感覚が失われ、自分がどちらに進んでいるのか曖あい昧まいにする。


    　やがて、視界の奥に目ま映ばゆいばかりの光が映った。あれが、終着点だ。


    　私は渡し守に案内されるままに光へと向かって進み、その光の中へと入っていく。


    　一瞬、立ち眩くらみのような感覚が私の脳を刺激し、瞼まぶたを開くとそこは白い空間から、地上のどこかにある神社の境内へと風景が変化していた。


    「それでは、回収者殿。またいずれ」


    　三人の渡し守が挨あい拶さつも早々に鳥居の中へと戻っていく。


    　私は天の国では感じることのできない温かい光を全身に浴びながら、一つ息を吐いた。


    　辺りに響く蟬せみの声から、地上が今、夏であることを知った。


    　木々の生い茂る境内は、夏場だとは思えないくらい涼しい。それは、この場所が町を見下ろせるほど高い位置にあるためだろうか、と考えていると──、


    「大好きです、僕と結婚して下さい!!」


    　唐突な告白に、私は声のした方へと視線を下げた。


    　そこにいたのは、小学生になるかならないかの少年。両目を瞑つぶり、力いっぱい叫んだためか小刻みに体が震ふるえている。


    　それは、写真で見たあの少年──東しの雲のめ芽め吹ぶき、その人だった。


    　彼のことを捜す手間が省けた。時間を無駄にすることなく回収作業に取りかかることができる。幸さい先さきの良いスタートと言えた。


    「ふー、練習終わり──って、うわッ!?」


    　額ひたいの汗を拭ぬぐう仕草をしながら瞼まぶたを開いた東雲少年が、私の姿に驚いて転がるように私から離れる。


    　尻しり[image: ]もちをついたまま私を見つめる東雲少年と、彼をただ見下ろす私。


    　どちらからも声を出さずに、ただ見つめる。


    　木々を揺らしながら、私たちの間を涼しい風が通り過ぎた。


    「お、お姉ちゃん、誰だれ……？」


    「名前を聞いているのでしたら、すみません。私には名前がないので答えることができません」


    　私の言葉の意味が分からなかったのか、東雲少年が首を傾かしげる。


    「ここで働いてる人なの？」


    　どうやら、神社の巫み女こと勘違いしているようだ。私の着ている神の衣ころもは「巫女」の衣装に見えなくもない。それも当然のことだ。巫女の衣装は神の衣をモデルに作られたのだから。


    　私は東雲少年の疑問を放置し、自分の仕事を先に進める。


    「あなたは、天の国によってミツと認定されました」


    　東雲少年が「ミツ？」と疑問の声を上げながら、首を傾げた。


    「そうです。そして、私はあなたの金色の霞かすみを回収しに来た回収者です」


    「金色のかすみ？」


    「金色の煙のようなものが体から出たことはありませんか？」


    　私の言葉に東雲少年は何かに気づいたような表情を浮かべる。


    「それを回収するのが私の仕事です」


    「じゃあ、ボクそろそろ行くから」


    「私の話をちゃんと聞いていましたか？」


    　立ち上がって去っていこうとする東雲少年の肩を掴つかむ。


    「あなたの金色の霞を回収するため、今後は共に行動させてもらいます」


    「どういうこと？」


    「つまり、ずっと一緒にいるということです」


    　呆ほうけたような表情を浮かべていた東雲少年が、ゆっくりと笑顔を作り始める。


    「それって、友達ってことだよね!?」


    「いえ、友達とは違います」


    「こっちに来てから、まだ友達がいなかったんだ。お姉ちゃんが最初の友達だね！」


    　私の手を掴んで、東雲少年が嬉うれしそうにブンブンと振り回す。

  


  [image: ]


  [image: ]



  
    　どうやら、東しの雲のめ少年は私の話をまともに聞くつもりはないらしい。私の手を引っ張ると、どこかに歩いていこうとする。


    「どこに行くつもりですか？」


    「案内してあげる。この町、よく知らないでしょ？」


    　私は大げさに溜ため息いきをついてしまう。


    　果たして、どう説明したら分かってくれるのだろうか、この子は。


    「そしたら、お姉ちゃんも楽しくなるよね？」


    「どういうことですか？」


    　唐突な言葉に、私は思わず東雲少年へと聞き返してしまう。


    「だって、お姉ちゃん、さっきからずっとつまらなそうだよ。楽しくなったら笑えるよね？」


    　何を言っているのだろうか、この子は。楽しいも楽しくないも、私には関係ないというのに。


    「ほら、行こうよ！」


    　そう言って駆け出そうとした東雲少年だが、何かを思い出したのかはたと足を止めて、私へと向き直る。そして、礼儀正しく頭を下げた。


    「ボクの名前は、東雲芽め吹ぶきです」


    　なぜ、このタイミングでなのか分からなかったが、自己紹介できたことが嬉うれしかったのか、東雲少年が子供らしい笑えみを浮かべる。


    「知っていますよ、ノノメメさん」


    「ノノメメじゃなくて、しののめっ！」


    「シシノ……、シノメノ……、ノノメメ？」


    　どうしても口が上う手まく回らずに、『ノノメメ』になってしまうと、東雲少年は何が面白いのか、体をくの字に曲げながら笑う。


    「ノノメメでいいよ、もう」
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    「ここが、ネコの道だよ」


    　東雲少年──ノノメメさんが、民家の塀の上を歩きながら私にそう説明してくれる。


    　私は塀の横を歩きながら、「そうですか」と気のない返事をした。


    「次は、どこがいいかな」


    　草むらにボールがたくさん落ちている公園、凶暴な犬のいる民家、バッタが取れる原っぱなど散々歩かされて、ようやく[image: ]たどり着いたのが、この猫の通り道だ。


    　私は何をやっているのだろうかと、脱力しそうになる。


    「そういえば、神社で何の練習をしていたのですか？」


    「告白の練習だよ」


    「告白の練習？」


    　思わずオウム返しをしてしまう私に、ノノメメさんは神妙な表情で頷うなずく。


    「僕が女の子にフラれるのは、きっと、告白の仕方が悪いからなんだ」


    　ノノメメさんの言葉に、ようやく納得がいく。


    　彼の場合、どんなに練習したところで告白が成功することはないのだが。


    「ノノメメさんには、好きな人がいるのですか？」


    「うん、いるよ」


    「でしたら、こうして遊んでいないで、早く告白をしに行きましょう」


    　ようやく仕事に移れると思ったが、ノノメメさんは塀から飛び降りると首を横に振る。


    「まだ、ダメなんだ」


    　言いながら、ノノメメさんはしょんぼりと肩を落とした。


    「見つからないから」


    「見つからないとは何が？」


    「それは──内緒！」


    　ノノメメさんは先へと走っていってしまう。


    「なぜ、教えてくれないのですか？」


    「響ひびきちゃんとの約束だから！」


    　なるほど、それを見つけないと、想おもい人の響ちゃんに告白ができないというわけか。


    　しかも、何を探しているのか教えてくれないときている。これは、なかなかに面倒な状況だ。


    「私が一緒にそれを探すことはできないのですか？」


    　私の質問にノノメメさんは「うーん」と難しそうな顔で唸うなる。


    「ノノメメさんが何を探しているのかは聞きません。私はただ、お手伝いをするだけです」


    「ほんとに？」


    　私はノノメメさんの問いに首しゆ肯こうした。


    　ミツと回収者の繫つながりを持ってからまだ数時間しか経っていないため、ノノメメさんの思考を上う手まく読み取ることができない。読み取れれば、すぐにでも探すことができるのに。


    　仕方がない、上手く誘導して何かの拍子にぽろりと秘密を漏もらすのを待つとしよう。


    　じゃあ、とノノメメさんが多少納得をしていない表情をしながらも、こちらへと戻ってくる。


    「それじゃ、探しに行こ」


    　ノノメメさんに手を引っ張られて、私は塀の上へと上った。


    「これは、どういうことなのでしょうか？」


    「一緒に、探してくれるんでしょ」


    「そうですけど、なぜ、塀に上る必要が？　内緒のものとは、高いところに上らないと見つけられないものなのですか？」


    「だから、内緒だってば！」


    　ノノメメさんのガードはなかなかに堅いようだ。もう少し様子を見ながら、鎌かまをかけることにしよう。


    「僕は前のほうを探すから、お姉ちゃんは、後ろのほうをお願い！」


    　狭い塀の上を、ノノメメさんと縦に並んで歩く。


    　ノノメメさんは辺りをキョロキョロして何かを探しているが、目的のものが何か分からない私には探しようがない。


    「見つけたっ！」


    　突然、鈍器で殴ったような重い音がして、私は慌ててノノメメさんの方を向く。


    　そこには、今まで目の前にいたはずのノノメメさんの姿はなく、塀が崩れ落ちていた。


    「まて──!!」


    　声の方へと視線を向ければ、何を見つけたのか、遠くにノノメメさんが跳ねていくのが見えた。


    　ミツの特性のことをすっかりと失念していた。


    　ミツとなった人間には、個々に特性が与えられる。それは、ミツから金色の霞かすみを取りやすくするための処置、言い換えれば、ミツを死に難にくくするための処置だ。ミツが死に難くなれば、その分長く回収ができるようになるというわけだ。


    　ノノメメさんの特性は、身体能力の超強化だ。その特性で、足場となる塀を砕くほどの跳躍をしたのだろう。


    　このまま彼を見失ったら、再び見つけるまでにかなりの時間をロスしそうだ。


    　名前と能力を失っているとはいえ、私も神のはしくれだ。身体能力は人間の比ではない。ノノメメさんを追いかけることくらいならできる。


    「まったく、こんなところで追いかけっこをする羽目になるとは」


    　言いながら、私も跳躍する。


    　ノノメメさんの姿はもう見えなくなっているが、断続的に「まてー!!」という言葉が聞こえてくる。その言葉を頼りに、彼を追う。


    　ノノメメさんの背中を見つけると、今度は逃がさないように併走する。


    「何を見つけたのですか？」


    「内緒！」


    　言いながら、ノノメメさんが急な方向転換をしたため、私は遅れをとってしまう。


    　この年齢でこれほどの速さとは……。あと数年もしないうちに、私には追いつけなくなりそうだ。


    　と、ノノメメさんが道の真ん中に立ち止まり、辺りをキョロキョロと見回しているではないか。


    「どっか行っちゃった……」


    　今にも泣き出しそうな表情をノノメメさんに向けられたところで、何を探しているのかが分からない私には、慰めようもない。ノノメメさんはやがて諦あきらめたのかガックリと肩を落とす。


    「何を探しているのか教えてくれれば、一緒に探せたのですが」


    「ダメだってば。約束は破っちゃいけないって、お父さんが言ってたもん！」


    　力説するノノメメさんを眺めながら、私は資料で読んだ父親のことを思い出す。


    　いなくなった妻を追いかけるため、ノノメメさんを置いて家を出ていった。


    　そんな人間の言うことをなぜ守っているのか、私には理解できない。


    「ノノメメさんはお父さんのことが好きなのですか？」


    「うん、大好きだよ！」


    　ノノメメさんは顔中で笑う。


    「だってね、お父さんはすごいんだ。大好きな人のために、全部捨てられちゃうんだから！」


    「それは、ロクデナシという気がするのですが」


    「ろくでなし？」


    「いいえ、忘れて下さい」


    　当人が好きだというのなら、それでいい。私には関係のない話だ。


    　私が今考えるべきなのは、ノノメメさんにどうやって早く告白をさせるかだ。


    「響ひびきさん以外に好きな子はいないのですか？」


    「いるわけないじゃん！　フタマタはダメなんだよ！」


    　そう言われては返す言葉もない。ノノメメさんに告白させるのは難儀しそうである。


    「ちょっと休もうか」


    　ノノメメさんの言葉に、私は足を止めた。


    「疲れましたか？」


    「お姉ちゃんが、疲れた顔してるから」


    　まだこちらに来てから半日も経たっていないというのに、町中を歩かされたり、高速での追いかけっこをさせられたりと、疲れることばかりさせられている。


    　何より、金色の霞かすみを未いまだに回収できていないことが、私の疲れを一層増幅させていた。


    「そうですね、少し休みましょうか」


    　そう言って、私は溜ため息いきをついた。


    



    「お姉ちゃんってどこから来たの？」


    　公園のベンチで休んでいると、ノノメメさんが質問を投げてくる。


    「ここからずっと遠くにある、天の国です」


    　目の前の空き地では、ノノメメさんと同じくらいの年の子供たちが数人でサッカーをしている。その子たちの楽しそうな表情を見ていると、私は昔のことを思い出しそうになる。子供たちの笑顔に囲まれて毎日が幸せだった昔のことを……。


    「遠くって、外国？」


    「外国よりも、ずっとずっと遠くです」


    　ノノメメさんの言葉に返答しながら、私は心の鍵かぎをより強固なものにする。


    　心を揺らすとロクなことにならない。それは、今までの経験で私が学んだ唯一のことだ。


    「ボクもいつか、テンノクニに行けるかな？」


    「どうですかね。行ったところで、何もない場所ですが」


    「なんにもないの？」


    　ノノメメさんが驚いた表情を向けてくる。だから、私は「はい」と首しゆ肯こうした。


    「だから、お姉ちゃんはつまんなそうな顔してるの？」


    　自分では、普通の顔をしているつもりなのだが。


    「もっと笑った方がいいよ」


    　笑う、と言われても、どういう表情を作ったらいいのかよく分からない。


    　思い返してみれば、回収者となってから笑った記憶がない。


    「美人さんが、だいなしだよ？」


    　ノノメメさんの言葉に私の思考は霧散した。


    　私は油の切れたような動きで、ノノメメさんへと首を向ける。


    「そういう噓うそはつかない方がいいと思います」


    「ウソじゃないもん、ほんとだもん！」


    　ノノメメさんの真剣な表情に、私は思わず顔を逸そらしてしまう。


    「……ありがとうございます」


    　子供相手に何をやっているのだろうか、私は。


    　ノノメメさんといると、私のいつもの調子が出ない。


    「すいません、ボールとって下さーいー！」


    　声に視線を向ければ、目の前の子供たちが遊んでいたサッカーボールがこちらへと転がってきている。それを見たノノメメさんはベンチから飛び降りると、サッカーボールを思い切り蹴けり飛ばした。


    　その圧倒的な脚力にサッカーボールが楕だ円えんに変形しながら遥はるか彼方かなたへと飛んでいく。


    　子供たちはしばらくボールの消えた空を見つめていたが、やがて「バケモノだ!!」と叫ぶと、蜘く蛛もの子を散らすように公園から逃げていってしまった。


    「……どうなってるのこれ？」


    　ノノメメさんが驚きに満ちた表情で、私へと振り返る。


    　先ほどの追いかけっこの時、全力で飛んだり走ったりしていたのですでに気づいているものだと思っていたのだが、探しものに集中していたせいで気づかなかっただけのようだ。


    　ミツが特性を得るのは回収者が来てからだ。つまり、ノノメメさんが超人的な身体能力を得たのは、先ほどの神社でということになる。気づいているはずもない。


    「ノノメメさんは、凄すごい力を手に入れたのですよ。不幸の代償に」


    「すごい力？」


    「跳んでみれば、分かります」


    　私の声に頷うなずくと、ノノメメさんが思い切り垂直に飛び跳ねる。


    　すると、ノノメメさんは自分の身長ほども飛び上がり、驚きの表情を浮かべながら地面へと着地した。


    「すごい！　すごいよ、これ！」


    　はしゃいでいるノノメメさんを、私は冷静に見つめる。


    　常人を超えた力を手に入れたということは、サッカーをしていた少年たちのように恐れの対象にもなりうる。ミツの特性のせいで周囲の人々から化ばけ物もののように扱われ、心が壊れてしまったミツを私は何人も見てきた。


    　千年に一度の特別なミツなのだ。長持ちしてくれるといいのだが。


    「ちゃんと力を使いこなせるように練習しましょう」


    「なんで、練習するの？」


    「練習しておかないと、大変なことになりかねませんから」


    「大変なことって？」


    　まずは、どう大変なのかから教えないといけないのか。私は教師ではなく、回収者なのだが。


    「過剰な力などあったところで、ノノメメさんの身を滅ぼすだけです。人は自分の理解を超えたモノを恐れ、忌いみ嫌う傾向にあります」


    　選んだ言葉が難しすぎたのか、ノノメメさんが頭から煙を出しそうになっている。


    「とにかく、力を使いすぎると良くないということです」


    「でもさ、すごい力があったら、ヒーローみたいにいろんな人を助けられるじゃん」


    「使い方を誤れば、助けようとした人を傷つけることになりかねません」


    　子供にモノを教えるのは、苦手だ。ノノメメさんの表情を見ていると、私の言葉をまったく理解できていないのではないだろうかという気がしてくる。


    「ねぇ、キャッチボールしようよ」


    　町を案内してくれている最中に拾ったボールをポケットから出しながら、ノノメメさんが私に提案してくる。やはり私の言葉を聞くつもりは、彼にはないらしい。


    　仕方がない、ノノメメさんの信頼を得るために「はい」と答えておくことにしよう。そうすれば、後々告白をさせ易やすくなるだろう。


    　今の段階で無理強じいをしたところで、反感を買って私の言うことを聞かなくなるだけだ。それは、あまり利口なやり方ではない。


    「神様ってさ、いつも何してるの？」


    　ボールと一緒にノノメメさんが質問を投げてくる。


    　デタラメな投球フォームから異常な速度でボールが飛んでくる。


    　私はそれをキャッチしながら、答える。


    「だいたいは寝ていますね。あとは、ゴロゴロしたりしています」


    「働かなくていいの？」


    「ダメだと思いますよ、働かないと」


    　やんわりと投げた私の球を、ノノメメさんはあたふたとしながらキャッチする。そして、再び豪速球で投げ返してくる。


    「でも、お姉ちゃんは働いてるんだよね。神様なのに」


    「私は下っ端ぱの神ですからね」


    「したっぱって？」


    「身分や地位が低いということです」


    　ノノメメさんは、「ふーん」と呟つぶやいているが、この感じはたぶん分かっていないだろう。


    「でも、働くのはエライことだって、お父さんが言ってたよ」


    「偉くないから働かなくてはいけないということもあるのですよ」


    　と、ノノメメさんが腕をグルグルと回しながらボールを投げたせいで、とんでもない方向へと飛んでいってしまう。これは、捜すのは無理だろう。


    「ボール捜してくる！」


    　拾ったボールくらいどうでもいいではないかと思ったが、ノノメメさんにとってはそうではないらしい。そう言うや否いなや、ボールの飛んでいった方向へと走っていってしまう。


    　空はすでに夕暮れだ。


    　結局、今日は一度も金色の霞かすみを回収することができなかった。最悪の出だしだ。


    　とはいえ、まだ初日。これから徐々に回収していけばいいだろう。


    　しばらく待ってみるが、ボールを捜しに行ったノノメメさんが戻ってくる気配はない。


    「まったく、あの子は……」


    　独りごちりながら、私はノノメメさんを捜すべく公園から出た。


    　ボールが飛んでいった方向に広がる、碁盤の目状の路地を一つ一つ順番に捜していく。


    　すると、老婆と一緒に何かを捜しているノノメメさんの姿を発見した。


    「捜していたボールはどうしたのですか？」


    　私の声に、道に[image: ]はい蹲つくばるようにして何かを捜していたノノメメさんが顔だけを上げる。


    「このおばーさん、おサイフを落としちゃったんだって」


    「小銭入れなんですけどね。孫に貰もらった大切な物なので」


    　老婆は困ったように笑う。


    「ねぇ、一緒に捜してあげようよ！」


    「ありがとうね、ボク。でも、あとで交番に行ってみるから大丈夫よ。お姉さんも、ごめんなさいね」


    「でも、交番にもなかったらどうするの？」


    　そう言って、ノノメメさんは再び地面を捜し始める。


    　[image: ]はい蹲つくばらなくても見えるだろうに、なぜ[image: ]い蹲る必要があるのか。それ以前に、なぜ他人の面倒を見る余裕が彼にはあるのだろうか。


    　私は息をつく。


    　こちらに着いてから、本当に溜ため息いきばかり出る。


    「どこで落としたのか、見当はつきますか」


    　私の言葉に、老婆は首を振って答えた。


    「ごめんなさいね。気がついたらなくなっていたの。小さな紫色の鈴が付いている小銭入れなんだけど」


    「では、家から通った道を順に捜してみましょう。ノノメメさんもそれでいいですね？」


    「うん！」


    　私たちは老婆の記憶を頼りに、通ったと思われる道を隈くまなく捜していく。だが、小銭入れは一向に見つからなかった。


    　もしかしたら既に誰だれかに拾われ届けられているのかもしれないと交番へ足を運んでみるが、そこでも見つけることは叶かなわなかった。


    　空はいつの間にか真っ暗になり、街灯に明かりが点ともり始める。


    「遅くまでありがとうね。また明日交番に行って届いていないか聞いてみるわ」


    　そう言って、老婆は何度も頭を下げながら帰っていった。


    　ノノメメさんは明らかに納得をしていない様子だが、老婆は帰ってしまったのだ。これ以上捜しても意味がないだろう。


    「今度こそ帰りましょう」


    「お姉ちゃんはどこに帰るの？」


    　言われて、私ははたと気づく。


    　ノノメメさんを預かっている叔お母ばさんと接触したら連絡するよう恵え比び寿す様に言われていたのだった。だが、金色の霞かすみを回収できていない状態で、サポートだけを受けてもいいものなのだろうか。


    　恵比寿様なら構わないと言いそうだが、どうにも私のプライドが邪魔をする。


    　仕方ない。しばらくは、先ほどの神社の境内を寝床に使わせてもらうことにしよう。


    　十字路でノノメメさんと別れた私は、神社へと向かう。


    　長い長い階段を上り、境内へと[image: ]たどり着いた私は賽さい銭せん箱の前の階段に腰掛けて、今日何度目かも分からない溜ため息いきをついた。


    　こんなに疲れたのは、何百年ぶりだろうか。


    　恵え比び寿す様から変わった子供だとは聞いていたが、ここまで変わっているとは正直思っていなかった。


    　私は社やしろの扉を勝手に開けさせてもらうと、すぐに横になって眠りについた。


    



    　社の屋根を激しく叩たたく音で私は目を覚ます。


    　扉を開けてみると、町に薄いカーテンのように雨が降り注いでいる。


    　どうりで肌寒いわけだ。時刻はおそらく夜の十一時くらいか。


    　再び眠りにつく前に何か羽は織おるものでもないだろうかと社の中を見回していると、よからぬことが頭の隅に浮かんでしまった。


    　私はその想像を振り払おうとするが、一度浮かんでしまったものはなかなか消えてくれない。おまけに、目まで[image: ]さえてきてしまう始末だ。


    　誰だれかの忘れ物だろうか、幸か不幸かビニール傘がさが社の中に置かれている。


    　私は、これが今日最後の溜息になることを祈りつつ、雨が降りしきる社の外へと出た。


    　私は自分の記憶を頼りに、街灯が[image: ]わずかに照らす薄暗い道を進んでいく。


    　やはり、私の嫌いやな予感は的中した。


    　黄色のレインコートを羽織ったノノメメさんが、地面に[image: ]はい蹲つくばっていたのだ。


    「何をしているのですか」


    　私の声に、ノノメメさんが顔を上げる。


    「おばーさんのおサイフを捜してるんだよ」


    「あの方は、もう十分だと言っていたはずですが」


    「でも、放ほうっておけないよ」


    　まったく、この子は何を考えているのだ。


    　風邪でもひいて、告白できなくなったらどうするつもりなのか。


    　これ以上、私のペースを乱さないでほしい。


    「早く帰りましょう。家の人が心配していますよ」


    「やだ！」


    「ほら、家まで送ってあげますから」


    　伸ばした私の手を、ノノメメさんが勢いよく振り払う。その反動で、私の持っていたビニール傘が雨の中を舞う。


    「絶対に、帰らない！」


    「なぜ、そこまで強情になるのですか。あれだけ一生懸命に捜して見つからなかったのですから、ここは諦あきらめるべきです」


    「大切なモノがなくなっちゃうのは、悲しいから……」


    　雨音に紛まぎれるように、ノノメメさんが呟つぶやく。


    「おばーさんにボクと同じ思いはしてほしくないよ！」


    　ノノメメさんの叫びに、私は言葉を失った。


    　私は勘違いをしていたようだ。


    　こんな幼い子供が、親に捨てられて大丈夫なわけがない。それになぜ、気づかなかったのだろうか。


    　私は溜ため息いきをつくと、ノノメメさんから少し離れた場所の地面を捜し始める。


    「お姉ちゃん？」


    「一人で捜すより、二人で捜した方が早いですから」


    「うん！」


    　とはいえ、この暗さと雨のせいで、数メートル先を見ることすら困難な状況である。


    　ノノメメさんが自宅から持ってきた一本の懐中電灯の明りだけを頼りに道路を捜すが、とても見つけられるとは思えない。


    　ただただ、時間だけが過ぎていく。


    「お姉ちゃん、そっちはどう？　見つかった？」


    「いえ、影も形もありません。もしかすると、この町ではない場所に落としたのではないでしょうか」


    　私の言葉に、ノノメメさんが雨粒を飛ばしながら激しく首を左右に振る。


    「おばーさんは、この町で落としたって言ってた」


    「ですが、記憶違いということもあります」


    「でも、ここで落としたって言ったの!!」


    　ノノメメさんに諦める気はないらしい。となれば、彼を残して私ひとりで帰るわけにもいかず、雨に濡ぬれながら町を捜し回る。


    　どれくらい捜し続けただろうか。いつの間にか雨が止やんでいた。


    「あった……」


    　ノノメメさんの声に、私は顔を上げた。


    　民家の塀の上に登っていたノノメメさんが、小銭入れを持って小さく震ふるえているではないか。


    「あったよ、お姉ちゃん！」


    　小銭入れには、老婆の言っていた紫色の鈴が付いている。間違いない。


    　ノノメメさんが塀から飛び降りると、私の胸に飛び込むようにして抱きついてくる。


    　私はしっかりとノノメメさんを受け止めると、頭を撫なでてやる。


    「よく頑張りましたね」


    「うん！」


    　誰だれかが落ちていた小銭入れを拾って、見つけやすいようにと塀の上に置いたのだろう。


    　いくら地面を捜しても見つからないわけだ。


    「あっ！　おばーさんのウチ、聞くの忘れてた……」


    「交番に届けておけば大丈夫です。明日また交番に聞きにいくと言っていましたし」


    　小銭入れを交番へと届け、ノノメメさんと手を繫つないで歩く。


    　その手はとても小さかった。


    「家に着いたら、怒られるのではないですか？」


    「大丈夫。自分の部屋の窓の鍵かぎを開けてきたから」


    　なるほど、そこから出てきたというわけか。意外と抜け目ないのかもしれない。


    　自宅に着いたノノメメさんは、家の横へと回り自室の窓から中へと入ろうとする。しかし、鍵がかけられているらしく、窓を開けることができなかった。


    「どうしよう……」


    「これは、素直に怒られるしかないようですね。私も一緒に謝ってあげます」


    　私が一緒に謝ったところでどうなるわけでもないだろうが、一人で謝るより幾分かマシであろう。


    　ノノメメさんは私の言葉に頷うなずくと、覚悟を決めたようにチャイムを鳴らした。


    　少しすると玄関に明かりが灯り、ドアが開いた。


    「こんな時間まで何やってたの！」


    　ヒステリックな叫び声とともに、ノノメメさんの体が横に飛ぶ。ノノメメさんが、叔お母ばに思い切り頬ほおを叩たたかれたのだ。


    「ごめんなさい、おばさん」


    「アンタがちゃんとしないと、私が怒られるんだからね！」


    　玄関の壁に顔を付けながら謝るノノメメさんに、叔母の容赦ない張り手が何度も飛ぶ。


    「アンタなんか引き取らなきゃよかったよ！　兄さんがお金をくれるって言うから引き取ったけど、面倒事ばかり起こして!!」


    「ごめんなさい……」


    「謝って済む問題じゃないでしょ！」


    　叔母がさらに振り降ろそうとした手を、私は無意識に掴つかみ上げていた。


    「少しばかり、やりすぎではないでしょうか」


    「誰なのアンタ？」


    　叔母が、不快感を隠そうともせずに私を睨にらみつけてくる。


    「私は彼の友人です。ですから、これ以上彼に対して暴力が振るわれるようなら、警察に相談しなくてはいけなくなります」


    　言葉に詰まった叔お母ばは、私の手を強引に払い除のける。


    　ミツには、極力関かかわらない方がいい。ならば、叔母の言う通り口を出さないのが正解なのだろう。でも、今の私には黙っていることができそうにない。


    「ノノメメさん、一緒に行きましょう」


    　しかし、彼は首を横に振った。


    「大丈夫だから、お姉ちゃん」


    「ですが……」


    「大丈夫だから」


    　そう言って、ノノメメさんは家の奥へと走っていってしまう。


    　私がその後ろ姿を眺めていると、叔母が厭いやらしく口元を歪ゆがめた。


    「あの子がああ言ってるんだから、ウチのことには口を出さないでくれるかしら」


    　追い出されるようにしてノノメメさんの家をあとにした私は、心の中に溜たまった暗あん澹たんとした気分を解消する術すべが分からずに、道端の石ころを思い切り蹴けり飛ばす。


    　恵え比び寿す様には叔母と接触した時点で連絡をしろと言われていたが、こんなことのあった後ではとても家人になりたいとは思えなかった。


    



    　　　■　■　■


    



    「おはよー、お姉ちゃん！」


    　ノノメメさんの声が、社やしろの中で横になっていた私の鼓こ膜まくを震ふるわせる。


    　いつの間に入ってきたのだろうか、別れてからまだ半日も経たっていないというのに、元気なことだ。


    「あのあと、大丈夫でしたか？」


    「うん、大丈夫。いつものことだから！」


    　そう言って、ノノメメさんは笑う。


    「嫌いやなことは嫌だと言っていいんですよ」


    「でも、ボクのこと引き取ってくれた人だから。今までも、ずっとこんな感じだったし」


    　私は返す言葉を見つけられない。


    　ミツとなる人間は、神々が不幸を運命付ける前からそもそも不幸である、いわゆる不幸体質の人間が選ばれる。


    　私が担当してきたミツたちも、例外なく不幸を寄せつけやすい体質の持ち主だったが、なぜ今回に限ってこうも気になってしまうのだろうか。


    「辛つらくないのですか」


    「うーん、よくわかんない。もう、慣れちゃったし」


    　ノノメメさんが本当によく分からないような表情を浮かべる。


    「そんなことよりさ、探してたものが見つかったんだ！」


    「響ひびきさんのために探していたものですか？」


    「そうそう。テレビで今日見たんだ！」


    　テレビで一体、何を見たのだろうか。だが、これでようやく自分の仕事ができそうだ。


    　回収をしているうちに、ざわざわとする私の心が落ち着いてくれると良いのだが。


    「それでね、お姉ちゃんに手伝ってもらいたいことがあるんだ」


    　言いにくそうな様子のノノメメさんに、何か面倒なことを頼まれるのではないかと、警戒を強めてしまう。だが、予想に反してノノメメさんの頼み事は普通のことであった。


    「響ちゃんを、公園まで連れてきてほしいんだ」


    「ノノメメさんが、連れてくる方がいいのでは？」


    「どうしても、おねがい！」


    　ノノメメさんが、拝むように私に向けて手を合わせる。


    　私には断る理由がない。それで告白をしてくれるのなら、いくらでも手伝う用意はある。


    　私が頷うなずくと、ノノメメさんが「やったー！」と歓声を上げた。


    「これ、響ちゃんのウチの地図。あとお願いね！」


    　言うが早いか、ノノメメさんは風のように神社の境内から走り去っていった。


    　果たして、ノノメメさんを一人にしてもよかったのか私には疑問でならない。今も、力を無む闇やみやたらに使うなと言った私の言葉を忘れている様子であった。


    　私は溜ため息いきをつきながら、ノノメメさんから受け取った紙を見る。


    　そこには、ミミズがのたうち回っているような字と絵が書かれていた。


    「暗号文……ではないですよね？」


    



    　地図を見て響さんの家を探すことを早々に諦あきらめ、私は自分の足で探すことにした。


    　幸いにも、昨日きのうの小銭入れの一件で町の地図は頭の中に入っていた。これで、幾分か探すのが楽になるだろうと思ったのだが、探し始めてすぐ、自分が重大なミスを犯していることに気が付いた。


    「響さんの名字を聞くのを忘れていましたね」


    　誰だれに言うでもなく、ひとり漏もらす。


    　普段ならばこんな簡単なミスは絶対にしないはずなのに、どうやら今日の私は疲れているようだ。気を引き締めなければ、さらに不ふ手て際ぎわが続くかもしれない。


    　仕方なく、近くにいた子供たちから情報を集め、ようやく響さんのお宅と思おぼしき家を突き止めた。だが、ここからが本当の問題である。


    　どうやって響ひびきさんを連れ出したらいいものだろうか。


    　いくら最上級神様たちの改変能力で町の人々が私の存在に違和感を持たないようになっているとはいえ、子供を連れ出そうとすればさすがに怪しまれるだろう。


    　改変で学校の先生だと人々に認識されるようにしてもらえばよかった。後悔先に立たずとはこのことだろうか。


    　というわけで、私は響さんの家が見える位置で、作戦を練っているという状態である。


    　この状態が一番怪しいと言われれば、それまでなのだが。


    　すると、響さんの家から一人の少女が出てきて、辺りをキョロキョロと見回している。そして、私の姿を発見すると一直線にこちらへと近づいてくる。


    「あの、東しの雲のめくんのお友達ですか？」


    「そうですが、ひょっとして、あなたが響さんですか？」


    　私の質問に、少女──響さんがコクリと頷うなずいた。


    　ノノメメさんより、二、三歳上だろうか。利発そうな印象を与える少女だ。


    「よかった。東雲くんから、友達が迎えに来ると聞いていたので」


    　なるほど、事前に私のことを響さんに話していたわけか。


    「それでは、行きましょうか」


    　ノノメメさんによほど信用があるのだろう、響さんがあっさりとついて来てくれる。


    「東雲くんとは、どういうお知り合いなんですか？」


    　公園へと向かう道すがら響さんに問われて、私は少し考える。


    　私とノノメメさんの関係性を正しく表すのなら回収者とミツなのだが、それを響さんに話したところ理解はできないだろう。では、どう表現するのが一番いいのだろうか。


    「一言では言い表せないような関係です」


    「フクザツなんですね」


    　響さんが何かを理解したように頷く。何やら、いらぬ誤解を招いてしまったようだ。


    　それ以上、特に会話もなく、目的地の公園へと[image: ]たどり着く。だが、肝心のノノメメさんの姿がどこにもない。


    　テレビで何かを見つけたと言っていたので、それを取りに行っているのかもしれない。


    「とりあえず、座って待ちましょうか」


    　私と響さんは、並んで木陰にあるベンチへと座った。


    　待ちましょうとは言ったものの、一体いつまで待っていればいいのだろうか。


    「東雲くんって変わってますよね」


    　響さんが公園で遊んでいる子供たちを眺めながら、しみじみと呟つぶやく。


    「学校でも何かしているのですか」


    「授業中も休み時間も関係なく、忙しそうに毎日走り回っています」


    　響ひびきさんが楽しそうに笑う。


    「先生にいっつも怒られてるのに、東しの雲のめくんはやめようとしないんです」


    　今後、ミツの能力を得たノノメメさんが本気で暴れたら、普通の大人では止められないだろう。これは、早めに力の使い方を教えないと、とんでもない事態を引き起こしかねない。


    「私は、東雲くんのことスゴいなって思うんです」


    「凄すごいですか？」


    「だって、いつも誰だれかのために一生懸命頑張ってるから」


    　脳裏に、昨晩の小銭入れの一件がフラッシュバックする。


    　彼はいつもあんなことをしているのだろうか。


    「怒られても、周りの人にバカにされても、東雲くんは頑張ることをやめようとしないんです。それって、スゴいことだと思いませんか？」


    　きっと、ノノメメさんには人のために何かをしているなどという考えはないのだろう。


    　自分がやりたいからやっている。そんなシンプルな思考の方が、彼にはしっくりとくるような気がする。


    　やはり、ノノメメさんは他ほかのミツとどこか違うのかもしれない。


    「ウチで飼ってた猫のクロが、この間死んじゃったんです。すっごく悲しかったけど、泣いてたらクロに笑われちゃうってずっとガマンしてて。そしたら東雲くんが、私が悲しんでるのに気づいて、『同じのは無理だけど、代わりのを連れてくる』って」


    　響さんの話を聞いて、ようやく合点がいく。


    　ノノメメさんは、ずっと響さんのために代わりの猫を探していたのか。


    「私は悲しんでることを周りの人に知られたくなかったから、ナイショねって言ったら、それも守ってくれました。東雲くんってほんとにいい子なんです」


    　ノノメメさんがそう言った時のことでも思い出しているのか、響さんがクスリと笑う。


    　ようやく、ノノメメさんが探し物を内緒にしていた理由がわかった。私に何を探しているかを話したところで、響さんが悲しんでいることなど知りようもないというのに。律儀というかバカ正直というか。


    「代わりの猫が来たところで、それがクロじゃないって分かってるんです。でも、少しでも悲しくなくなったら、いいなって」


    「響さんは大人ですね」


    　私の言葉に、響さんは「そうですか？」と首を傾かしげる。


    　ノノメメさんが、なぜ響さんに惹ひかれたのか。何となく分かるような気がする。


    「クロはどんな猫だったのですか？」


    「黒くて大きくて、賢い猫でした。黒いからクロだなんて、そのまますぎますよね」


    　それ以降、私たちの間に会話もなく、時間だけが過ぎていった。


    　空が茜あかね色いろに染まり始めた頃ころ、響ひびきさんがベンチから立ち上がった。


    「私、そろそろ帰りますね。東しの雲のめくんによろしく伝えて下さい」


    　公園に設置された大きな時計は、もうすぐ六時になろうとしていた。


    　これ以上、彼女に待たせるのも悪いかと、私もベンチから立ち上がる。


    「家まで送っていき──」


    「響ちゃん──っ!!」


    　私の声に重なるように、ノノメメさんの声が遠くから響いてくる。


    　響さんと同時に声の方へと向けば、公園の正面出入り口から真まっ直すぐに伸びる道の奥で、ノノメメさんが大きく手を振っているではないか。


    「東雲くん──!!」


    　響さんが、私の横で手を振り返す。


    　一見、子供同士のほっこりとするような光景に見えなくもないが、私は違和感を覚えていた。


    　手を振っているノノメメさんが、空いている左手でロープを一生懸命に引っ張っているのだ。その先に何があるのかは公園の門柱が邪魔になり見ることができない。


    　だが、ノノメメさんの力をもってしても引っ張りきれない物であることは間違いない。


    　私は、背中に嫌いやな汗が流れるのを感じる。何を持ってきたのだ、彼は……。


    「ちょっとまっててね、響ちゃん！　今、いくから!!」


    「うん！」


    　ノノメメさんは振っていた手を下げると、両手でロープを引っ張り始める。


    　そこで、ようやく響さんも異変に気づいたのか、首を傾かしげ始めた。


    　ノノメメさんが引っ張っては引き戻され、引っ張っては引き戻されの一進一退を繰り返す。


    「東雲くん、何を引っ張ってるの……？」


    「響ちゃんと約束したものだよ！　コラ、おとなしくしろっ！」


    　響さんと約束したのは、猫ではなかったのか。たかが猫が、ノノメメさんの力に抗あらがえるはずがない。


    　ノノメメさんがロープを肩に担かつぐような持ち方に変え、自分の全体重を乗せながら引っ張り始める。


    　すると、彼の体は徐々に前へと進み始め、道の角に隠れていたものが姿を現した。


    「ッ!?」


    　私の横で、響さんが口元に手を当てて声を失った。


    　それもそのはずだ。


    　姿を現したのは、大きな枠で見れば黒くて大きな猫かもしれないが、それは分類学上、猫科なだけであって正確には猫ではない。


    　それは、黒くろ[image: ]ひようであった。


    　一体どこから連れてきたのか、黒くろ[image: ]ひようの胴にロープを何重にも巻き付け、ノノメメさんは一生懸命にこちらへと連れてこようとしている。


    　そして、それを嫌いやがる黒[image: ]がノノメメさんを逆方向に引っ張っているのである。


    　何というシュールな光景であろうか。


    　響ひびきさんを見て力でも湧わいてきたのか、ノノメメさんが黒[image: ]を引っ張りながら近づいてくる速度が速くなってくる。


    　黒[image: ]は力比べでは勝てないと察したのか、無防備になっているノノメメさんの背中へと襲いかかった。


    「東しの雲のめくん!!」


    　叫ぶ響さんを避難させるべく、私は公園の奥へと連れていく。


    　すぐにでも、ノノメメさんを助けに行くべきだと分かっているのだが、響さんを置いて向かうことが躊躇ためらわれる。ノノメメさんはミツの特性があるおかげで、黒[image: ]相手でも持ち堪こたえることができるだろうが、響さんは下へ手たをしたら一撃が致命傷となってしまう。


    　黒[image: ]の攻撃を躱かわして、ノノメメさんが打撃を叩たたき込んでいく。だが、黒[image: ]も負けてはいない。ノノメメさんの攻撃を受けながらも、確実にダメージを与えていく。


    　見る見るうちに傷ついていく、ノノメメさんと黒[image: ]。


    　ノノメメさんはロープを引っ張るのを諦あきらめ、黒[image: ]と真まっ直すぐに対たい峙じする。黒[image: ]もこれが最後の一撃となると理解しているのだろう。後ろ足にぐっと力を込める。

  


  [image: ]



  
    　両者が同時に飛び、交差する。


    　まるで何も起こらなかったように見えたが、ノノメメさんがガクリと膝ひざをつく。


    　勝利を確信して振り返った黒くろ[image: ]ひようだったが、振り返ると同時に苦しそうに表情を歪ゆがめ、力尽きたようにゆっくりと横倒しになった。


    　戦いを制したのは、ノノメメさんであった。


    「何ですか、これ……」


    　私は思わず呟つぶやいた。


    　目の前で起こっている光景が、何一つ理解できない。


    　勝利したノノメメさんは、黒[image: ]を担かつぐと響ひびきさんのところへと一目散に走ってくる。


    「響ちゃん、連れてきたよ！」


    　気絶した黒[image: ]を響さんの前へと置く。すると、響さんは「ヒッ!?」と短い悲鳴を上げた。


    「ちゃんと約束、守ったよね？」


    　全身傷だらけのノノメメさんが、にっこりと笑う。


    　響さんはノノメメさんと黒[image: ]が繰り広げたあまりにも衝撃的な光景に耐えきれなかったのか、ボロボロと泣き出してしまう。


    「響ちゃん……？」


    「東しの雲のめくんなんて、大嫌い!!」


    　そう言い残して、響さんは公園から走り去ってしまった。


    　大人っぽく見えたが、やはり子供だったようだ。もっとも、この光景を見れば大人でも響さんのようになる可能性はあるが。


    「響ちゃんに嫌われちゃった」


    　ノノメメさんは呆ぼう然ぜんと呟くと、力が抜けたようにその場に崩れ落ちた。


    　それと同時に周囲に甘い香りが広がり、ノノメメさんの体から金色の霞かすみが立ち昇り始める。


    　神々によって運命付けられた不幸が発動した証拠だ。


    　私はそれを回収機で吸い取りながら、地面に倒れ伏したノノメメさんを見下ろす。


    　ボロボロになってまでこんな無茶をして、その結果フラれて。何をしているのだろうか、この子は。


    「お姉ちゃん、体が動かない……」


    　ノノメメさんの掠かすれるような声に、私は動きを止めた。


    　倒れたまま微動だにしないノノメメさん。それは、フラれたショックで動けないのではない。ダメージを受けすぎて動けないのだ。


    　私は何をしていたのだ。何を暢のん気きに金色の霞など吸い取っているのだ。


    　ミツとはいえ子供が正面から黒[image: ]とやり合って、無事で済むわけがないではないか。


    　私は回収機を放ほうり投げると、ノノメメさんを抱きかかえ、一目散に病院へと向かう。


    　自分の愚かしさを頭の隅へと追いやりながら。


    



    　救急病院の処置室の前にあるベンチに腰掛けながら、私は溜ため息いきをついた。


    　処置室の扉が開き、中から医師に伴ともなわれてノノメメさんが出てくる。頭には何重にも包帯が巻かれ、右腕は三さん角かく巾きんで吊つられている。


    　全治二か月。ミツの特性のおかげで、半分ほどの時間で治るかもしれないが、それでも大怪け我がであることには変わらない。


    　私の隣に腰を下ろしたノノメメさんに、私は問う。


    「なぜ、あんな無茶をしたのですか？」


    「だって、響ひびきちゃんと約束したから……」


    　私は声のトーンを一段階下げた。


    「あんな無茶をしていたら、いつか命を落としてしまいますよ。そのことを分かっているのですか！」


    　私の怒声が、廊下に木こ霊だまする。


    「でも、大丈夫だったし……」


    「次も大丈夫だとは限りません。超人的な力のおかげで浮かれているのかもしれませんが、死んでしまうのですよ。死んでしまったら何もなくなってしまいます」


    　私の言葉に、ノノメメさんがしょんぼりと肩を落とす。


    「お願いですから、今後こういう無茶はしないで下さい。誰だれのためにもなりませんから」


    「でも……」


    　ノノメメさんの言葉に私は大きく息をついた。


    「ノノメメさんに教えるのはまだ早いと思い伏せていましたが、あなたは好きな女の子にフラれ続ける運命を背負っているのですよ」


    　意味が正しく伝わらないのではないかと心配したが、ノノメメさんは暫しばらく考え、言葉を返してくる。


    「だから僕、告白してもフラれちゃうの？」


    「そうです。ですから、ノノメメさんが無茶をしたところで何も結果は変わらないのです」


    　まるで、ノノメメさんに死刑宣告でもしているような気分になる。


    　こんな幼い少年に、無理矢理背負わされている運命を教えることが良いことなのか悪いことなのか、私には分からない。でも、私はノノメメさんにこれ以上、傷ついてほしくないと心の底から思っていた。


    「ふーん、そうなんだ」


    　先ほどの様子からすると、彼は自分の運命のことをちゃんと理解している。理解している上で、「そうなんだ」と言い放ったのだ。


    「なぜ、そんなに平然としていられるのですか……？」


    「だって、ボクはウンメイなんて、見たことないもん」


    「ノノメメさんが響ひびきさんにフラれた際に、体から金色の霞かすみが放出されていたではないですか。それが何よりの証拠です」


    「でも、それが本当かどうか分からないもん。もしかしたら、お姉ちゃんが勘違いしてるだけかもしれないじゃん」


    　力強いノノメメさんの眼まな差ざしを見て、私は自分がキレたことをはっきりと感じた。


    「黙りなさい。何も知らないくせに……」


    　私の冷たい声に、ノノメメさんがびくりと体を震ふるわせる。


    「あなたは運命というものの恐ろしさを分かっていないようですね。運命とはたとえ神であっても抗あらがうことのできない巨大な力です」


    　自分の中から、沈殿していたはずのドス黒い感情が浮かび上がってくる。


    　一度決壊してしまうとその感情は[image: ]あふれるばかりで止められそうにもない。


    「少し、昔話をしましょう。これは、一部の神と人間が地上で仲良く過ごしていた頃ころの話です。


    　その頃、私はとある小さな村に祀まつられている、名前を持った神でした。私の仕事は、村に起こる厄やく災さいを神の力によって退けることです。そのお礼に、私は食事と宴うたげを開いてもらい、信仰力という名の力を人々から得ていました。


    　この信仰力とは、金色の霞のような嗜し好こう品とは違い、神という存在の源となる力。言い換えれば、生命力のようなものです。信仰力をたくさん得れば強大な奇跡を起こすことができ、失えばその神は力を失ってしまいます。


    　私がいたのは小さな村でしたので、それほど信仰力を集められませんでした。それでも、その村に起こる不幸を振り払うには十分でしたし、私も村の人々の笑顔が見られればそれで十分でした。


    　私は村人たちに頼まれるままに小さな奇跡を起こし、村人から信仰力を集めるという好循環を生み出していました。ですが、その循環が崩れるには、そう時間が掛からなかったのです。


    　私がたくさんの奇跡を起こすことで村人たちは徐々に働かなくなっていきました。私が何でもやってくれるのですから、仕事をしないのも当然でしょう。そして、それと同時に村の人たちは徐々に私のことを敬わなくなっていきました。


    　その結果、信仰力は下がり、私は小さな奇跡を起こすことさえできなくなっていきました。それを見た村人たちは、『この神は使えない』とさらに私のことを[image: ]ないがしろにしていったのです。


    　それは、負の連鎖でした。私にはどうすることもできず、とうとう、私は信仰力を完全に失い、名前も神としての力もなくしてしまいました。祠ほこらの中に閉じこもってしまった私は、世界から忘れ去られた存在となったのです。


    　どれくらい月日が流れたでしょうか、人々は大きな町へと移動し、村は無人になりました。すると、私の元へ天の国から迎えの者がやってきました。


    　私はなぜこんなことになってしまったのかと、迎えの者に訊たずねました。すると、迎えの者は『それが、あなたの運命だったのです』と教えてくれました。


    　私が忘れられてしまったのも、全てを失ったのも運命なのですから仕方ありません。


    　私は失意のままに天の国へと昇り、そこで回収者となったのです」


    　長い話だったので途中で飽きているかと思っていたのだが、ノノメメさんはしっかりと私の話を聞いていた。


    「運命とは誰だれにも変えることはできません。私の名前も、力も二度と戻ってくることはないのです」


    　私の話を聞いて何かを考えていたノノメメさんが、自分の掌てのひらをポンと叩たたく。


    「てんのうず！」


    　何の脈絡もないノノメメさんの言葉に、私は思わず「テンノウズ？」と聞き返してしまう。


    「そう、てんのうず！　それが、お姉ちゃんの新しい名前だよ。いい名前でしょ、お父さんとお母さんと三人で住んでた場所の名前なんだ！」


    　驚きのあまり私は声を失って固まってしまう。


    　そんな私にノノメメさんが、笑いかけてくる。


    「ほら、名前が戻らないなんてウソだった」


    　神に名前を付けるなど、人間にできるはずがない。それは、たとえミツであってもだ。神は自分より上位の神にしか名前を付けてもらうことができない。それが、天の国での理ことわりだ。


    　なのに、この少年はその理をあっさりと覆くつがえしてみせた。


    「だから、いつかボクも絶対に結婚できるよ」


    　そう言って笑うノノメメさんの姿を見て、私には溜ため息いきをつくことしかできない。


    「では、私に見せて下さい。運命を変える瞬間を」


    「うん、約束する。絶対、てんのうずお姉ちゃんに見せてあげる！」


    　病院の通路の奥にある受付へと走っていったノノメメさんが紙とペンを手にこちらへと戻ってくる。


    「書いて！」


    「何を書くんですか」


    「約束を書くの！」


    　誓約書を作れというわけか。


    　私は、ノノメメさんから紙とペンを受け取ると、文面を作っていく。


    　最後に、ノノメメさんの名前を入れ、私の名前を入れようとしたところで一度手を止めた。


    　私は恵え比び寿す様に見せてもらった資料の記憶を頼りに、ノノメメさんの出生地、そして私の新たな名前───『天てん王のう洲ず』と漢字でゆっくりと書き込む。


    「あ、そんな漢字だった！　なんで知ってるの!?」


    　私の着物の袖そでを引きながら質問をしてくるノノメメさんが、私が答えるよりも先に「あ！」と声を上げた。


    「上だけじゃなくて、下の名前も考えないと」


    「今はいりません」


    　ノノメメさんの提案を、私は首を振ってやんわりと断る。


    「下の名前は、ノノメメさんが自分の運命を変えられた時につけて下さい」


    「うん！」


    　ノノメメさんの声に重なるように、廊下の奥からドタドタと足音が響いてくる。


    　薄暗い廊下から現れたのは、熊くまを連想させる大柄な中年男性だった。


    「キミが芽め吹ぶき君かい？」


    　肩で荒い息をついていた男性は、ノノメメさんが頷うなずくと安心したように息を吐き出した。


    「無事でよかった。病院に運ばれたって聞いたから、慌てて飛んできたんだよ」


    　汗だくの顔を自分の手で扇ぎながら、男性がノノメメさんの横に腰を下ろす。


    「オジサンだれ？」


    「えーと、説明が難しいんだけど、芽吹君の遠い遠い、すごーく遠い親しん戚せきのオジサンだよ」


    「でも、オジサン会ったことないよ？」


    「最近、芽吹君が親戚なんだって教えてもらったばかりで、全然会う機会がなかったからなー。それはさておき、芽吹君。今日からオジサンの家に住むことになったからよろしくね」


    　男性の唐突な言葉に、ノノメメさんと私は顔を見合わせる。


    「なぜ、急にそのようなことになったのですか？」


    　私の質問に男性が首を向ける。


    「まぁ、いろいろとあってね……。とにかく、保護者である芽吹君の叔お母ばさんときちんと話し合って決まったことだよ。芽吹君、イヤかい？」


    　男性の言い難にくそうな口調に、ノノメメさんの叔母の姿が脳裏に浮かぶ。


    　昨日きのうの一件が何か関係しているのだろうか。だとしたら、私はとんでもないことをしてしまったのかもしれない。


    「イヤじゃないよ。でも、一つお願いがあるんだ」


    　ノノメメさんの言葉に、男性が首を傾かしげる。


    「天王洲お姉ちゃんも、一緒でいい？」


    　ノノメメさんが私を指差すと、男性が私へと向き直る。


    「キミ、ご両親は？」


    「……いませんが」


    「じゃあ、お家うちは？」


    「天てん王のう洲ずお姉ちゃん、お家がないから、神社に勝手に住んでるんだよ」


    「それは大変だ！」


    　オーバーリアクション気味に反応すると、男性が私の両手をがっしりと掴つかんだ。


    「キミもウチに来るといい。イヤじゃなければね」


    　何なのだろうか、この流れは。なぜ、この男性は私を一緒に住ませてくれようとしているのだろうか。


    　そういえば、恵え比び寿す様にノノメメさんの叔お母ばと接触をしたら連絡をしろと言われていたのだった。しかし、ノノメメさんはこの男性の家に移り住むことになりそうだ。


    　ならば、私もこの家に厄介になることにしよう。幸運にも許可を貰もらえたことだし。


    「ところで、天王洲ちゃん。キミは芽め吹ぶき君とどういう関係なんだい？」


    　今の段になってこの質問とは、随分と間が抜けている。


    　男性とノノメメさんがどういう関係なのかよく分からないが、どことなく男性とノノメメさんは似ているような気がする。


    「私は、ノノメメさんの友達です」


    



    　　　■　■　■


    



    「それでは、私はこれで失礼します」


    　居間にいるオジサンに声をかけると、オジサンは振り返って人好きのする笑顔を浮かべた。


    「もう帰るのかい。芽吹君ももうすぐ戻ってくると思うけど？」


    「いいえ、用事がありますので」


    「そっか。またいつでも、来たらいいよ」


    「長いこと、お邪魔してすみませんでした」


    　本当はもっとオジサンに感謝の言葉を伝えたかった。でも、それをすることは私にはできない。改変に対する矛盾を生み出すことは、絶対にしてはならないからだ。そんなことをすれば、この世界がどうなってしまうのか分からない。それを避けるために、あの誓約書に書かれた自分の名前の部分を切り取ってきたのだから……。


    　オジサンに頭を下げると、私は住み慣れた家をあとにした。


    



    　天の国から迎えが来るまで、あと四日。それまでどこで過ごそうか。


    　こんなことなら、アルバイトでもしておけばよかった。そうすれば、どこか宿でも取って雨風くらいは凌しのげただろうに。


    　仕方がない、神社の境内にまた屋根を借りるとしよう。そんなことを考えながら、私は足の向かうままに道を歩いていく。


    　また、一人になってしまった。


    　回収者には寿命がない。ミツとの別れは必然なのだ。


    　だから、ミツに感情移入してはいけない。そう、理解していたはずなのに。


    　その時───私の心臓が大きく跳ね、頭の中が真っ白になる。


    　ノノメメさんとナナシさんが向かい側から歩いてきたからだ。


    　顔を合わせないようにノノメメさんの通学路とは別のルートを歩いていたのに、なぜ……。ナナシさんがこちらを見て、口元に笑えみを浮かべていることに気づいた。


    　随分と、悪趣味なことをしてくれる。


    　改変されて私の記憶を失ったノノメメさんが、私のことに気づくことなどあり得ない。そんなこと分かっている。にもかかわらず、ノメメさんが私のことを呼び止めてくれるのではないかと淡い期待を抱いてしまう。


    　周りの風景がスローモーション映像のようにゆっくりと進んでいく。自分の胸の鼓動がやたらとうるさい。


    　右側を歩いてくるノノメメさんと視線を合わせないようにと、私はただ前だけを見つめ続ける。右側を向きたくなる衝動を必死に抑えながら。


    　ノノメメさんとすれ違う。


    　私はついに我慢しきれず、首を右へと向けてしまった。だが、視線はノノメメさんと合わさることはなく、代わりに愉たのしそうに笑うナナシさんの視線とぶつかった。


    　止まりたいと要求する足を必死に動かして、私はただただ真まっ直すぐに進んでいく。


    　いろいろな感情がごちゃ混ぜになり、私の心をきつく締め上げてくる。悲鳴を上げることすら叶かなわない。何と叫んだらいいのかが分からないからだ。


    　だから、私は届くことのない言葉をぽつりと呟つぶやいた。


    



    「──さようなら、東しの雲のめさん」

  


  [image: ]



  
    第三話　　東雲、走る


    



    　隣りん会かい学園近くの小さな川の流れに身を任せながら、僕は空を見上げた。


    「ナナシちゃん、人はなぜ人を好きになるのだろうか」


    「何でだろうねー」


    「その[image: ]なぞが解けた時に、僕の告白が成功するのではないかと思うのだが、どうだろうか？」


    　雲一つない青空が目に眩まぶしい。


    　このままどこまでも流れていってしまいたい。そう思うのも、この天気では仕方あるまい。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん。こっちに来てくれないと、金色の霞かすみが吸い取りづらいんだけど」


    　僕が流れている川と、ナナシちゃんが立っているコンクリート製の土手では、高低差が一メートル近くもある。確かにこれでは、吸い取りづらいだろう。


    　僕は川を流れるのを中断して土手に上がる。


    「もう川の近くで告白するのはもうやめようね。川に落っこちた芽吹お兄ちゃんを追いかけるのが面倒だから」


    「服が濡ぬれるしな」


    　ナナシちゃんは手にした回収機であっという間に僕の体から放出される金色の霞を吸い取り終える。相変わらず素晴らしい手て際ぎわだ。


    　だが、ナナシちゃんは納得がいかないのか、眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「やっぱり減ってる……」


    「何が減ってるって？」


    「芽吹お兄ちゃんの一度に放出する金色の霞の量が減ってるんだ」


    「どういうことだ？」


    「普通、放出される金色の霞の量が減ることなんてあり得ないんだよ。逆流を起こして、体の中で詰まりでもしない限り」


    「だったら、原因をそう考えるのが自然なのではないだろうか？」


    　僕の言葉に、ナナシちゃんが怒りに顔を染める。


    「逆流を起こすっていうのは、回収者がサボって金色の霞を吸い取ってなかったってことだよ。芽吹お兄ちゃんはアタシがサボってるって言いたいの!?」


    「そんなこと言ってないだろ。ナナシちゃんが頑張っているのは、僕が一番よく分かっている」


    　ナナシちゃんが髪についた鈴をがらんと鳴らしながら、大げさに溜ため息いきをついた。


    「栄養ドリンクを濃くしすぎたのかな……？　まだ、レベル４なのに」


    　言いながら、ナナシちゃんは制服のポケットから緑色の液体で満たされたペットボトルを取り出す。


    「これを飲ませてるのが、直接の原因ではないと思うんだけど……」


    　一人、考えごとを始めてしまうナナシちゃんに倣ならって……というわけでもないが、僕も思考に耽ふけることにする。


    　昨日きのう、家に帰るとオジサンが「おかっぱ頭の可愛かわいらしい少女が忘れ物を取りに来た」と教えてくれたのだが、僕にはおかっぱ頭の少女に心当たりがなかった。


    　では、おかっぱ頭の少女とは一体誰だれなのだろうか。


    　もしかすると、その少女と恋に発展する可能性もある。ならば、こちらから迎えにいきたいところだ。


    　[image: ]なぞの少女はナナシちゃんと同じ制服を着ており、また青色のネクタイを締めていたという証言をオジサンから得ることができた。


    　これは、間違いなく隣りん会かい学園の生徒で、二年生であると見て間違いないだろう。


    　隣会学園では、ネクタイの色が学年別に分けられているからだ。


    「はいはい。そんな人、学園のどこにもいなかったでしょ？」


    「僕の思考を勝手に読まないでもらおうか」


    　ナナシちゃんの言う通り、今日の午前中のうちに二年生のクラスを隈くまなく捜したのだが、[image: ]の少女を発見することはできなかった。だが、オジサンがネクタイの色を見間違えていたり、[image: ]の少女が違う学園のネクタイを着けていたとする可能性もなくはない。


    「何で、その子のことにそんなにこだわるの？　今までみたいに、いろんな女の子に告白しようよー」


    「[image: ]の少女に、運命を感じるんだ」


    　ナナシちゃんが怪け[image: ]げんそうな顔で「運命？」と聞き返してくる。


    「そう、絶対に出会わなければならない。そんな確信めいた運命をね」


    「何言ってんのか、全然分からないよ」


    　運命のことも分からないとは。これだから、お子様は困る。


    　そろそろ、昼休みが終わる時間だ。学園に戻らなければならない。最近、告白に明け暮れているせいで取得単位が危ないことになり始めているのだ。たまには授業にもきちんと出なければなるまい。告白は放課後から再開するとしよう。


    



    「キミかい、きのう僕の家を訪ねてきたのは？」


    　放課後、隣会学園の校舎に併設された図書室に僕の美声が響いた。


    「あの、何のことでしょうか？」


    　ずり下がっていた眼鏡めがねを指で押し上げながら、おかっぱ頭の女子生徒が潤うるんだ瞳ひとみを僕に向けてくる。


    　この瞳は、完全に恋する乙女の瞳ではないか!!


    　だが、僕に尋たずねられたからといって、すぐに「はい、それは私です」と答えるのは、気恥ずかしいものなのかもしれない。ならば、彼女が言いやすい状況を作ってあげるのが男の甲か斐い性しようというものではないだろうか。


    「生徒諸君！　この僕の顔に免じて、今すぐ図書室から出ていってくれないだろうか!!」


    　僕の声が図書室の隅々にまで響き渡る。


    「……あの、アナタが図書室に入ってきた時点で、みんな逃げ出してしまいましたが」


    　どうりで、何の反応も返ってこないと思ったら、誰だれもいなかったのか。


    　つまり、条件は整ったというわけだ！


    「キミかい、僕の家を訪ねてきたのは？」


    「それ、さっき聞きましたから……」


    　なるほど、彼女は相当の恥ずかしがり屋さんだということか。


    　考えろ、考えるんだ、東しの雲のめ芽め吹ぶき!!


    　彼女が素直になれる状況を作るには、どうしたらいいのかを。


    「僕の話を少し聞いてくれるだろうか？」


    「は、はぁ……」


    　彼女の了承を得て、僕は隣の席へと腰掛ける。


    「あるところに、金持ちの男と貧乏な男がいた。この二人は大の仲良しで、どこに行くにもいつも一緒だった。ところが、金持ちの男には一つ疑問があった。貧乏な男がまったく働かないことだ。なぜ働かないのか、金持ちの男は気になり、ある日直接聞いてみることにした。『なぜ、キミは働かないのか』と。


    　すると、貧乏な男はこう答えた。『僕には金持ちの友達がいるからさ』ってね」


    「はぁ……」


    「キミかい、僕の家を訪ねてきたのは？」


    「その質問三回目ですから……」


    　なぜだ!?


    　小粋なジョークで場を和なごませたというのに、なぜ彼女は答えてくれないのだ!!


    　こうなれば、最終手段を取るしかあるまい。


    　できれば、この方法だけは取りたくなかったのだが……。


    「二択問題です。Ａ、あなたは僕の家を訪ねた。Ｂ、あなたは僕の家を訪ねていない」


    「Ｂです」


    「キミかい、僕の家を訪ねてきたのは？」


    「Ｂです」


    　どうやら、彼女が[image: ]なぞの少女だと思ったのは僕の勘違いだったようだ。よくよく思い返してみれば、オジサンから得た情報の中に、「眼鏡めがねをかけている」という項目はなかった。


    「好きです、僕と付き合って下さい」


    「どういう脈絡なんですか!?」


    「脈絡は特にありません!!」


    「言い切った!!」


    　何をタイミングにしたのか、女子生徒は椅い子すから立ち上がると図書室から脱だつ兎とのごとく逃げ出してしまう。それと同時に、僕の体の周りから金色の霞かすみが放出されはじめる。


    　大きな本棚の上に腰掛けながら足をブラブラとさせているナナシちゃんが、ハンドクリーナー型の回収機で、立ち上る霞を余さず吸い取ってゆく。


    「きっと、みんなが逃げた時に、自分だけ逃げ損なっちゃったんだろうね」


    　そんなところで足をブラつかせていると、パンツが見えるぞ。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん。パンツ見たら目に針刺すよ」


    　何、その拷問!?


    　代償が大きすぎるのではないだろうか……。


    「やっぱり、金色の霞の量が減ってる。芽吹お兄ちゃん、やる気あるの？」


    「量というのは、やる気と関係あるのか？」


    「全然ないけど」


    「ないのかよ!!」


    　思わず全力でツッコんでしまうが、ナナシちゃんはどこ吹く風だ。


    「ほらね、やっぱり小さい」


    　回収機から変形した蜂はちの大きさが一回りほど小さくなっているような気がする。


    「こうなったら、栄養ドリンクのレベルを上げるしかないか」


    　ナナシちゃんが一人でブツブツと何か言っているが、僕の脳内はすでに[image: ]なぞの少女についての興味で占められている。


    「そういえば、芽吹お兄ちゃんってフラれても倒れなくなったよね？」


    　言われてみれば、今までフラれる度に脱力していたのに、最近はフラれた直後でもこうして普通に行動できる。


    　フラれることに慣れてきたのだろうか？


    　慣れるって、それはそれでどうかと思うのだが……。


    「やっぱり、やる気がないんじゃないの？」


    「さっきから、やる気がないと言っているが、本当にやる気がないように見えるか？」


    　ナナシちゃんは、僕の問いをすぐに否定した。


    「芽吹お兄ちゃんは、ちゃんと告白してくれてるんだよねー」


    「ナナシちゃんとの約束を破るわけにはいかないからな」


    　一日、十回告白をする。


    　それが、僕とナナシちゃんのあいだで交わされた約束だ。


    　僕の『好きな人と結婚をして幸せな家庭を築く』という夢を叶かなえるためにも、この約束を破るわけにはいかない。


    「そういえば、この約束をナナシちゃんとしたのはいつだったか？」


    「そんな大事なこと忘れちゃったの？　アタシと芽め吹ぶきお兄ちゃんが初めて会った時でしょ！」


    　言われて、記憶が鮮明に浮かび上がってくる。くるのだが、なぜか、浮かび上がった記憶に違和感を覚えてしまう。


    「疲れてるんじゃないの？　ほら、これ飲んで元気になって」


    　投げ渡されたペットボトルを見て、僕は顔を顰しかめた。


    　ペットボトルの中身がいつもの緑から黄色へと変化している。まさかこれは……。


    「そう。栄養ドリンクレベル５だよ」


    　やはりそうだったか。レベル４でもドリンクの効果が切れた後の脱力感が凄すさまじかったというのに、レベル５など飲んだ日には果たしてどうなってしまうのだろうか……。


    「芽吹お兄ちゃん、約束したでしょ。健康に気をつけるために、栄養ドリンクは必ず飲むって」


    「僕は健康なので、飲まなくても大丈夫なのではないだろうか……？」


    「アタシとの約束、破っちゃうの？」


    　ナナシちゃんが今にも泣き出しそうな表情になり、僕は言葉を詰まらせる。


    　約束とは相手を信頼するということ。約束を破るということは相手の信用を裏切るということだ。どこかに行ってしまった僕の父が教えてくれた、数少ないことの一つだ。


    　相棒であるナナシちゃんの信頼を裏切るわけにはいかない。


    　僕は、キャップを開けると中身を一気に飲み干す。


    　これまでの栄養ドリンクに勝る悪臭と最悪な口当たりだ。だが、そのダメージも吹き飛ぶほどに、体中にエネルギーが満ち[image: ]あふれてきた。


    「ちぇすとおおおおおおおッ!!」


    　湧わき上がるテンション、沸ふつ騰とうする血液、燃え盛るこの情熱!!


    　これを抑えつけることができるだろうか。いや、できるわけがない!!


    　僕は窓ガラスを砕いて図書室から飛び出すと、校舎をよじ登っていく。


    　なぜ、校舎の壁をよじ登るのかって？


    　そこに壁があるからさ!!


    



    　　　■　■　■


    



    　ノノメメさんの家をあとにしたものの、行くあてがあるわけでもなく、私は兎と々と呂ろ城ぎ神社を仮の宿にさせてもらっていた。


    　賽さい銭せん箱の前の小さな階段に腰掛けながら、私はぼぅっと空を見上げる。


    　空はどんよりと曇り始め、今にも雨粒を落としてきそうだ。


    　天の国からの迎えが来るまで、あと三日。


    　こうして、ずっと空を見上げて待っていようか、と考えていると、不意に声がした。


    「あなたは本当に神社が好きなんだね。いつだったか私と話をしたのも、この神社だよね？」


    　長い黒髪を風に揺らせながら、声の主が口の中でクツクツと笑う。


    「木き場ば先輩」


    「ちょっと見ない間に、随分と辛しん気きくさい顔つきになったね、天てん王のう洲ずさん」


    　言いながら、木場先輩が賽さい銭せん箱の上に腰掛ける。


    「その行為は、罰ばち当たりではないでしょうか？」


    「大丈夫、大丈夫。私だって、神様なんだし」


    　木場先輩が「それより」と言葉を続ける。


    「会長さんに聞いたけど、天の国に帰るんだって？　東しの雲のめ君にはちゃんと挨あい拶さつしたの？」


    「そんなことできません。改変に矛盾を生んでは、大変ですから」


    　木場先輩はやれやれと首を振る。


    「記憶が上書きされちゃってるんだから、挨拶するくらいじゃ矛盾なんて生まれっこないのに。相変わらず真ま面じ目めだね、あなたは」


    「元々、こういう性格なもので」


    「それで、モヤモヤしちゃって、こうやって空を眺めてるってわけだ？」


    　そう言って、木場先輩が口の中でクツクツと笑う。

  


  [image: ]



  
    「何をしに来たんですか？」


    「あれ、随分と冷たくない？　いろいろとやり合った仲だし、こうして別れの挨あい拶さつをしに来たっていうのにさ」


    「それは失礼。まさか、木き場ば先輩が私に挨拶してくれるなどとは露つゆも思わなかったもので」


    　私の言葉に、心外だという表情を浮かべていた木場先輩だが、すぐに真剣なものへと変わる。


    「本当にこのまま、帰ってもいいの？」


    「それは、どういう意味ですか」


    「私は腹のさぐり合いをしたいわけじゃないの。本当に東しの雲のめ君と離ればなれになってもいいと思ってるのかって聞いてるんだよ」


    　木場先輩の言葉に、私は小さく息を漏もらした。


    「仕方がないじゃないですか。もう、私にはどうすることもできないのですから」


    「あなたが望むのなら、私が手伝ってあげても──」


    「改変に矛盾を生むつもりですか？」


    　私の言葉に、木場先輩が口を閉じる。


    「改変の矛盾は世界の矛盾です。矛盾が発生すれば、最上級神様たちは矛盾の元凶とその周辺を駆除することで矛盾を解消しようとしますよ。それがどういう意味なのか、それくらい木場先輩も知っているはずですよね」


    「何で、こんな時ばっかり仕事しようとするのかしらね、最上級神あいつらは……」


    　木場先輩が苦々しそうに呟つぶやきながら、賽さい銭せん箱に拳こぶしを叩たたきつけた。


    「改変に矛盾を生まないように、何とかすればあるいは……」


    「それも、無理です。最上級神が六柱も関かかわっているのですから。私たちが何かしようと、いや、会長が手伝ってくれたところで、結果は何も変わらないでしょう」


    「じゃあ、このまま黙って引き下がるっていうの？」


    　ぽつりと、雨粒が落ちてくる。


    　とうとう、雨雲が我慢できなくなったようだ。


    「私のことを心配してくれて、ありがとうございます」


    　木場先輩が、顔を歪ゆがめて恥ずかしそうに頬ほおを掻かく。


    「私はさ、あなたと東雲君のコンビを見てるのが好きだったんだよ。まあ、そうなるまでにいろいろとあったけどね。でもあの一件で、あなたたちのこと凄すごく好きになった」


    　木場先輩が笑えみを浮かべる。


    　いつもの人を食ったような笑いではなく、本当の笑顔だ。


    「それは、友ともも同じだと思うの。私はあなたたちのことを悲しませたくないし、友のことも悲しませたくない。だから、あなたが東雲君と離れたくないって言うなら、私は全力であなたの味方になる」


    　自分が独りぼっちだと思っていたのは、どうやら私の思い過ごしだったようだ。


    　こんなに私のことを真剣に思ってくれているヒトがいる。それだけで、私は十分だった。


    「十じゆう条じようさんのことを大切に思うのなら、やはり木き場ば先輩は何もしない方がいいと思います。私のことなら大丈夫ですから」


    　木場先輩は何か言おうとするが、それを言葉にすることはなく喉のどの奥へとしまい込んだ。


    「まぁ、まだ三日あるし、よく考えてみるといいよ」


    　それじゃ、と木場先輩は座っていた賽さい銭せん箱から立ち上がると、そのまま神社の境内をあとにする。


    　そんな木場先輩の背中を私は呼び止める。


    「壊した賽銭箱のことちゃんと謝っていって下さい」


    　木場先輩が拳こぶしを叩たたきつけたせいで、賽銭箱が半壊してしまっている。これでは、入れた賽銭が盗み放題だ。


    「あなたが謝っておいてよ。お助け賃の先払いってことで」


    　木場先輩が、口の中でクツクツと笑う。


    　どうやら、私はまた宿を替えなくてはいけなくなりそうだ。


    



    　　　■　■　■


    



    　自宅の廊下を歩きながら、僕は溜ため息いきとともに肩を落とした。


    　雨の降る中、学園内をひたすら駆けずり回ったというのに、おかっぱ頭の女の子を発見することはできなかった。


    「だから、そんな人いないんだって。いつまでも、いない人のことなんか気にしてないで、どんどん告白していかないとダメだよ」


    　これだけ捜してもいないとなると、ナナシちゃんの言うように、学園内に存在しないのかもしれないと思えてくる。では、オジサンが会った少女とは、誰だったのだろうか？


    「もしかしたら、お化ばけだったりして？」


    　ナナシちゃんが、両手をだらりと下げながら厭いやらしい笑えみを浮かべる。


    　僕は、お化けの真ま似ねをしているのであろうナナシちゃんを真顔で見下ろした。


    「お化けなんて非科学的なものが、この世にいるわけないだろ」


    「うわ、芽め吹ぶきお兄ちゃんから、非科学的なんて言葉が出るとは思わなかったよ……」


    　普通に考えれば、おかっぱ頭の少女は隣りん会かい学園の生徒ではないということなのだろう。


    　では、なぜ隣会学園の制服を着ていたのかという[image: ]なぞが出てくるが、それ以上に、近隣の学園を回るとなるとかなりの労力がかかりそうだ。


    　と、僕はとある部屋の前で足を止めた。


    　[image: ]なぞの少女が忘れ物を取りに来たと言っていた、使われていない部屋だ。


    「何してるの、芽め吹ぶきお兄ちゃん。早く、部屋に戻ろうよ？」


    　僕はナナシちゃんの言葉を無視して[image: ]ふすまを開くと、室内の明りを点つける。


    　蛍光灯に照らし出されたのは、特筆するべき点もないようなシンプルな部屋。


    　部屋の中心にある座卓の上にメモ用紙が置かれているのに気づき、僕はそれを拾い上げる。


    「何なのそれ？」


    　横から覗のぞき込んできたナナシちゃんが尋たずねてくるが、僕も首を傾かしげることしかできない。


    　メモ用紙には『誓約書』と達筆な文字で書かれ、その下に『自分の運命を変えることを誓います』という文面が躍っている。


    　そのさらに下には、ミミズがのたうち回っているような汚い字で僕の名前が書かれていた。


    「暗号か何かか？」


    「これ書いたの、芽吹お兄ちゃんでしょ。アタシに聞かれても分からないよ」


    　確かに僕の名前が書かれてはいるが、こんなものを書いた記憶がない。


    「芽吹お兄ちゃんの頭を思い切り殴ったら思い出すかもよ？」


    「僕は映りの悪くなったテレビか」


    「え？　私、昭和生まれじゃないから、そのネタ分からないー」


    　昭和生まれじゃないとか言ってる時点で、しっかりと分かっているではないか!!


    「暗号文に、[image: ]の美少女……」


    「オジサンは、美少女とは言ってなかったけどね」


    「何か事件のニオイがするな」


    　これは[image: ]の美少女が残していったメッセージと見て、間違いないだろう。


    　そして、運命を変えるという暗号……。


    「そうか、分かったぞ！　やはり、図書室で告白をした少女が[image: ]の美少女で間違いなかったのだ！　きっと、『運命を変える』とはフラれても諦あきらめずにまた告白をしてこいということに違いあるまい!!」


    「それ絶対に違うと思うけど、芽吹お兄ちゃんが告白してくれるなら何でもいいや！」


    　きっと、あの少女は推理小説が好きなのだろう。図書室でも本を読んでいたしな！


    　つまりこれは、私という犯人を、愛という名の手錠で捕まえてというメッセージに違いない。


    　なかなかの難問だったが、このＩＱ１０５の僕の頭脳をもってすれば、実に単純な[image: ]であった。


    「もちろん、今から告白しに行くんだよね？」


    「いいや、疲れすぎたので今日のところは寝る!!」


    　待っていろよ、犯人。明日には必ず捕まえてやるからな!!


    



    「やはりキミだったんだね、僕の家を訪れたのは」


    「だから、違いますって」


    　翌日、隣りん会かい学園の図書室へと再び足を運んだ僕だったが、またしても僕の推理は外はずれてしまったようだ。おかしい、どこで間違ったのだろうか？


    「このメモ用紙を家に置いていったのは、キミじゃないのか？」


    「何ですか、それ？」


    　おかっぱ頭の少女は煩わずらわしそうに顔を上げると、メモ用紙をじっと凝視する。


    「そもそも私は、あなたの家がどこにあるのか知らないんですけど」


    　家の場所、知らないのかー。それじゃあ、ウチに来るの無理だわー。


    「それと、このメモ用紙の下の部分、切り取られたような跡がありますよ？」


    　おかっぱ頭の少女に指摘されて見てみれば、確かにメモ用紙の下部が綺き麗れいに切り取られている。言われるまで気づかなかった。


    「ここに、何か書いてあったんじゃないですか？」


    「すごいな、キミ！　僕と結婚してくれ!!」


    「お断りします」


    　うん、叫ばれたり、命いのち乞ごいをされたりしないで、綺麗にフラれるって気持ちいいよね。


    「用は済みましたよね。二度と話しかけないで下さい」


    　完かん璧ぺきなる、拒絶の言葉であった。


    　僕は金色の霞かすみをしょぼしょぼと放出しながら図書室をあとにして、図書室の目の前にある西洋風の庭園の中で大の字に倒れる。


    　降りしきる雨が、傷ついた心に気持ちいい。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、大丈夫？」


    「これが、大丈夫に見えるか？」


    　金色の霞を回収しているナナシちゃんに聞き返すと、彼女は「うーん」と眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「あんまり大丈夫そうには見えないね」


    「だったら、放ほうっておいてくれ」


    　[image: ]なぞの美少女は、図書室の彼女ではなかった。それで、捜査は振り出しに戻ったというわけだ。


    　しかし、重要な手がかりを手に入れることができた。


    　誓約書の切り取られた部分。きっとそこに、[image: ]の美少女の手がかりが書かれているのだろう。


    　となると、[image: ]の美少女を僕に捜させないために、誰だれかが故意に切り取ったという可能性も出てくる。


    「そんなの気にしてないで、早く告白しに行こうよ。今日の分、あと九回も残ってるんだよ？」


    「いや、ちゃんと告白はするが、どうしてなのかこのメモ用紙のことが気になって仕方ないんだ。なぜ、自分の記憶にないのに僕の名前が書いてあるのだろうか……」


    「そんなのすぐに忘れさせてあげるよ」


    　ナナシちゃんが、にやりと口元に笑えみを浮かべる。


    「レベル５、注入!!」


    　言葉とともに、ペットボトルに入った黄色の液体を無理矢理口の中へと流し込まれる。


    　この間、[image: ]わずか一秒にも満たない時間であった。


    　早い、早すぎるぞ、ナナシちゃん!!


    「余計なことなんて気にしないで、芽め吹ぶきお兄ちゃんは告白することだけ考えていればいいんだよ。大丈夫、一回の霞かすみの量が減ったのなら、その分告白の回数を稼げばいいんだから」


    「誓約書」と書かれたメモ用紙を見る度に感じていた違和感が、僕の中から消えていく。


    　[image: ]あふれ出すのは、ただ一つの感情。告白をしたいという強い気持ちだけだ！


    「メッシャ─────ッ!!」


    　頭の中はすっきり爽そう快かい。今なら、何度でも告白できる気がしてならない。


    　まるで、僕の復活を祝福するように雨が上がっていく。生あい憎にくとどんよりと曇った空だけは変わらないが、僕の告白で、すかっと晴れ渡らせてみせるぜ!!


    「うお────!!　やってやるぜ───ッ!!」


    　自分の限界を軽々と超える速度で、昼休みの校舎内を駆け巡る。


    「好きです付き合って下さい!!」


    「きゃー!!　東しの雲のめ芽吹が現れたわよー!!」


    　オーライ。叫ばれることなどこの数日間ですっかり慣れてしまっている。


    　よし、次に行こう。


    「僕と結婚して下さい!!」


    「い、命だけは……」


    　はいはい、命いのち乞ごいのパターンね。ノープロブレム！


    　この程度でへこたれるような僕ではない。どんどん行こう。


    「あなたのことが、大好きだー!!」


    「私は嫌いですー!!」


    　はっきりと断られるパターン、頂きました！


    　これが一番堪こたえるんだよねぇ。だが、いける。まだいけるぞ!!


    　校舎内を走り終えた僕は、特別棟へと突入しようとする。だが、目の前に壁、いや二つの山が立ち塞ふさがっていた。


    　お嬢様然としたふっわふわのウェーブヘアーに、品の良さを感じさせる笑顔。制服の下にあってなお、自己主張の激しい胸を自慢げに反そらしながら、仁王立ちで僕の行く手を遮さえぎっている。


    「東雲君、ちょーっと暴れすぎかな？」


    　この人は──、この人は誰だれだったか？　いや、誰でも構わない！


    「僕と幸せな家庭を築いて下さい!!」


    「ありゃりゃ。これまで私だけには告白してこなかったのに。まともな時だったら嬉うれしかったんだけど、今の東しの雲のめ君に言われてもイラっとするだけだぞ」


    　声だけを残して、僕の目の前から女子生徒の姿が消えた───と思った瞬間、僕の背後から声が聞こえてきた。


    「栄養ドリンクのせいだとはいえ、もうちょっと自重しようね。じゃないと、彼女が悲しんじゃうよ？」


    　どうやって移動したのか、そんなことを考える暇ひまなどなかった。僕は手刀を首筋に喰くらい、昏こん倒とうさせられたのだから。


    



    「ナナシちゃん、ちょっとやりすぎじゃないかなー。いくら金色の霞かすみを回収するためだとはいえ、これ以上やられちゃうと見過ごせないんだけど？」


    「これくらい、普通だと思いますけど？」


    　聞き覚えのある声に僕はゆっくりと目を開いた。視界に映るのは白い天井。どこだ、ここは？


    「気づいた、東雲君？　保健室に運ばれたんだよ、覚えてる？」


    　恵え比び寿す会長の言葉に僕は首を横に振る。すると、首筋に激痛が走る。


    「まだ、首は動かさない方がいいと思うな。結構強めにやっちゃったから」


    　やっちゃったとは、何をやられたのだろうか……。


    　ダメだ、首と頭が痛くて何も思い出せない。


    「話を戻すけど、あの栄養ドリンクの濃度をだいぶ上げちゃってるでしょ？　七段階のうちの黄色だったかな。それって、レベル５だよね」


    　恵比寿会長の口調がいつもと違って厳しい。だが、ナナシちゃんはそれに臆おくしている様子もない。


    「大丈夫ですよ、恵比寿様。これくらいで、ミツは壊れたりしませんから。そんなことより、学園内で芽め吹ぶきお兄ちゃんがあらかた告白し終わったら、学園内の記憶を全部消して、また最初から告白すればどんどん金色の霞が吸い取れますよ。どう、言い考えでしょ？」


    　ナナシちゃんの言葉に、恵比寿会長は重い息をついた。


    「ナナシちゃん。東雲君の金色の霞の放出量が減ってることに私が気づいていないとでも思っているのかな？　それを回数でカバーしようとしているよね」


    　会長の思わぬ不意打ちにナナシちゃんが言葉を詰まらせる。


    「それに、改変っていうのはただ便利なだけじゃなくて、とっても危険な力なの。そんな簡単にホイホイ使えるようなものじゃないんだよ」


    　見ていて気の毒になるほど、ナナシちゃんの姿が小さくなっていく。


    「まずは東しの雲のめ君をゆっくりと休ませて、金色の霞かすみの放出量を回復させること。それから、栄養ドリンクは今後使わない。約束してくれるかな？」


    「……はい、分かりました」


    　どうやら、恵え比び寿す会長の説教は終わったようだ。


    　僕はベッドから降りると、上履きを履く。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、帰ろ」


    　ナナシちゃんが、呟つぶやくように言う。


    　ナナシちゃんをここまで落ち込ませるとは、さすがは偉い神様である恵比寿会長だ。


    　絶対に逆らわないようにしておこう。


    「東雲君もあんまりはしゃぎすぎないようにね？」


    　恵比寿会長の笑顔がなぜか般はん若にやの形相に見えて、僕は姿勢正しく返事をするのだった。


    



    　帰宅して自室でぼんやりと横になっていると、いつの間にか夜中になっていた。


    　また明日の告白に備えて早く寝なくてはいけないと分かってはいるのだが、あの誓約書のことがどうしても気になってしまうのだ。


    「芽吹お兄ちゃん」


    　声に寝返りを打つと、僕の布ふ団とんの中にナナシちゃんが入ってきていた。


    「ん？　ってうお!?　いつの間に入ってきたんだ!!」


    　窓を激しく打つ雨の音と相まって、幽霊が現れたのかと思ってしまったではないか。


    「ちゃんと、自分の布団で寝ろ！」


    「アタシのやり方って間違ってるのかな？」


    「全然、話聞いてないし!!」


    　何かを期待するようなナナシちゃんの表情に、僕は表情を少しだけ真剣なものにする。


    「回収者のことはよく分からないが、僕はナナシちゃんの味方だ」


    「ほんとに？」


    「当たり前だろう、相棒を信じないでどうする」


    「結構、信用されてない時があるような気がするんだけど」


    　ナナシちゃんにジト目で見られて、僕は言葉を詰まらせる。


    　いや、何というか、ほら。時と場合によるってこともありますよね、えぇ。


    「芽吹お兄ちゃんは、アタシとの約束守ってくれるよね？」


    「今日だって、ちゃんと十人に告白しただろうが」


    　ナナシちゃんは掠かすれるような声で「うん」と呟く。


    「恵比寿様は使っちゃダメだって言ってたけど、芽吹お兄ちゃんには栄養ドリンクが必要だと思うんだ。だから、飲んでくれるよね？」


    「それは、本当に必要なんだな？」


    　僕の言葉に、ナナシちゃんが頷うなずく。


    「だったら、飲もう。ナナシちゃんが僕のためを思ってやってくれているのだ。僕が断る理由がどこにある？」


    「ありがとう、芽め吹ぶきお兄ちゃん！」


    　ナナシちゃんが抱きついてくる。口元に笑えみを浮かべながら。


    　ふむ、もうちょっと凹凸のはっきりとした体つきだったら嬉うれしかったのだが……。


    「何にも感じられないようにしてあげようか、芽吹お兄ちゃん？」


    　笑顔で言うとか、怖すぎるだろ。この顔は本気でやりかねない顔だぞ。


    「冗談、冗談だから!!」


    「それじゃ、アタシ栄養ドリンクを調合してくるね！　おやすみ、芽吹お兄ちゃん！」


    　そう言って、ナナシちゃんが慌ただしく僕の部屋から去っていく。


    「また、無茶をしたと怒られてしまうな。無茶しないなんて約束をした覚えなどまったくないというのに」


    　ごろりと寝返りを打って、僕は動きを止めた。


    　何だ、今の言葉は。僕は今何を呟つぶやいた？


    　無茶をしたら誰だれに怒られるって？　いったい誰とそんな約束をしたというのか。


    　誰かが僕の体を乗っ取って喋しやべらせたかのような言葉に、背筋がぞくりとする。


    　雷が鳴り響き、部屋の中を一瞬だけ青白い光が照らし出す。


    　数日来降り続く雨足は日に日に強くなっているような気がする。


    　僕は朝まで記憶を探り続けたが、結局思い出すことはできなかった。


    　その間、雷はずっと鳴り響いていた。


    



    　　　■　■　■


    



    　昨晩から鳴り出した雷は、夜が明けても止やむ気配を見せない。


    　まるで、天の国に帰ってくるなと私が言われているような気がして気が滅入ってくる。


    　いや、気が滅入っているのは、この公園で一晩を明かしたせいだろう。


    　雨風を凌しのげればと、山をくり貫ぬいてその上に滑り台を付けた遊具の中で寝ていたのだが、床は堅い、雨音はうるさい、おまけにやたらと寒いと三重苦を味わわされることになった。


    　まったく、木き場ば先輩が賽さい銭せん箱を破壊しなければ、神社から追い出されることもなかったというのに。次に会った時にでも、木場先輩には存分に文句を言わせてもらおう。


    　公園に設置された時計は、そろそろ朝の六時を示そうとしている。


    　迎えの時間は、今日の昼の三時。


    「ぼうっとしていると、余計なことばかり考えてしまいますね」


    　独りごちりながら、私は溜ため息いきを吐つく。


    　こんなことなら、一人でできる趣味でも見つけておくべきだった。また、同じような状況になるかは分からないが、天の国に帰ったら趣味を見つけようと心に誓った。


    



    　　　■　■　■


    



    「東しの雲のめ、この問題解いてみろ」


    　数学教師が黒板の数式をチョークで示しながら、僕の名前を呼ぶ。


    「分からん……」


    「何だ、こんな簡単な問題も分からないのか？」


    「さっぱり、分からん」


    「ちゃんと勉強しておけよ。じゃあ、月つき島しまやってみろ」


    　昨日きのうから思い出そうとしていることが、さっぱりと思い出せず、僕のイライラゲージはマックスに達そうとしていた。さらに、苛いらつくのがこの鳴りっぱなしの雷だ。


    　大きな音で鳴り響いて、僕の思考をかき乱してくる。


    　いつか、僕の手から衝撃波が出せるようになったら、雷雲を一番先に消し飛ばしてやる。今のところ、手から衝撃波が出るようになる予定はないのだがな！


    　そんなことはどうでもいい。重要なのは、誰だれと[image: ]なぞの約束をしたかだ。


    　誰かと約束したら確実に覚えているはずなのに、なぜこれだけ記憶にないのだろうか。


    　こうなってくると、ただ寝ね惚ぼけて言葉が出てきただけという可能性が濃厚になってくるが、どうにも納得することができない。


    　違和感だけが大きくなっていく。


    　[image: ]の少女と誓約書。それに、[image: ]の約束。


    　前のヒントを解決していないというのに、一個増えてしまっているではないか。誰だ、こんなミステリーを作った奴やつは!!　しかも、[image: ]が被かぶってるし!!


    「まったく、分からん!!」


    「分からないのは、分かったから。黙ってろ、東雲！」


    　とにかく、一度落ち着こう。


    　きっと、気づけば「何だ、そんなことか」と思えるような下らないことなのだろう。


    　もっと、肩の力を抜いて気楽にいこうではないか。


    



    「気楽にいくんじゃなかったの、芽め吹ぶきお兄ちゃん？」


    「そのつもりだったのだが……」


    　ナナシちゃんの言葉に、僕は机に突っ伏しながら答える。


    　ダメだ、気になって仕方がない!!


    　よくよく考えてみれば、一晩中考えていたのだ。そう易やす々やすと気楽な考えに切り替えられるわけがないではないか!!


    「今日はまだ一回も告白してないよ。アタシとの約束はどうなっちゃうわけ？」


    「大丈夫だ、帰宅するまでにはちゃんとやるから……」


    「もう、そんなこと言ってー」


    　すまない、ナナシちゃん。僕は二つのことを同時にできない不器用な男なのだ。逆に言えば、一つのことにこだわる熱い男ともいえる。


    「そんなのどうでもいいからさー」


    「待て。君は僕の相棒だろう。相棒だったら、一緒に考えてくれてもいいではないか！」


    「相棒、相棒って、アタシは何の相棒なわけ？」


    「そりゃ──」


    　何の相棒だろうか？


    　いやいやいや。いつも、一緒にいるから？　違う、何かしっくりこないぞ。あれだ、ミツと回収者の関係だ。しかし、そんな関係が相棒か……？　ダメだ、これも何か違う気がする。


    　がらんと鈴の音が響き、僕はナナシちゃんへと視線を向ける。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、最近何だか様子が変だよ。どうしちゃったの？」


    「自分でもおかしいと分かってるんだ。どうしてしまったのだろうか、僕は……」


    「レベル６の栄養ドリンク、いっとく？」


    　そう言って、ナナシちゃんは橙だいだい色いろの液体の入ったペットボトルを僕にくれる。


    「恵え比び寿す会長に禁止されたのに、堂々と学園内で飲んで大丈夫なのだろうか？」


    「きっと[image: ]しかられると思う。でも、元気のない芽吹お兄ちゃんを見てるくらいなら、恵比寿様に[image: ]られた方がマシだよ。それに、アタシの代わりになるような優秀な回収者はいないもん。だから、芽吹お兄ちゃんの回収者から外はずされることはないから、安心して」


    　恵比寿会長に[image: ]られるかもしれないというのに僕のことを心配してくれるとは、ナナシちゃんいいヤツすぎるだろ。ナナシちゃんが僕の回収者でよかったと心から思う。


    　そんなナナシちゃんに、これ以上情けない姿は見せられない。その想おもいが、僕の心の中から栄養ドリンクを飲むことへの躊躇ためらいを掻かき消していた。


    　ペットボトルの中身を一気にあおる。


    　その瞬間、体中がビキビキと音を立て始める。それが、血管が切れている音なのか、筋肉が引っ張られている音なのか、骨が軋きしんでいる音なのかは分からない。もしかするとそれら全部なのかもしれない。


    　体内にあるはずのないエンジンが駆動を開始し、破裂してしまいそうな程に激しく心臓を鼓動させる。


    　徐々にエンジンの回転数が上がっていく。それに伴ともない、体中から力が[image: ]あふれ出てくる。


    　口から吐く息が、橙だいだい色いろに染まっている。


    　体の中の組織が全て作り変わっていくような、そんな感覚。


    　そして、世界が白く染まっていく──。


    「僕と付き合ってもらおうか」


    「何で、アタシに告白してるの、芽め吹ぶきお兄ちゃん……」


    「僕のすることに文句でもあるのか？」


    　僕が顔を近づけると、ナナシちゃんは怒ったような表情を浮かべる。


    「アタシに告白しても意味ないでしょ！」


    「知らないな、そんなことは。僕は告白をしたいと思った相手に告白をする。それだけだ」


    　僕が、ニヤリと笑えみを浮かべると、ナナシちゃんは露骨に舌打ちをしてきた。


    「そういえば、ナナシちゃんと約束をしていたな。どれ、その約束を果たしに行くとするか」


    「え、ちょ!?」


    　ナナシちゃんを担かつぎ上げると、窓を突き破り、外へと飛び出す。


    　篠しの突つく雨が、[image: ]しやく熱ねつと化した体に染み込んでいく。


    　特に行くあてがあるわけでもないが、体育館にでも向かってみるとするか。


    　[image: ]れ出る力が、もっと使えもっと使えと僕に語りかけてくる。


    　僕は飛ぶように駆け、体育館へと到着すると、そのまま外壁を登り屋根へと到達する。


    　入り口から普通に入ったのでは何も面白くない。ここから入ろう。


    　体育館の屋根を拳こぶしで打ち抜くと、ガラガラと破片が中へと落ちていく。僕もその破片と一緒に体育館の中へと侵入する。


    　中では、どこかのクラスの女子がバレーボールに興じていたようだ。


    　僕の登場の仕方があまりにも格好良すぎたせいか、皆床に座り込んでしまっている。


    「し、東しの雲のめ、な、何をやってるんだ、お、お前は!!」


    「男に用はない、黙っていろ」


    　声を裏返らさせている男性教師を一喝し、黙らせる。


    　これだけ女子生徒がいれば、ナナシちゃんとの約束をクリアーするのは造作もないことだ。


    　と、鼻のあたりに違和感を感じた僕は指で拭ぬぐう。


    「血？」


    　指にべっとりと血が付いているではないか。何なのだ、これは？


    　体が急に寒気を訴え始める。


    　視界がぐにゃりと歪ゆがみ、立っていることができない。


    　体の震ふるえが止まらない。意識が黒く塗りつぶされていく。


    　鼻からの血が逆流して口の中に血の味が広がる。全身を鋭い痛みが襲う。


    　体から急速に力が抜けていく。まだフラれてすらいないのに。


    　自分の身に何が起こっているのか、まるで理解できない。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん!?」


    　ナナシちゃんの声が聞こえるが、目の前が真っ暗でどこにいるのか分からない。


    　幼い声と、がらんという鈴の音だけがこちらへと近づいて──。


    



    　　　■　■　■


    



    「天てん王のう洲ずちゃん」


    　声に顔を上げれば、会長──いや、恵え比び寿す様が「やっほー」と笑顔で手を振りながら、公園の中へと入ってくる。


    「学校はどうしたのですか？　まだお昼の二時ですが」


    「お見送りにちょっとね」


    　そう言って、恵比寿様が私に傘かさを差しだしてくれる。


    「持ってないんじゃないかなーって思ってたんだけど、やっぱり傘持ってなかったんだね」


    「急な雨でしたので」


    「この雨、何かおかしいなーって思わない？　普通、こんなに長い間、雷が鳴り続けることなんてないし」


    　確かに、異常気象だということは私にも分かる。だが、それがどうしたのだろうか。


    「わからない？　改変に矛盾が生まれ始めてるんだよ」


    　恵比寿様の言葉に、私は絶句してしまう。


    　改変に矛盾が生まれるなど現象としてはあり得るという話ではあるが、それが実際に起こったという話は未いまだかつて聞いたことがない。それほどまでに、改変とは強固なものなのだ。


    　一体、何をどうしたら改変に矛盾が生まれるのか、私には想像もつかない。


    「どうしてそんなことが……。回収者の誰だれかが矛盾を生み出したのですか」


    「違うよ。東しの雲のめ君がね、天王洲ちゃんのことを思い出しかけているの」


    「ノノメメさんが……？」


    　恵比寿様は真剣な表情で頷うなずく。三日前の時点では、私の存在はノノメメさんの記憶から完全に消えていたはずなのに……。


    「東雲君が天王洲ちゃんのことを思い出せば、六柱の最上級神たちは矛盾を解消するために矛盾の中心となった東雲君と、彼に関係する全てをこの世から消そうとするはず。それがどれくらいの規模になるのか……」


    　目の前が暗くなるのを感じた。


    　ノノメメさんと関連するものを消すとなれば、面倒くさがりな最上級神様たちのことだ、この町ごと消すに違いない。ノノメメさんの思い出がたくさんある、この町を。


    「天てん王のう洲ずちゃん、どうする？」


    「どうするって、ノノメメさんの記憶を再び書き換えないと」


    「そうじゃなくて、私は天王洲ちゃんの気持ちを聞きたいんだよ。消失の話をしたあとでこんな選択を迫るのは酷こくだと思うけど、それでもちゃんと現状を知ってから天王洲ちゃんには選択してもらいたかったの。あなたは、東しの雲のめ君に自分のことを忘れてほしいの？　それとも、思い出してほしいの？」


    　私がどうしたいのかなど、最初から決まりきっている。私の記憶を失ったノノメメさんとすれ違ったあの時、それを嫌いやというほど痛感させられたのだ。


    　だから、私は──。


    　私は、心に鍵かぎをかけることにした。


    「ノノメメさんとは、もう何の関係もありません。この町が消える原因を私のせいにされても寝覚めが悪いので、きれいさっぱりと私のことは消してしまって下さい」


    「本当にそれでいいのね？」


    「それ以外の選択肢は、私にはありません」


    「うん、分かった」


    　恵え比び寿す様は私の答えに、小さく微笑ほほえんだ。


    「それじゃあ、気をつけて帰ってね」


    「恵比寿様もお元気で」


    「大丈夫、私はいつだって元気だよ。だって、神様だもん」


    　恵比寿様が傘かさを回しながら遠ざかっていく。


    　私も傘を開くと、恵比寿様とは反対の方向へと歩き始めた。


    　傘を差しても防げないほど、雨は激しく降っていた。


    



    　　　■　■　■


    



    「レベル７なんて飲ませて、ほんとに大丈夫なの……。大丈夫じゃない……。でも、こうするしか……」


    　震ふるえるような女の子の声に、僕は目を開いた。


    　この声は……ナナシちゃんだ。


    　そしてこの天井にも見覚えがある。僕はまた自分の知らぬ間に保健室へ運ばれていたらしい。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん!?　気がついた？」


    　ナナシちゃんがバツの悪そうな表情を浮かべる。


    「元気ないな、ナナシちゃん。どうした何があった？」


    「大丈夫だよ、何でもないから」


    　ナナシちゃんはいつもと同じようなニッコリとした笑えみを浮かべるが、これは大丈夫ではない者が言う「大丈夫」の言い方だ。


    　そんな僕の思考を読んだのか、ナナシちゃんは笑顔を消す。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん、約束してくれたよね？」


    　そう言ってナナシちゃんが差し出してきたのは、毒々しいほどに赤い液体が満たされたペットボトル。


    「これ……、飲んで」


    　絶対に飲んではいけないものだと、僕の本能が警告している。


    　それは、ナナシちゃんの何かを躊躇ためらっているような表情からも明らかだった。


    「ナナシちゃん、一つ聞いてもいいか？」


    　僕の言葉に、ナナシちゃんはコクリと頷うなずく。


    「何か僕に隠し事をしていないか？」


    「隠し事って？」


    「例えば、おかっぱ頭の少女のこととか」


    　ナナシちゃんが一瞬だけ動きを止め、すぐに髪に付けた鈴を鳴らしながら頭を振る。


    「アタシ、そんなコ知らないよ……」


    「そうか。ならいいんだ」


    　[image: ]なぞの少女、誓約書、覚えのない約束。心に浮かぶ違和感は、未いまだに消えない。


    　早くこれを解決しなくてはならない。そんな考えが、僕の頭の中をずっと占めているのだ。


    　だが、僕が本当にやらなくてはならないことは、この違和感を解消することではない。それは、その先にあることのような気がするのだ。


    「ナナシちゃん、すまない」


    「芽吹お兄ちゃん……？」


    「ナナシちゃんとの約束を[image: ]ないがしろにして、本当に申し訳ない」


    　僕の言葉に、ナナシちゃんは目を丸くする。


    「なぜ謝るの？　まだ約束を破ったわけじゃないじゃん」


    「違和感がどうしても気になって、ナナシちゃんとの約束をどうでもいいと思ってしまったんだ。最低だな、僕は」


    　拳こぶしに力を込めると、自分の顔面を思い切り殴り飛ばす。


    「何やってるの、芽吹お兄ちゃん!?」


    「これは、ナナシちゃんへの謝罪の気持ちだ」


    　言って、もう一度自分の顎あごを殴り飛ばす。その勢いに、僕はベッドから転げ落ちた。


    「もう、いいってば!!」


    「今のは、自分に対するけじめだ」


    　口の中の異物を吐き出すと、折れた奥歯が床を転がっていった。


    　しばらくは満足に食事をできそうにないな、これは。


    「何で、そんなこと言うの!!」


    「何か変なことを言っただろうか？」


    「アタシ……芽め吹ぶきお兄ちゃんのことなんて本当は何とも思ってない。相棒だとも思ってない。アタシはただ復ふく讐しゆうしたいだけなんだよ……」


    　耳を澄まさなければ聞き逃してしまいそうなほど小さな声で呟つぶやいたナナシちゃんの言葉に、僕は訊たずねずにはいられなかった。


    「復讐って、どういうことだ」


    「アタシは、芽吹お兄ちゃんたちミツのことを恨んでるんだよ。アタシを裏切ったミツのことが大っ嫌いなの!!」


    　保健室にナナシちゃんの声が響いた。


    　いつも冷静で人を食ったような態度のナナシちゃんが、感情を爆発させる姿など、僕は今まで一度も見たことがなかった。それほどまでに、ナナシちゃんが抱かかえていた『復讐』というものが大きいのだろう。


    　人生の半分以上の時間をナナシちゃんと過ごしてきたというのに、なぜ僕は気づいてあげられなかったのだろうか。いつも僕のことを思って行動してくれていたナナシちゃんを、僕はどれだけ苦しめていたのか。後悔の念ばかりが次々に浮かんでくる。


    「許してくれと言える立場でないことは分かってる。だから、僕は僕にできることをする。そのために、そのペットボトルを僕にくれ」


    「分かってるんでしょ、これが危険な物だってこと。七段階のレベル７だよ。それでも、飲むっていうの」


    「ナナシちゃんが大丈夫だと言ったから。僕は、ナナシちゃんの言葉を信じる」


    　僕の言葉に、ナナシちゃんがきつく唇くちびるを噛かみしめる。


    「さっきアタシが言ったこと聞いてたの？　アタシは復讐したいんだよ。芽吹お兄ちゃんだけじゃない。全てのミツに復讐がしたいの」


    「だとしたら、僕にその栄養ドリンクを飲ませるべきじゃないのか」


    「わかってるの？　死ぬかもしれないんだよ？　『好きな人と結婚する』っていう夢が叶かなえられなくなるかもしれないんだよ？」


    　今にも泣き出しそうな表情を浮かべるナナシちゃんに、僕は首を振って応こたえる。


    「大切なヒトとの約束は必ず守ってみせる。その上で、自分の夢も叶えてみせる。僕にはそれを両立させるだけの力がある！」


    　僕はペットボトルの蓋ふたを開くと、飲み口を自分の口元へと運ぶ──と、ナナシちゃんが僕の手からペットボトルを奪い取った。


    「本当にバカだね、芽め吹ぶきお兄ちゃんは」


    　ナナシちゃんが言い終わると同時に、大きな音を立てて保健室の扉が開く。


    　その音に、僕とナナシちゃんは同時に視線を向ける。


    「……捜しましたよ、東しの雲のめ先輩」


    　そこにいたのは、サイドテールの小柄な少女。いつもの消極的な雰囲気はどこにいったのか、肩で荒い息を吐きながら僕のことを睨にらむように見ている。


    「十じゆう条じようちゃん……？」


    「何をやっているんですか、東雲先輩」


    「何をやっているって、これから告白をしに行こうと……」


    「そんなことしてる場合じゃないでしょ!!」


    　十条ちゃんのもの凄すごい剣幕に、僕はどう反応をしたらいいのか分からない。


    　もしかして、この間の告白のことを怒っているのだろうか。謝ろうと思いつつも、機会がなくて謝れなかったもんな……。


    「聞いたんです、改変のこと。あともう少しで──」


    「ストップ!!」


    　何かを言おうとした十条ちゃんの言葉を、ナナシちゃんが慌てて遮さえぎる。


    「あなた、これからいったい何を話すつもりなの!?」


    「私の回収者である木き場ばさんから全てを聞きました。私たちの知らないうちに改変が行われ、皆が以前の世界を忘れてしまっていることを」


    　あれれ。ナナシちゃんと十条ちゃんが何の話をしているのかさっぱり分からない。もしかしてこれは、また置いてけぼりにされるパターンのやつだろうか？


    「そんな馬ば鹿かなことが……改変に気づいたのなら、なぜあなたは無事でいられるの？　あなただけじゃない、この世界だって無事ではいられ……」


    　自分で言って、ナナシちゃんがハッとした表情を浮かべる。


    「まさか……あなた、最初から改変を受けていなかったってこと？」


    　十条ちゃんが頷うなずく。


    「私のミツの特性のおかげだと思います」


    　ナナシちゃんと十条ちゃんが睨み合うように向き合う。


    「あなたの特性は、自分の身に降りかかる不幸を寄せつけない、それだけじゃなかったの？」


    「ナナシさんは人のことをあまり理解していないみたいですね。不幸なんて相対的なもの。不幸は人によってそれぞれ形が異なるのです。私は、友人のことを忘れてしまうことをこれ以上ないほどの不幸だと思います」


    　十じゆう条じようちゃんの言葉に、ナナシちゃんが悔しそうに奥歯を噛かみしめる。


    「改変までも降りかかる不幸にカテゴライズしてしまうなんて、滅茶苦茶すぎるでしょ。改変が効かなかった人間なんて初めて見たよ……」


    　予想通り、まったくついていけないパターンのやつでした！


    　僕のことを真まっ直すぐに見て十条ちゃんが言う。


    「東しの雲のめ先輩には、すべて思い出してもらいます！」


    「そんなことすると、改変に矛盾が生まれる。矛盾を生んだ者がどうなるか、それを知ってて言おうとしてるの？」


    「改変に矛盾を生んだ者には天罰が下る。そのこともちゃんと理解しています」


    「だったら、なぜ……もしかして、天罰も不幸や改変と同じようにミツの特性で防ぐことができるって思ってない？　天罰はそんな生なま易やさしいものじゃないよ。力も能力も運命も関係ない、天罰を受ければあなたの存在が消去されちゃうんだから」


    「全て、覚悟の上です」


    　十条ちゃんの言葉に、ナナシちゃんが苦々しい表情を浮かべる。


    「ちょっと待て。十条ちゃんはこれから何をしようとしているのだ……？」


    「東雲先輩に、本当のことを思い出してもらいたいんです」


    　本当のこと？


    　何を言っているのだ、十条ちゃんは。くそう、頭が混乱してわけが分からなくなってくる。


    「何で、邪魔をしようとするの？　あの人は、自分の意志で天の国へ帰るって決めたんだよ。なのに、何で!!」


    「あなたは、東雲先輩を[image: ]だまして何も感じないんですか？」


    「[image: ]してなんか……ない」


    　ナナシちゃんが悔しそうに拳こぶしを握りしめる。


    「あなたが天罰を喰くらえば、芽め吹ぶきお兄ちゃんが悲しむよ。それに、あなたの回収者だって。あなたのお父さんとお母さんはどうするの？　それでも、言うつもり？」


    　十条ちゃんが、力強く頷うなずく。


    「改変の矛盾によって、芽吹お兄ちゃんを含む周りの全てが消えちゃってもいいっていうの」


    「大丈夫です。そうなったらきっと東雲先輩が何とかしてくれると、信じていますから」


    　十条ちゃんが力強く言う。その瞳ひとみには意思の光が点ともっていた。


    「信じたところで、芽吹お兄ちゃんには何にもできないっていうのに……。それでも、あなたの意思は変わりそうにないね」


    「東雲先輩なら、不可能を可能にしてくれます」


    　十条ちゃんの言葉に、ナナシちゃんは息を吐き出す。そして、疲れたような笑顔を僕へと向けた。


    「ごめんね、芽め吹ぶきお兄ちゃん。アタシ、このコに負けちゃった」


    　負けるとはどういう意味なのだろうか？


    　そんな僕の疑問を置いてけぼりにして、十じゆう条じようちゃんが僕の両手を掴つかむ。


    



    「思い出して下さい、天王洲先輩のことを」


    



    　一ひと際きわ大きな雷が近くに落ち、目ま映ばゆいばかりの閃せん光こうが保健室の中を満たす。


    　頭の中で様々な事柄が明滅を繰り返し、それが奔流のように脳内から[image: ]あふれ出てくる。


    　──思い出した。


    　いや、何で忘れていたのだ、こんな大事なことを。


    　どうして天てん王のう洲ず君のことを忘れていたのだ、僕は!!


    　思い出す、思い出す。


    　誓約書のことも、使われていないと思い込んでいたあの部屋のことも、してもいない約束のことも。全部思い出していく。


    「ありがとう、十条ちゃ──げべッ!?」


    　どこからともなく降ってきた金ダライに頭を強打され、思い切り舌を噛かむ。

  


  [image: ]



  
    「あなたは、これでこの町を消滅させた大罪人ね。ほら、外を見てみなさい。改変に矛盾が生まれたせいで、空間自体が壊れ始めてる」


    　ナナシちゃんに言われて外の風景を見れば、雷が鳴り響く空に巨大な亀き裂れつが走っている。


    　まるで現実味のない、Ｂ級映画の出来損ないのＣＧのような光景だ。


    「大丈夫です。どうせ、私消えちゃいますから。誰だれからも責められることはありません」


    「今何て言った、十じゆう条じようちゃん!?」


    「ほら、東しの雲のめ先輩は私のことなんて気にしてる場合じゃないでしょ。早く、天てん王のう洲ず先輩を迎えに行かないと」


    　十条ちゃんが消えてしまう？　そんなこと言われて置いていけるわけがないだろうが！


    　くそっ、状況が変化しすぎて、まるでついていけない!!


    「彼女の言う通り、早く行った方がいいよ芽め吹ぶきお兄ちゃん。天王洲お姉ちゃんの迎えが来るの、三時だってさ」


    　ナナシちゃんの言葉に、十条ちゃんが目を大きく見開く。


    「そんな、あともう三十分もないじゃないですか……。まさか？」


    　十条ちゃんの反応に、ナナシちゃんが口を歪ゆがめて笑う。


    「……時間稼ぎをしていたんですか？」


    「勝ったと思ったでしょ？　でも、ざーんねん。勝ったのはアタシなんだよね。だからさ、おとなしく天罰を受けて消えてくれるかな？」


    「東雲先輩急いで下さい!!」


    　十条ちゃんの焦った声が飛ぶ。


    「僕はどこに行けばいいんだ、十条ちゃん!?」


    「え……？」


    　十条ちゃんの表情が固まる。


    　あと三十分しかないというのに、場所が分からないだと!?


    　これは、かなりマズい状況だぞ。


    「詰めが甘いね、あなた。これで、ゲームオーバーかな？」


    　十条ちゃんが膝ひざから崩れ落ちた。


    「そんな、私……。ごめんなさい……」


    「謝ることはない、十条ちゃん。僕の足なら三十分以内に見つけられる」


    　僕のことを信じてくれた十条ちゃんの期待を裏切るわけにはいかない。必ず、天王洲君を見つけ出して見せる。


    「見つけるって言ってもさ、場所も分からなくて時間もないんだよ。さらに、万が一間に合ってもこの町の消失は止められない。これってさ、完全無欠の負け戦だよね。芽吹お兄ちゃん？」


    「いいや、まだ負けてなんかいない。間に合う可能性がある限りは、僕は負けを認めない!!」


    　僕の言葉に、ナナシちゃんがやれやれとばかりに首を振る。


    「ほんと、バカだよね。芽め吹ぶきお兄ちゃんってさ。……神社だよ、神社」


    　言いながら、ナナシちゃんが表情を崩す。それは慈いつくしむような笑顔だった。


    「私に勝ったご褒ほう美びだよ。勝ったって言っても一瞬のことだったけどね」


    「ありがとうございます、ナナシさん」


    　十じゆう条じようちゃんが礼を言いながら、僕に何かを投げ渡す。


    「使って下さい。自転車の鍵かぎです。私にはもう必要のない物ですから。駐輪場の一番手前に置いてある赤い自転車です」


    「何で、もう会えないみたいな話をしてるんだ。全部が終わったら、みんなでどこかに遊びにいこう。そのためにも、天てん王のう洲ず君を必ず連れて帰ってくるから」


    　十条ちゃんが、ゆっくりと首を横に振る。


    　その瞳ひとみからは涙が零こぼれ落ちているのに、それはとてもいい笑顔で──。


    「東しの雲のめ先輩、私──」


    　一ひと際きわ大きな雷が鳴り響き、十条ちゃんの姿が消えた。


    　余韻すらない一瞬の出来事。


    　まるで、最初からそこには誰だれもいなかったように。


    「芽吹お兄ちゃん、ぼんやりしてていいの？　やることがあったんじゃない？」


    　ナナシちゃんの言葉に、ハッと僕は我われに返る。


    　そうだった。何をぼんやりしていたんだ僕は。早く天王洲君の元へと向かわなければ。


    　やたらと自分の視界がぼやけていることに気づく。


    　何事かと指で擦こすると、指先が涙で濡ぬれているではないか。


    「何で、泣いているんだ僕は？」


    「さぁ？　何か悲しいことでもあったんじゃない？」


    　ナナシちゃんが言いながら、僕にペットボトルを渡してくれる。


    　先ほど、ナナシちゃんに奪い取られた、赤い栄養ドリンクの入ったペットボトルだ。


    「芽吹お兄ちゃん。分かってると思うけど、これを飲んで無事で済む保証はどこにもないよ」


    「ナナシちゃんが僕に飲ませようとしたってことは、大丈夫だってことだろ？」


    「それ本気で言ってるの？　記憶が戻ったんだよね。アタシが芽吹お兄ちゃんのことを壊すために、飲ませようとしたのかもしれないでしょ？」


    「ナナシちゃんは、そんなことしない」


    　僕は確信を持って、ナナシちゃんにそう告げる。


    「何で分かるの、そんなこと？」


    「決まってるだろ、相棒だからだ!!」


    　ペットボトルの蓋ふたを開けると、躊躇ためらうことなく中身を飲み干す。


    　味などまるでない。ただ、液体が通った場所を激痛が走り抜ける。


    　毒薬。そうとしか表現のしようがないものだった。


    　喉のどからこぼれ落ちそうになる悲鳴と血ち反へ吐どを、きつく奥歯を噛かみしめながら堪こらえ、窓へと[image: ]はうようにしながら近づく。


    　少しでも気を抜けば、意識がどこか遠くへと飛んでいきそうになる。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃん。アタシは悪いことをしただなんて全然思ってないよ。それでも、アタシのこと相棒だって言ってくれるの？」


    「当たり前だろう。ナナシちゃんは悪いことなど一つもしていないのだからな」


    　ナナシちゃんはいつだって、ただ僕から金色の霞かすみを回収しようとしていただけだ。


    「回収者が金色の霞を回収するのは、人間が動物を栄養源として食事をするのと同じくらい当たり前のことだ。そこに、良いも悪いもない。違うか？」


    　ドクリと心臓が大きく鼓動する。


    　自分が何者かに作り変わっていくような感覚を必死に押し留める。僕が天てん王のう洲ず君を迎えに行かなくては何の意味もないからだ。


    「芽吹お兄ちゃんって、ほんと変わってるよね」


    「よく言われる」


    　体中の痛みが途端に消え失うせる。


    　万全以上の万全。超絶好調状態だ。これならば、余裕で間に合う。


    「あ～あ、時間に間に合わないといいなー」


    　僕のこの全能感を否定するように、ナナシちゃんが笑えみを浮かべる。


    「残念ながら、その願いは叶かなえることはできない」


    　僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    「なぜなら、僕に不可能はないからだ」


    　窓ガラスを突き破って外へと飛び出すと、自転車置き場へと向かう。


    「一番手前の赤い自転車だよ」


    　保健室の中から飛んできたナナシちゃんの声に、僕は腕を突き上げて応こたえる。そして、自転車置き場に着くと同時に手前の赤い自転車へと鍵かぎを差し込む。


    「待っていろよ、天王洲君」


    　僕は自転車に跨またがると、思い切りペダルを踏み込んだ。


    



    　　　■　■　■


    



    　空全体に亀き裂れつが走り始めている。改変に矛盾が生じた証拠だ。


    　ノノメメさんが記憶を取り戻したのだろうか。


    「お待たせしました、回収者殿」


    　神社の鳥居を潜くぐって、同じ格好をした三人の渡わたし守もりが姿を現す。


    　三時、五分前。


    　私も天の国の衣装へと着替え終わり、準備は既にできていた。


    「こちらは、随分と騒がしいことになっているようですね……」


    　複雑な模様が描かれた札で顔を隠した三人の渡し守が、同時に空を見上げた。


    「この鳥居まで消えてしまっては大変です。早く天の国へ帰りましょう」


    「そうですね」


    　渡し守の言葉に、私は淡々と答える。


    　空に走る亀き裂れつは瞬く間に広がっていく。このペースならば、あと一時間もしないうちに町全体を亀裂が覆い、町を消失させてしまうことだろう。


    　だが、私にはもう関係のないことだ。


    　だから、もう──。


    「すみません、出発の時間まであと五分あります。それまで待ってもらえないでしょうか」


    「何か用でもあるのですか？」


    「最後に、一つだけ夢が見たいのです」


    　心に鍵かぎをかけたはずなのに、想おもいが[image: ]あふれてきてしまうのはなぜなのだろうか。


    　待ったところで、何も変わらない。そんなことは分かりきっているのに。


    　それでも、期待してしまうのはなぜなのだろうか。


    「五分だけですよ」


    「ありがとうございます」


    　私は、町を一望できる大階段へと向き直る。


    　雷が鳴り、空に亀裂が入る光景は、まるでこの世の終わりのようだった。


    



    　　　■　■　■


    



    「うおおおおおおおおおッ!!」


    　叫び声とともに、自転車を漕ぐ速度をさらに上げた。


    　走っている車たちを余裕で追い抜いていく。


    　自分の限界を超えた速度で漕ぎ続けているというのに、体の疲れはまったくなかった。


    　その代わりに自転車が尋常ではない音を発しているが、今は耐えてもらうしかない。


    　雨は激しさを増し、ひっきりなしに落雷が続いている。一瞬でも気を抜けば雨に自転車のタイヤを取られ、転倒しかねない。車の速度を超えるハイスピードだ、受けるダメージは計り知れないだろう。しかし、それを気にしているほどの余裕もなかった。


    　ようやく、神社の大階段が見えてくる。


    　この速度なら上れる！　そう確信して、自転車を降りずにそのまま大階段を駆け上っていく。


    「うおりゃあああああああああ!!」


    　神社の大階段がやたらと長く感じる。たった数秒の間のことなのに、永遠に階段の終わりが来ないのではないかと錯覚してしまう。


    　やがて神社の境内へと[image: ]たどり着いた。


    　境内は無人だった。


    　間に合わなかったのか……？


    　いや、僕の体内時計は、まだ三時五分前だと告げている。


    　なるほど、そうか──。


    「ナナシちゃんめ、味な真ま似ねをしてくれる……」


    　彼女は確かに、「神社だ」と言った。


    　だが、僕と天てん王のう洲ず君が初めて出会った神社だとは一言も言っていないではないか。


    　ここではないとなると、隣りん会かい学園近くにある兎と々と呂ろ城ぎ神社しかない。


    　最初から気づいていれば、余裕で間に合ったということか。

  


  [image: ]



  
    　だが、僕をナメてもらっては困るぞ、ナナシちゃん!!


    　ここに到着するまでのスピードでいけば、兎と々と呂ろ城ぎ神社まで五分もあれば余裕だ。


    　僕は自転車をターンさせると、今上ってきたばかりの大階段を下っていく。と、ぐらりと大きく体が傾かしいだ。


    　倒れそうになる自転車の体勢を何とか立て直し、そのまま階段を下り続ける。


    　体から剝はがれ落ちるようにして、急激に抜け落ちていく体力。今までのツケを払わされるかのように、体中が悲鳴を上げ始める。


    　こんな大事な時にドリンクの効果が切れたのだ。


    　それでも、漕ぐことをやめることはできない。


    　たったの五分間、自転車を全速力で漕ぎ続ければいい。


    　先のことは頭の隅に追いやり、とにかく今は前に進むことだけを考えればいい。


    　死んでもいいから漕ぎ続けろ、東しの雲のめ芽め吹ぶき!!


    　大階段を下りきり、速度を殺さぬままに大通りへと走り出る。


    　激しい雨粒が僕の眼鏡めがねを叩たたき、視界を妨げる。


    　天候のせいか、空がひび割れるという異常事態のせいか、大通りには車の姿がほとんどない。


    　前はよく見えないが、自転車で走り抜けるには絶好の状況であった。


    　残り、あと三分。


    　スピードは徐々に低下し、今では原付の法定速度くらいが精一杯になっていた。


    　まだ半分も進んでいないというのに、このままのペースでは間に合わな──ッ!?


    　僕よりも先に、自転車が限界を迎えた。


    　チェーンが弾はじけ飛び、体が前へと投げ出される。


    　速度が乗った僕の体は、地面に叩きつけられても止まることなく、そのまま十メートル以上も転がっていく。


    　だが、止まっている余裕などあるわけがない。


    　自転車の持ち主に心の中で謝りながら、僕は走り出す。


    　転倒のダメージで全身がぶっ壊れるように痛い。痛すぎて、もうどこが痛いのかも分からない。おまけに、高速で自転車を漕いでいた疲労が、足の筋肉を集中的に攻撃している。


    　体力はゼロどころか、マイナスになってしまっているのではないだろうか。


    　こんなことなら、普段から体力を付けておくべきだった。


    「くそッ」


    　もう一本、ナナシちゃんからドリンクを受け取っておくべきだった。


    「くそッ!!」


    　自分なら何でもできるなどという驕おごりを捨てるべきだった。


    「くそ───ッッ!!」


    



    　　　■　■　■


    



    「時間です参りましょう」


    　渡わたし守もりの淡々とした声に、私の儚はかない夢は霧散していく。


    　視線を上げれば、空は砕け、所々から闇やみが顔を覗のぞかせている。


    　この町はもうすぐ終わる。最初から存在しなかったものとして。


    　この町から私の記憶だけが消えるはずだったのに、この町自体が消えることになってしまうとは、何という皮肉だろうか。


    　きっと、これがこの町の運命だったのだろう。


    　ここへ来てから、私はたくさんのものを得た。


    　そして、たくさんのモノを失ってしまった。


    　一度崩した心を立て直すのは、並大抵のことではない。


    　これから時間をかけて、徐々に心を閉じこめていこう。そうすれば、こんな思いをすることはもう二度とない。


    　私はまた、ただの回収者に戻ろう。


    　空間の歪ゆがむ鳥居の中へと私は片足を踏み入れる。


    　天の国へと戻ればもう二度と──。


    「すまない、天てん王のう洲ず君。また、無茶をしてしまった」


    　自信に満ち[image: ]あふれた声が、私の足を引き止める。


    　本当にこの人は、どうしてこうも私の心をかき乱すのだろうか。ようやくついた決心が音を立てて崩れてしまう。


    　私を弱くしたのは彼だ。私を脆もろくしたのも彼だ。私を女め々めしくしたのだって彼だ。


    　でも、私に心を戻してくれたのも彼なのだ。


    　私が振り返るのを見てニヤリと笑えみを浮かべると、彼は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げてみせる。


    「ここからは、僕の番だ」


    



    　　　■　■　■


    



    　なんとか、神社に[image: ]たどり着くことができたが、立っているだけで既に限界だった。もう、一歩も動くことができない。


    　だが、ここからが本番なのだ。


    「帰ろう、天王洲君」


    「何を勘違いしているのですか、ノノメメさん。私は、自分の意志で帰るのです。引き止められる理由がありません」


    　数日会わなかっただけなのに、随分と久しぶりに天てん王のう洲ず君の声を聞いたような気がする。


    　感情のこもらない無機質で機械のような天王洲君の声に、苦笑が漏もれてしまう。


    「何を笑っているのですか、気持ち悪い」


    「相変わらずだな、天王洲君は。すまないが、今の僕は疲れすぎていて怒る気力もない」


    「だったら、早く帰って寝ることをお勧めします。それでは、渡わたし守もりの皆さん、行きましょうか」


    　全身白尽くめの三人を引き連れて、天王洲君が空間の歪ゆがむ鳥居の中心を通ろうとする。


    「待て待て待て待て、普通ここで帰ろうとするか!?」


    「何ですか、うるさい人ですね」


    「こんなになってまで、迎えにきたんだぞ。ここは、涙を流しながら僕の胸の中に飛び込んでくる場面だろうが！」


    「知ったこっちゃねーって話ですよ。迎えにきてくれと頼んだ覚えはないのですから」


    　ぐぬぬぬ。確かにその通りなのだが、言い方というものがあるだろうが。


    　ここはクールに決めようと思っていた場面だったのに!!


    「いい加減、ノノメメさんに振り回されるのはうんざりなのですよ。今回のことだって、ノノメメさんが最初から……」


    「何だ、よく聞こえないぞ？」


    「とにかく、あなたの面倒はもう見ていられないということです」


    　何だその言い草は！　それでは、まるで僕がいつも天王洲君に面倒をかけているみたいではないか。


    　僕だって、ごくたまにだけど天王洲君のミスを補うことだってあるというのに。


    「回収者殿、そろそろ出発してもよろしいでしょうか？」


    「よろしくない！　全然よろしくないぞ、そこの白尽くめ!!」


    　なぜ、人が話をしている最中に連れて帰ろうとしているのだ、この白尽くめどもは。


    　どれだけ僕が苦労して、ここまで走ってきたと思っている。


    「まったく、何やってるの芽め吹ぶきお兄ちゃんは？」


    　頭上から声が降ってくる。


    　いつからそこにいたのか、ナナシちゃんが鳥居の上に腰掛け、両足をブラブラとさせているではないか。


    「ナナシちゃんのおかげで、だいぶ遠回りさせられたぞ……」


    「間に合ったんだから、結果オーライでしょ？」


    　ナナシちゃんはそう言って、ニッコリと微笑ほほえむ。


    「なぜ、ナナシさんがここにいるのですか？」


    「いたらおかしいかな？」


    　ナナシちゃんの問いに、天てん王のう洲ず君は目を細める。


    「あなたは、ノノメメさんの回収者の座を捨てたくなかったはずですよね。それにもかかわらず、ノノメメさんをここへと誘導したのはなぜですか？」


    「そんなの決まってるじゃん」


    　ナナシちゃんが口元に邪悪な笑えみを浮かべる。


    「芽め吹ぶきお兄ちゃんへの復ふく讐しゆうが、もう終わったからだよ」


    　激しい雨の中、ナナシちゃんの笑い声が響く。


    「ミツって本当にバカだよね。回収者はミツのことを金の霞かすみを出す機械くらいにしか思ってないのに、ミツは回収者のことを大事なパートナーだって勘違いしてるんだもん。そんなわけないじゃんね、だって神様とただの人間だよ。同列に考える方がおかしいでしょ」


    「神と人に差はありませんよ」


    　天王洲君の言葉に、ナナシちゃんが鼻を鳴らす。


    「ふん。甘いよ。甘すぎるよ、天王洲お姉ちゃん。前に言ってたよね、『あなたは昔の私に似てる』って。でもね、本当は逆なんだよ。天王洲お姉ちゃんが、昔のアタシにそっくりなの。そんなことじゃ、すぐにアタシのようにミツのことを憎むようになっちゃうよ」


    「あなたの過去に何があったのですか？」


    　天王洲君が怪け[image: ]げんそうな表情を浮かべる。


    「いいよ、餞せん別べつ代わりに教えてあげる。アタシがまだ、天王洲お姉ちゃんみたいだった頃ころの話をね」


    　ナナシちゃんは、まるでおとぎ話でも語るように朗々と話し始めた。


    「当時のアタシは、不幸を運命付けられたミツが少しでも幸せを感じられる手伝いをしよう。そんなことを考えながら仕事をする間抜けな回収者だった。ミツとの別れを悲しんだり、新しいミツとの出会いを楽しみにしたりと、それなりに毎日が充実していたんだ。


    　そんな、アタシにも一つだけ打算的な部分があった。それは、上級神と取り交わした『ミツ千人分の金色の霞を集めたら名前をくれる』という約束。途方もない人数だったけど、何百年もコツコツと真ま面じ目めに仕事を重ねて、あと一人担当すれば、約束の量を達成できるところまできたんだ。


    　そんな時に出会ったのが、あのミツだった。


    　そのミツは少し乱暴なところがあって、アタシによく意地悪をしたりもしたけど、心根は優しくて頭の良い人だった。ミツのする話は面白くて、いつもアタシを楽しませてくれたし、また、アタシの話を興味深く聞いてくれもするから、いろいろな話をしたんだよね。


    　いよいよ上級神との約束の達成が間近に迫ったある日、ミツにその話をすると、自分のことのように喜んで、前祝いをしようと提案してくれた。


    　そして、前祝いの日。ミツにもらった地図を頼りに招待された場所へ[image: ]たどり着くと、そこは何もない小さな部屋で、中にはミツと見たこともない回収者が数人いるだけだった。


    　状況の理解が追いつかないアタシに、知らない回収者たちは『回収者の規約を違反している疑いがあるため、天の国に強制送還する』って言い出したんだ。


    　罪状は、金色の霞かすみの横領。あんなものどうやって横領するっていうの？　アタシは必死になって回収者たちに誤解だと訴えたけど、彼らは聞く耳を持たなかった。


    　だから、アタシはミツにお願いしたんだ。アタシの無実を証言してほしいって。するとね、今まで見たこともないような醜悪な笑みを浮かべて、ミツはこう言ったの。


    『自分だけ幸せになろうとした罰だ』って。


    　アタシが規定違反をしたと、上級神に虚偽の通報をしたのはそのミツだったんだ。


    　自分に不幸を運命付けた神たちのことが許せなかったんだと。だから、ずっと復ふく讐しゆうしてやろうと思ってたんだって。一番身近にいるアタシに。


    　そのあとは酷ひどいものだったよ。弁解の余地すらなく百年の禁固刑を言い渡され、当然、名前を与えてくれる約束も反ほ故ごにされた。


    　一切の光が届かない牢獄の中でアタシは誓ったんだ。


    　ミツに復讐してやるって。


    　復讐したって、自分の気が晴れるわけでも名前が戻ってくるわけでもない。そんなことはアタシだって分かってる。でもね、理屈じゃないんだよ。


    　心の中で燃え盛る黒い復讐の炎が消えるまで、アタシはミツに復讐し続けるんだ。これまで何十年も何百年も復讐し続けてきて、意味なんて曖あい昧まいになってしまった今でもね」


    　僕も天てん王のう洲ず君も言葉を発することができなかった。だが、ナナシちゃんは僕たちに何かを求めていたわけではないようで、軽く肩を竦すくめただけだった。


    「ところで、天王洲お姉ちゃん。どうやって芽め吹ぶきお兄ちゃんが記憶を取り戻したか知ってる？」


    　唐突なナナシちゃんの質問に、天王洲君はわずかに戸惑いの色を見せる。


    「……どういうことですか？」


    「十じゆう条じようちゃんだよ。芽吹お兄ちゃんの記憶を取り戻すために、十条ちゃんが天罰を受けたんだ。正直、ラブコメなんてしてる場合じゃないと思うけど？」


    「……!!」


    　天王洲君の表情が固まる。


    「十条ちゃんの存在がアタシたちの記憶からも消えてくれれば罪の意識なんて残らないんだろうけど、残念ながら人間たちの記憶からしか消去されないんだよねー。そのおかげで、芽吹お兄ちゃんが無事なんだし、ありがたいって言えばありがたいけどねー」


    　ナナシちゃんは鳥居の上から飛び降りると、がらんがらんと鈴の音を鳴らしながら、天てん王のう洲ず君へと近づいていく。


    「天王洲お姉ちゃんの慢心が、一人の少女の存在をこの世界から消しちゃったんだよ。意地なんて張らないで、最初から芽め吹ぶきお兄ちゃんの回収者でいたい！　って言っておけばよかったのに」


    　天王洲君の体がぐらりと大きく揺れる。


    　それでも、ナナシちゃんは言葉を止めようとしない。


    「自分のせいでひとりの女の子が犠牲になったっていうのに、それを無駄にしてでも天の国に帰ろうっていうんだ。そんな酷ひどいこと、さすがにアタシでもできないよ」


    「私は……そんなつもりでは……」


    「わざとやったわけじゃないもんね。大丈夫だよ、アタシはちゃんと分かってるから。たまたま、そうなっちゃっただけだよね？　その結果、この町が消えたって偶然なんだから仕方ないよ」


    　ナナシちゃんが獲物を前にした肉食獣のように目を爛らん々らんと輝かせながら、徐々に天王洲君のことを追いつめていく。


    「お世話になったこの町の人たちを全部まるごとなかったことにしちゃうけど、そうまでしてでも、もうこれ以上芽吹お兄ちゃんと一緒にいたくないんだもんね。大丈夫、人間たちの記憶には何も残らないんだから、天王洲お姉ちゃんが責められることなんてないよ。私がこのことを永遠に覚えているだけでね」


    　ナナシちゃんの言葉に耐えきれなくなったのか、天王洲君が両手で耳を塞ふさぐ。


    「そうやって聞かないようにすれば、全部なかったことにできると思ってるの？　ダメだよ、天王洲お姉ちゃん。目の前にはもう地獄絵図が広がっちゃってるんだから」


    　卵の殻からのように空が剝はがれ落ちていく。剝がれ落ちた跡にあるのは、ただの闇やみ。それらが、斑まだら模様のようにこの町の上空に広がっていた。


    　落雷は徐々に鳴りを潜ひそめ始める。雷を作る雲が闇に飲み込まれ始めているからだ。


    　ナナシちゃんの言う通り、この町には地獄のような光景が広がっていた。


    「これ、全部天王洲お姉ちゃんが引き起こしたことなんだよ。それなのに、私は知りませんって帰れるの？　天王洲お姉ちゃんは、芽吹お兄ちゃんから何を学んだの？」


    「そこまでだ、ナナシちゃん」


    　僕の制止の声に、ナナシちゃんが舌打ちをした。


    「まったく。甘いよねぇ、芽吹お兄ちゃんは。このまま押せば、絶対に天王洲お姉ちゃん帰ってきたのに」


    「何だかよく分からないが、そのやり方は好きではない」


    「せっかく、手伝ってあげたのにさー。つまんないの」


    　僕は震ふるえ続けている天てん王のう洲ず君へと近づくと、そっと頭を撫なでてやる。


    「ノノメメさん、私……私は、とんでもないことを……」


    「天王洲君。キミはどうしたいんだ？」


    「十じゆう条じようさんが……消えて……」


    「キミの気持ちを、僕に聞かせてくれ」


    「覚えてないんですか、ノノメメさん。あなたが大好きだった、十条さんですよ？」


    　縋すがるような視線を向けてくる天王洲君に、僕はゆっくりと首を振る。


    　残念ながら、その十条さんという人のことは覚えていない。


    「私は、どうしたら……」


    「僕の記憶を取り戻させてくれたのは、十条さんだってナナシちゃんは言ったな」


    　天王洲君が力無く頷うなずく。


    「彼女はきっと僕に天王洲君のことを連れ戻してほしかったはずだ。でも、もし天王洲君自身が戻りたくないと言うのなら、十条さんは笑いながら『だったら仕方ない』って言うんじゃないかと思うんだ」


    「そんなこと……言ってる場合では……」


    「大丈夫だ。もし、十条さんのことが気になって、自分がどうしたいのか決められないと言うのなら、僕が十条さんを取り戻してやる。もし、この町がなくなってしまうことが気になって、自分がどうしたいのか決められないと言うのなら、僕がこの町を何とかしてみせる」


    「そんなこと、できるわけないじゃないですか。一度なくなったモノは、もう二度と戻ってこないんですよ……」


    　俯うつむいた天王洲君の瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。


    　十条さんとは、普段冷静な天王洲君が感情を揺り動かすほど大切な人だったのだろう。


    「二度と戻ってこないのは、それが運命だからか？」


    　天王洲君は俯いたまま何も返そうとしない。


    「ナナシちゃん。消えてしまった人間を戻す方法というのは存在しないのか？」


    「たぶん、無理なんじゃないかな。特に天罰を喰くらっちゃった人間を元に戻すのはねぇ」


    　なるほど、神の力をもってしても不可能だということか。


    「つまりだ、この状況を打破することができたなら、それは運命を変えたということだな？」


    「もしかして芽め吹ぶきお兄ちゃん、本気で十条ちゃんを取り戻そうとしてるの？」


    「無論だ。そのついでに、この町も救ってみせる」


    「そんなのどうやってやるの？」


    　ナナシちゃんの問いに、僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げてから答える。


    「そんなもの、分からん!!」


    　ナナシちゃんが唖あ然ぜんとした表情を浮かべる。


    「……何なのそれ？」


    「分からんが、必ずやってみせる。僕にはそれを実現するだけの力がある！」


    「その自信ってどこから来るの？」


    「そんなの決まってるだろ。天てん王のう洲ず君とナナシちゃんが信頼してくれるこの僕が、その程度のことできないわけがない」


    　ナナシちゃんが呆あきれたように溜ため息いきをついた。


    「だから、何も心配するな天王洲君。キミはキミのしたいようにすればいい」


    　親指で天王洲君の涙を拭ぬぐってやる。すると、天王洲君は子供のような表情で僕を睨にらんでくる。


    「本当にバカです、ノノメメさんは！」


    「すまないな、バカで。だが、バカは最強だ。怖いモノが何もないからな」


    　素直な天王洲君はなかなか可愛かわいいではないか。


    　何もかもが気に入らないような無表情を浮かべていないで、たまにはこうやって感情を露あらわにすればよいのに。


    「素直な天王洲お姉ちゃんは可愛いってさ」


    「おい、バラすな!!」


    　ナナシちゃんが、意地の悪い笑えみを浮かべる。


    　回収者の思考を読むといういらない能力をなんとか失くせないものか、恵え比び寿す会長に相談してみよう。
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    「アタシ思うんだけどさ。迎えに来ておいて、自分で決めろってのはないんじゃないかな？」


    「む、そうか？」


    「だから、モテないんだよ。芽め吹ぶきお兄ちゃんは」


    「余計なお世話だ!!」


    　とは言いつつも、確かにナナシちゃんの言う通りかもしれない。


    　僕は天てん王のう洲ず君に向き直ると、小さく息を吸い込む。


    　何だ、この嫌いやな緊張感は。まるで、告白をする前のような空気ではないか。


    「あー、そのなんだ。つまりだな……。ええい、考えるのが面倒臭い!!　天王洲君、僕のところに戻ってこいッ!!」


    　僕の声が、ひび割れる空に響いていく。


    「シチュエーションは最悪、ムードもへったくれもない。おまけに格好はボロボロのびしょびしょ。靴くつなんて片方ありませんし」


    　文句を並べる天王洲君だが、僕にだって色々と事情があったのだ。多少の不足分は大目に見てくれないだろうか。


    「まったく、私がいないとダメですね、ノノメメさんは。仕方ないから戻ってあげますよ」


    「仕方がないのはどっちなんだか。ほんとに素直じゃないんだから、天王洲お姉ちゃんは」


    　これで、ひとまず解決といったところか。


    　今回はマジでしんどかったな……。


    　体を大の字に石畳の上に放ほうり出す。こうなったらもう、起き上がれそうにない。


    　どうやら、限界を超えすぎてしまったようだ。


    「大丈夫ですか、ノノメメさん!?」


    「芽吹お兄ちゃん、かなり無理してたからね。もしかすると、あんまり大丈夫じゃないかも」


    　大丈夫、ほんの少し休むだけだ。


    　ほんの少し休んだら、十じゆう条じようちゃんのことや、この町をどうやって消滅から救うかを考え、即座に行動に移すとしよう。


    「それでは、回収者殿。時間も押していることですし、そろそろ天の国へと帰りましょう」


    　何だと……？


    　すっかりと存在を忘れていたが、白尽くめたちはまだ天の国へと帰っていなかったのか。


    「あんたたちも、本当に空気読めないね。この状況でそういうこと言う、ふつう？」


    　ナナシちゃんが僕の気持ちを代弁してくれる。


    「私たちは、回収者殿を連れて帰るのが仕事ですので」


    　ナナシちゃんの呆あきれた声に、白尽くめたちが三人同時に淡々と答える。


    「これは、言っても聞きそうにないね」


    　ナナシちゃんの意見に同意だ。天の国の住人というのは、どうしてこうも頭の固いヤツらばかりなのだろうか。


    　だが、僕には頑固な白尽くめの連中を穏便に追い返すためのカードが一枚だけある。どうせ、普段使いどころのないカードだ。この際、存分に使わせてもらうとしよう。


    　僕は倒れた格好のまま、天てん王のう洲ず君を連れていこうとしている白尽くめたちに声をかける。


    「天王洲君を連れて帰るというなら、僕はもう二度と告白をしない」


    　僕の言葉に、白尽くめたちの動きが止まる。やはり、奥の手の効果は絶大だったようだ。


    「何を言ってるんですか、ノノメメさん。私との約束はどうするんですか？」


    「天王洲君とした約束は、キミに運命を変えることを見せることだ。キミが帰ったらもう約束は叶かなえられない。だったら、告白しなくても同じことだろう」


    「それでは、ノノメメさんの夢が……」


    　戸惑う天王洲君に、僕はきっぱりと言い放つ。


    「大切なヒトとの約束が最優先に決まっているだろうが」


    　ナナシちゃんが下へ手たな口笛を吹いた。


    「だってさ。金色の霞かすみが回収できなくなったら、上級神や最上級神たちも困るんじゃないの？」


    　白尽くめたちが、互いに顔を見合わせる。


    「ですが、私たちにも私たちの立場というものが……」


    「分かった分かった。じゃあ、アタシが一緒に帰って、お偉方にちゃんと説明してあげるから。それで、いいでしょ？」


    　ナナシちゃんの言葉に、再び白尽くめたちが、ひそひそと話し始める。


    「そういうことでしたら」


    　納得していない様子だが、とりあえずは落着したようだ。


    　これで、ようやく少し休める……。


    「それじゃあ、話もまとまったことだし、アタシ帰るね。芽め吹ぶきお兄ちゃんありがとう。短い間だったけど、そこそこ楽しかったよ」


    　僕は地面に大の字になったままナナシちゃんに言葉を返す。


    「こちらこそ、いろいろと助けてくれてありがとう。キタミちゃん」


    　キタミという言葉に、ナナシちゃんはがらんと鈴を鳴らしながら首を傾かしげる。


    「喜びを多く見るで、喜き多た見み。ナナシよりはマシな名前だろ？」


    　ナナシちゃんがニヤリと笑えみを浮かべる。


    「何、その名前。すっごくダサいんだけど」


    　えぇ、ダサいかな？　咄とつ嗟さに考えた割りには、凄すごく似合ういい名前だと思ったのだが……。


    「……でも、せっかく芽吹お兄ちゃんが考えてくれた名前だから、しばらくのあいだ使ってあげるよ。あと、天てん王のう洲ずお姉ちゃん。あんまり意地張ってると、また今回みたいなことになるからね」


    「……肝に銘じておきます」


    　喜き多た見みちゃんの言葉に、天王洲君が神妙な面おももちで頷うなずく。


    「それじゃあね、芽め吹ぶきお兄ちゃん！」


    　手を振りながら去っていく喜多見ちゃんの背中に、僕は語りかける。


    「喜多見ちゃんのこと、結構好きだったぞ」


    「芽吹お兄ちゃんのことなんて大嫌いだよ、バーカ！」


    　喜多見ちゃんは楽しそうな笑えみを浮かべながら、鳥居の中へと消えていった。


    



    「では、フィナーレといきましょうか」


    



    　緩ゆるやかな声とともに、今しがた喜多見ちゃんたちが去っていった鳥居から目ま映ばゆいばかりの光が[image: ]あふれ出す。目を閉じることも忘れて、僕はただ光に見入ってしまう。周囲を埋め尽くすほどの明るく温かい光に。


    　やがて光が収束すると、そこには恵え比び寿す会長の姿があった。


    　だが、その身に纏まとっているのは隣りん会かい学園の制服ではない。白地に金の細かい刺し繍しゆうが施ほどこされた荘厳な雰囲気の漂う衣装だ。
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    「遅くなってごめんね、いろいろと手間取っちゃって」


    　そう言って、恵え比び寿す会長は僕と天てん王のう洲ず君の前までやってくる。


    　普段のおっとりとした雰囲気とはまるで違う、恵比寿会長の神こう々ごうしいまでの存在感。あまりにも圧倒的すぎて畏い怖ふの念すら感じる。


    「東しの雲のめ君と天王洲ちゃん。あなたたちは、十じゆう条じようちゃんを取り戻し、この町の崩壊をくい止めるためなら、どんな過酷な試練にも耐える覚悟がありますか？」


    　僕と天王洲君はお互いに顔を見合わせる。そして、同時に恵比寿会長へと答えた。


    「「もちろんです」」


    　そんな僕たちの言葉に、恵比寿会長が品の良い笑えみを浮かべる。


    「では、この世界に奇跡を起こしましょう」


    　恵比寿会長が祈りを捧げるように両手を優しく合わせる。その瞬間、雨粒と雷が地面から空へと浮かび上がり、空を走っていた亀き裂れつが徐々に小さくなっていく。


    　何が起こっているのか分からない僕の横で、天王洲君がポツリと漏もらす。


    「時間逆行」


    　ジカンギャッコウ？　何だ、それは。


    「この世界の時間を巻き戻しているんです。改変をなかったことにするために」


    　つまり、この光景は逆再生だということか。


    　ひび割れて落ちた空が浮かび上がり、元の位置へと戻っていく。


    　恵比寿会長の言う通り、それは奇跡のような光景だった。


    「これで、この町は元通りになるわ。その代わり、時間が巻き戻るわけだから、東雲君たち人間には、この五日間の記憶がなくなっちゃうけれど」


    「喜き多た見みちゃんのことも忘れてしまうということか？」


    　僕の問いに、恵比寿会長が手を合わせたまま済まなそうに頷うなずいた。


    　そうか、喜多見ちゃんは僕の記憶から消えてしまうのか。


    「十条ちゃんには本当に悪いことをしちゃったわ。彼女が改変を免まぬがれたのは、ミツの特性によるものじゃないの」


    「……どういう、ことですか？」


    　恵比寿会長の言葉に、天王洲君が怪け[image: ]げんな表情になる。


    「本当はね、私の裁量で改変の対象から外はずさせてもらったの。あたかも彼女の不幸を寄せつけないという特性が改変を拒絶したように偽装してね」


    「なんのためにそんなことを？」


    　天王洲君の問いに、恵比寿会長が目を伏せた。


    「東雲君の記憶を戻すため、ひとつだけ希望を残しておきたかった」


    　言いながら、恵え比び寿す会長が疲れたように息を吐き出す。


    「そのことを最上級神たちに、悟られるわけにはいかなかった。これは、不幸を寄せつけないという特性を持った十じゆう条じようちゃんにしかできないことだったの。……でも、そんなのただの言い訳。本当にごめんなさい。それに、みんなにもたくさん迷惑をかけてしまったわね」


    　僕の知らないところで、なにやら思おも惑わくがいろいろと動いていたようだ。だが、そんなことはどうでもいい。肝心なことは一つだ。


    「恵比寿会長、僕たちに謝ってどうする。ちゃんと、十条ちゃんに謝るべきではないのか？」


    「ノノメメさん、恵比寿様に何を言ってるんですか!?」


    　僕の言葉に、天てん王のう洲ず君が驚いたような声を上げる。悪いことをしたら謝るのは当然だと思うのだが。


    「東しの雲のめ君の言う通りだよ。ちゃんと謝っておかないとね」


    　こうしているあいだにも町が元の形へと戻っていく。まるで、最初から何事もなかったかのように。


    「次に目覚めた時、東雲君にはこの記憶はもうないけど、それでも言わせて下さい。東雲君、天王洲ちゃんを助けてくれてありがとう」


    　作業が終わったのか、組んでいた手を解ほどいて恵比寿会長が頭を下げる。


    「勘違いも甚はなはだしいな、恵比寿会長」


    　僕の言葉に、恵比寿会長が首を傾かしげる。


    「天王洲君は僕の大事な相棒だ。誰だれが止めても僕の意志で必ず助けてみせるさ」


    　そう言って、僕は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    　恵比寿会長が柔らかく包み込むような笑えみを浮かべると、世界が光で満たされていく。


    　そして、僕は──。
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    エピローグ


    



    「時に、天てん王のう洲ず君。僕たちはなぜ生徒会室の掃除などさせられているのだろうか？」


    「生徒会室だけではありません。校舎、トイレ、食堂、図書室……、ありとあらゆる場所の清掃ですね」


    「何の罰ゲームなんだ、これは!!」


    　何をしたわけでもないのに、なぜ二人だけで学園中を掃除しないといけないのだ!!


    「二人ではありません、十じゆう条じようさんと木き場ば先輩もやっていますから」


    「ミツと回収者に恨みでもあるのか、恵え比び寿す会長は……？」


    「文句ばかり言ってないで、さっさと終わらせましょう。今日の晩ご飯はカレーにしますから」


    　フラれてもいないのに、なんでカレーなんだ？　これからフラれるという予言か!?


    「違いますよ。今回はノノメメさんが色々と頑張ってくれたので、そのご褒ほう美びです」


    　頑張るって、掃除しかしていないのだが……。


    「キレイになったかなー？」


    　笑顔を浮かべながら、恵比寿会長が生徒会室へと入ってくる。


    「もう、これでいいだろ」


    　すると、恵比寿会長が窓の桟さんを人差し指でなぞって、僕の顔の前へと出してくる。


    「これ、なーんだ？」


    　人差し指には薄く埃ほこりがついている。


    「姑しゆうとめか!!」


    「はい、やり直しですー」


    「何の恨みがあるんだ、僕たちに!!」


    「聞いちゃう？　それ、聞いちゃうかな？」


    　にっこりと笑えみを浮かべると、恵比寿会長の指定席であるデスクに腰掛ける。


    「最上級神たちに頼み込んで時間を巻き戻させてもらったせいで、私は上級神に格下げされちゃったんだからね！」


    　恵比寿会長が、プンプンとでも擬音が付いていそうな雰囲気で怒る。


    「まったく、時間逆行なんて無茶させてくれてさー。ほんと、もうこういうことは二度としないでよねー。って、半分くらい私のせいなんだけどさぁ」


    「何の話をしているんだか、まったく分からないんだが……」


    「はぁ……。人間っていうのは、記憶がなくなっちゃうからいいねぇ。私たちは何があっても記憶だけはなくならないからね」


    　まるで、話についていけない。


    　というか、結局僕は何で掃除をさせられているのだろうか。


    「天王洲ちゃんが泣いちゃったところとか、覚えておければ良かったのにね、東しの雲のめ君」


    「会長!?」


    　恵え比び寿す会長と天てん王のう洲ず君がじゃれ合う。


    　どこか余よ所そでやってくれないだろうか。折角掃除をしているのに、埃ほこりがたつのだが。


    「まぁ、十じゆう条じようちゃんも無事戻ってきたし、一件落着ってところかな」


    「今回は本当にご迷惑をお掛けしました」


    　そう言って、天王洲君は恵比寿会長に頭を下げた。


    　僕は、自分の目を疑った。あの天王洲君が頭を下げている、だと……？


    　こんなことがあってもいいのか。いや、あっていいわけがない。これは雪どころか、槍やりが降ってくるに違いない!!


    「なるほど、その降ってきた槍を使って、ノノメメさんを串刺しにすればいいのですね？」


    「殺す気か、僕のことを!?」


    「殺すだなんて、そんな物騒なことをするはずがないじゃないですか。ただ、二度と口が利けないようにするだけです」


    「十分に物騒だろ!!」


    　僕のことを嫌いすぎではないだろうか、天王洲君は。


    　もうちょっと優しくしてくれてもいいと思うのだが。


    「嫌いだなんてとんでもないです。私はノノメメさんのことを憎んでいるだけです」


    「余計に酷ひどいわッ!!　というか、僕の思考を勝手に読むな!!」


    「ちょっとは進展したと思ったのに。東しの雲のめ君たちは、ほんと相変わらずだねー」


    　恵比寿会長の溜ため息いきが、遠く遠く流れていくのだった。


    



    
      ──了──

    

  



  
    　あとがき


    



    　デビューして以来、「ちかむら」と呼ばれることが多いのですが、近村と書いて「このむら」と読む、近この村むら英えい一いちでございます。


    　なんで、こんな読みにくい名前にしちゃったのかなぁと思わなくもないのですが、そもそもペンネームを決めるのって、凄すごく難しいですよね。


    　投稿するときに、タイトルと同じくらい悩むじゃないですか。個性的で目立つ名前がいいのか、それとも意味が分かると「ああー」ってなる洒しや落れた名前がいいのか。はたまた、普通の名前がいいのか、と。作品の内容を考えずに、ペンネームばかり考えていたのですが、まぁ、無難が一番いいだろうという結論になりまして、この名前にしたんですね。


    　すると、受賞後、初めて担当さんとお会いした時に「普通すぎますね。ペンネームを変えましょう」といきなり言われまして、あれー!?　と。


    　無難はダメか、さすがガガガ文庫だぜ……と思ったり思わなかったりしたわけですが、いくつか候補を出して、その中から選ぼうという流れになりまして、二百個ほど出したんですね。


    　人間、名前を二百個も出すと凄いことになりますね。リストに泥どろ田た坊ぼうや河童かつぱといった妖よう怪かいの名前や、恐きよう怖ふ院いん怨おん念ねんという禍まが々まがしすぎる名前が並んできますからね。


    　人外の名前が約半数を占める中、別の名字と別の名前を組み合わせてみたり、ヤバい名前が決まりそうになったりと試行錯誤を繰り返しまして、結果、この名前に戻りました。


    　まぁ、あれですよね。投稿時に普通の名前だったヤツが、出版時に『恐怖院怨念』とか改名してたら、何があったんだコイツ!?　ってなっちゃいますからね。結果的に良かったのかもしれません。読み方を間違えられますけど。


    



    　以下、謝辞です。


    　いつもご迷惑をおかけしまくっている、担当の濱はま田だ様。まだまだ手のかかる新人ですが、日々精進していきますので、よろしくお願いします。


    　素晴らしいイラストを描いて下さった、竜りゆう徹てつ様。イラストが届くたびにニヤニヤが止まりませんでした。やっぱり、和服にして正解でした。竜徹さんの書く和服は正義すぎる……。


    　校閲様、デザイナー様、その他多くの出版に携たずさわって下さった皆様。皆様のお力添えのおかげでこの本が世に出ることができます。これからも、どうぞよろしくお願いします。


    　お世話になりまくっている友人知人、及び家族の皆様。なんとか、生きてます。今度、飲みに誘ってください。喜んでホイホイ行きますので。


    



    　そして何より、この本を手に取って下さった皆様へ。本当にありがとうございました。

  



  
    近村英一


    Konomura Eiichi


    



    東京在住の迷子スキル持ち。神保町の地下道を制覇し、ようやく小学館の場所を覚えたと思ったのにビルが移転してしまいました……。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ノノメメ、ハートブレイク２
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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